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      STAGE. 1　◇《征白侵色ホワイト・ワイト》◆





　それはいつもの通学路で。

　自分は幼おさな馴な染じみとゴールデンウィーク明け初となる登校の最中だったはずで。

　空は青くて、雲は白くて、太陽は黄色く輝いて、世界は色に溢あふれていたはずだ。

　けれど。

「……どうなってるんだ」

　真ま白しろ彩さいは視界に広がる不可思議としか言いようがない光景に呆ぼう然ぜんとする。



　――世界に、色がないのだ。



　赤い光を発していた横断歩道の信号は、それを支える鉄柱ごと色を失い。

　車道も歩道もアスファルトの色を失い。

　視界に映る自分以外は、色を失っていた。

　隣を歩いていた幼馴染は姿を消し。

　前から歩いてきていた中年男性も姿を消し。

　自分と幼おさな馴な染じみを自転車で追い抜きながらからかってきた男子生徒も姿を消していた。

　色を失った世界。

　厳密には、一色に塗りつぶされた世界。

　その世界は、白かった。

　どこまでも純白で、果てしなく雪せつ白ぱくだった。

　夢でも、幻覚でもない。それぐらいは彩さいにでもわかる。

　世界に自分独ひとりしか存在しない。そんな感覚。

　焦り。驚き。困惑。どうすればいいかも分からず呆ぼう然ぜんとしていると――物音。

　彩は反射的に音が聞こえた方角を向き、走り出す。

「何なんだよ……一体」

　視界をよぎる景色はどれもこれも普段の町並み。ただ、色が抜け落ちているだけ。

　だが、それが不気味で。無色な世界に無人の世界というのが、彩に見えない圧力をかけた。

　数分後、辿たどり着いたのは公園。

　ブランコ、ジャングルジム、鉄棒。遊具はそれだけで、中途半端に余った土地には何も配置されていない。

　例に洩れず地面の砂を含め全すべてが色を剥はく奪だつされ、白に准じゆんじていた。

　物音の発信源は、確かにこの公園だった。

　だが、目に映るのは、色の無い世界以上に異常な光景。



　――二人の少女が、戦いを繰り広げていた。



　一人は金髪碧へき眼がんに、豊満な胸。外国人というよりは、日本人とのハーフに見える。

　一人は黒髪を腰より下まで伸ばした、小学生のような少女。

　そんな二人が、戦闘を繰り広げていた。

「魅み影かげ鬽み黒くろ！　今日こそアンタを殺す」

「なんなのだ貴様は。何回負ければ気が済む……」

「アンタが死ぬまでに決まってんでしょ！」

　彩はどうしようもなく逃げ出したい衝動に駆られたが、どうにかそれを堪こらえ、彼の存在に気付いていない二人の戦闘を見続けた。

　金髪碧眼の少女の体から迸ほとばしる、電流のような何か。

　色の無い世界で、少女と少女が発した電流は色を保っていた。

　だがそれは《光》にしては何かがおかしい。色合いが、変としか言いようがないのだ。

　閃せん光こうのように煌きらめくのではなく、くすんだ金色の電流が不規則に宙を舞う。

「向かえ――支配された軌道オービテアリー・トラフイカー!!」

　金髪の少女の詠唱に伴い、くすんだ金色の電撃は、幾つにも枝分かれし、曲線を描きながらもう一人の少女へと向かった。

　一方黒髪の少女は、刃物のように鋭い一いち瞥べつを金髪の少女へ向けるだけで、特に何もしない。ただ、少女の足元の影は生き物のように蠢うごめいている。

「面倒くさい、煩わずらわしい、鬱うつ陶とうしい。私に関かかわるなと何度言えばいいのだ」

　呆あきれるように、拒絶するように、少女は幼い容姿からは想像できない低い声を出し、それに嫌悪を乗せると、ようやく動いた。

　電撃を避けようと下がるでも横に動くでもなく――一歩前に出たのだ。

「――断ち切れ」

　次の瞬間、黒髪の少女の眼前まで迫っていた電撃は、全すべて掻かき消けされた。

　少女の足元より空中に出現した漆しつ黒こくの影によって。

　少女の足元に広がっていた影が、そのまま空中に佇たたずんでいる。そして、少女の足元からは影が消えていた。

　金髪の少女は驚くのではなく、悔しそうに歯は軋ぎしりをする。

「なんで……なんで当たんないのよ！」

「貴様の想像がその程度ということだろうが。彼ひ我がの力量差も分からぬほど馬ば鹿かではないだろう？　さっさと消えろ」

　出来の悪い子供に教え諭すように黒髪の少女は言った。

　金髪の少女は一瞬だけ眉まゆを顰めたが、すぐに自信に満ちた笑顔を浮かべる。

「彼我とか、よくそんな言葉知ってるわね、小学生のくせに」

　この言葉に、黒髪の少女の様子が一変する。面倒くさい相手をあしらうような表情から、明確な怒りを宿した表情へと。

「……私は高校生だ」

　少女の言葉通り、少女は高校生である。なにせ、彩さいの通う高校ではある種の有名人だ。

　――魅み影かげ鬽み黒くろ。彩の一つ上、れっきとした高校二年生だ。

「あら、そうだったかしら？　制服着てる小学生かと思ったわ」

　対する金髪の少女は、彩と歳としが離れていないように見える。黒髪の少女を挑発するのが目的なのだろう、わざとらしく笑い声を上げている。

「…………もういい、死ね」

　瞬間、黒髪の少女の影が、禍まが々まがしく形を変えた。

　怒りの感情に呼応するように影は鋭利な刃となり、その数は四。

「ふんっ……ようやく本気を出す気になったみたいね！　――――ぇ？」

　気付けば黒髪の少女は金髪の少女の懐まで距離を詰めていた。

　そして四本の凶刃は一斉に相手の首へと――――。

　あまりに呆あつ気けない終幕。理解を超える展開に、今まさに起ころうとしている殺人。



「待て！」



　咄とつ嗟さに叫んだ彩さいの声に、黒髪の少女が反応する。

　影は、金髪の少女の首筋に添えられた状態で停止した。

　それどころか、黒髪の少女はようやく彩の存在に気付いたかと思うと顔色を変えたのだ。

　最初の無表情でも、先ほどまでの静せい謐ひつな怒りでもなく、まるで十年来の友人を見るような、そんな顔。

「なんで……あなたが…………！」

　同じ高校とはいっても、彩は一年生で彼女は二年生。彩の知る限り黒髪の少女と自分に接点は無い。

　なのに、その少女は彩を知っているような口ぶりだ。

「――【幻現境界シール・コンダクト】！」

　止やんだ戦闘を再び開始させたのは、金髪の少女の詠唱。

「…………っっ！」

　咄嗟に後退した黒髪の少女だが、数瞬遅く、左腕が宙を舞った。

　金髪の少女の右手には、いつ出現したのかくすんだ金色の剣が握られている。その切っ先には、血が付着していた。

「戦いの最中に余よ所そ見みしてんじゃないわよ、魅み影かげ鬽み黒くろ」

　黒髪の少女が彩に気を取られていた隙すきを見逃さず、攻撃に転じた金髪の少女。

　数秒経たってから、黒髪の少女の左腕が地面と接触。白い地面を赤く染める。

「油断大敵って言うのかしら、こういうのって」

「貴っっ様……！」

　黒髪の少女は憎々しげに呟つぶやきながら、後退を続けた。いや、彩の方へ近づいてきた。

「ハァ？　まさか逃げる気じゃないでしょうね！」

「うるさい」

　額に汗を滲にじませながら彩のもとへ駆け寄ってくる黒髪の少女。

　どうすればいいか分からない彩は、動けずにただ立ち尽くすしかない。

「なんで、なんであなたがまた」

　彩に向けての言葉だろうか、金髪の少女のときと口調が異なっている気がする。

「支配された軌道オービテアリー・トラフイカー!!」

　苛いら立だたしげな詠唱の後、電撃が不規則に放電しながら少女に迫る。

「っ……――断ち切れ」

　だが電撃は再び影に掻かき消けされた。

「私の手を掴つかんでください」

「は……？」

「いいから！」

　少女の有無を言わせない物言いに、反射的に従ってしまう彩さい。

　伸ばされた小さな手を、軽く握る。

「逃げるな！」

「――【強制反転】」

　瞬間、目の前が白くなる。

　目を開けた時、そこには色彩に溢あふれる世界が広がっていた。



　　　　■◇◆□



「……ふーん、逃げないんだ」

　背中に不愉快な声がかかる。

　私はゆっくりと振り返りながら、声の主を睨にらみつけた。

「何な故ぜ、私が貴様から逃げなければならないのだ？　あるとすれば逆だろう」

　不機嫌を露あらわにそう言うと、金髪女が鼻で笑った。

「左腕もないのに、態度は大きいままなのね」

「仮に両腕が無くなろうと、貴様には負けないさ」

　挑発ではなく本音だったが、目の前の女はわかりやすいくらいに表情を変えた。笑みから怒りの形相へ。

「……さっきの男、誰だれ？」

「関係ないだろう、貴様には。それとも、命の恩人の名前くらいは知っておきたいか？　彼が止めなければ、貴様の首は今いま頃ごろ地面に転がっていただろうしな」

「アンタの仲間なら、アタシを止める必要はないわよね。でも、他人ならアンタが逃がす理由もないし」

　挑発も虚むなしく、金髪女の意識が先ほどの彼へと向けられた。

「逃がす？　貴様から？　笑える冗談だな」

「あのね、その安い挑発はなんなの？　そんなに大事な人間なの？　そうよね、だってわざわざ【強制反転】なんて使って逃がすくらいだし」

「……もう一度言う、貴様には関係ない」

「まぁいいわ。後で直接訊きくからいいわよ」

「……なんだと？」

「同じ学校でしょ？　あの制服」

　目敏い奴やつ。だが、彼に用があるのは私も同じだ。

「貴様には無理だ」

「へぇ？　貴様はここで死ぬからだ、とか言うのかしら？」

「あぁ、その通りだよ」

「笑える冗談ね、おチビさん」

　まったくの無表情で言い放つ金髪女。

「貴様に、言っておくことがある」

「なによ」

「私は今まで、無遅刻を貫いてきた」

「ハァ？」

「ここから学校まで走って五分、現在八時五十四分だ。始業が九時だから、私は貴様の相手を何分できるだろう」

　今度の挑発は効いたのか、金髪女は剣を構えた。

「アタシを一分で倒すって、そう言ったわけ？」

「貴様にも算数はできるようで安心したよ」

　正直、この女に構ってる暇などなかった。すぐにでも彼と話をしたかった。だが、この金髪女がいたのでは、それもままならない。

「アタシ、口先だけのやつって嫌いなの」

「つまり自分が嫌いなのか？」

「……支配された軌道オービテアリー・トラフイカー」

　殺意の込められた雷電が、曲線を描きながら迫って来る。

「私は、私の邪魔をする人間が嫌いだよ」

　そう言いながら、私は想像を再開した。



　　　　■◇◆□



　少女の手を握り、元の世界へ戻ってきたその後。自分がどうやって学校まで来たかは、よく覚えていない。

　頭の中はそれどころではなかったからだ。

　いきなり飛ばされた純白の世界。繰り広げられた常識無視の戦闘。そして、自分のことを知っている様子の少女。

　何がなんだかわからない。

　彩さいは窓際最後列に位置する自分の席に突っ伏しながら、今朝体験したことを思い返していた。

「さーい君っ」

　明るい声に、若干の怒りを滲にじませ、誰だれかが彩の肩を軽く叩たたく。

「…………玉たま求きか」

　彩は顔を上げ、目の前の人物に視線を合わせた。

　紀き無なし玉求。今朝、純白の世界に飛ばされるまで一緒に登校していた幼おさな馴な染じみだ。

　小動物のような瞳ひとみに、見ただけで弾力を感じそうな柔らかい肌。それに合わせるかのように髪型はフワフワしたショートボブ。前髪を留とめている黄色いヘアピンは、かつて彩がプレゼントしたものだ。背丈も少し低めなこの少女との付き合いは幼稚園から。

「玉求か、じゃないよー！」

　豊満というより巨大、と表現したほうが適切な、張りのある胸。本人は気付いていないようだが、動く度に揺れるその胸に、周囲の男子の視線が集まる。

　素そっ気けない返事をしながら、彩はいつもと変わらない幼馴染の姿を見て、なんとなく落ち着きを覚えた。

　だが彼女が彩の胸中を知るわけもなく、玉求は不機嫌そうに頬ほおを膨らませていた。

　そういえば、玉求から見たら今朝はどうなっていたのだろう。彩がそう思うと同時に、玉求が愚痴を溢こぼした。

「何で急にいなくなったのさー。玉求は彩君がいると思って誰もいない空間に喋しやべりかけちゃったんだからねっ！」

　急にいなくなった。

　この表現から、玉求は彩が消えた瞬間を見ていないことがわかった。それは不幸中の幸いだ。

　今の彩には、玉求に説明できるほどの情報がないから。

「いや、悪い……。急にトイレ行きたくなって」

　言い訳としては少し苦しいかとも思ったが、玉求は「むぅー、仕方ないなー彩君は」と、腕を組んで彩を見下ろしながらも、どうやら納得したようだ。

「そういえば彩君聞いた？」

　彼女の中では今朝の話は終わったらしく、話題を変える。その瞳は、楽しそうにキラキラしていた。

「何をだよ」

　世間話をしている場合ではないのだが、玉求を無下にすることもできない。彩は渋々耳を傾けた。

「さっき教室来る途中に聞いたんだけどね、『氷の女王』が、今日は走って学校に来たらしいよ」

　玉たま求きのこの言葉に、彩さいの目の色が変わる。無関心から強い興味へ。

「おい玉求、もっと詳しく」

『氷の女王』とは、今朝の黒髪の少女の学校内でのあだ名だ。彼女と同学年である二年生が中心となって一年生に流している話なのだが、去年クラスの自己紹介の時に、彼女は「私に関かかわるな」と一言放ったそうだ。

　そこからは、同級生どころか教師からの干渉も無視。学年一位の成績を誇っているので誰だれも文句を付けられないようだが、学校という一種の社会で誰とも関わらない彼女のことを揶や揄ゆするように、そんなあだ名がついた。

　本名は魅み影かげ鬽み黒くろ。表情を変えることはなく、稀まれに発する言葉はどこか古かったり、堅い印象がある。昼休みは一人で読書をし、放課後はすぐに学校から帰る。

　それが入学して一ヶ月の彩ですら手にすることができる、『氷の女王』の情報だ。

　彼女がここまで校内で有名なのは、単に他者を拒絶しているという点だけでなく、その容姿にある。

　人形のように精せい緻ちな顔の造形に、手入れの行き届いた黒髪。

　一度見たら、一生忘れることはできないであろう神聖さめいたものが、魅影鬽黒にはあるのだ。

「ん？　彩君って魅影先輩に興味あったんだっけ？」

　食いつくような彩の反応が不自然だったのか、玉求が首を傾かしげる。

　確かに今まではそれほど興味がなかった。だが今は状況が違う。

　純白の世界からこの世界に戻ってきたとき、目を開くと、魅影鬽黒はそこにいなかった。

　目を開ける直前、何かを呟つぶやく声が聞こえたが、彩が一人で公園の前に立っているだけだったのだ。

「別に、俺おれだってあの魅影先輩が走ったとなれば、多少の興味はあるさ」

「ふーん……。まぁ、いいけどねー」

　玉求は含みのある笑い方をしながら、詳細を語った。

「いつどんなときでも無表情で有名な魅影先輩が、今日は珍しく、何かから逃げるように走っていたらしいよ。何があったんだろうねー？」

　逃げる？　金髪の女子からだろうか。だが、今朝の戦いを見る限り、まともに戦っていれば彼女の方が強いように見えた。

「あのさ、玉求……。その魅影先輩なんだけど、左腕、付いてた？」

　自分でももう少し別の言い方があるだろうと思ったが、もう遅かった。

　玉求は「彩君は一体何を言ってるの？」と顔で語り、首をかしげ、目を細め、彩の顔を眺めて、「熱でもあるの？」と心配してきた。

「い、いや、なんでもない」

「彩さい君、今日はなんか変だね。具合が悪いなら保健室に……」

「そういうんじゃないよ。気にしないでくれ」

　彩が誤ご魔ま化かすように笑うと、玉たま求きは心配そうに彩を見ながらも、「そっか、ならいいんだけどさ」と笑い返してくれる。

「それと、今度はビッグニュース！」

　玉求が気を取り直すように、といった具合に跳び跳ねた。髪が舞い、スカートが若干捲まくれ、胸が大きく揺れた。彩にはクラス中の男子の唾つばを呑のむ音が聞こえたが、玉求には聞こえなかったようだ。

「ビッグニュース？」

　彩の問いに、玉求は数秒間、「ふっふっふ、これはとっておきなんだよっ」と引きを作り、そして重大発表！　と手を広げて声を張り上げた。

「今日、転入生が来るんだよっ！」

　玉求が言い終わると同時にチャイムが鳴る。それに合わせるように担任が教室に入ってきたため、詳細を聞く前に玉求は「楽しみだねー」と笑って、自分の席に戻って行った。

　玉求の言葉どおり、ＨＲホームルーム開始早々、担任は転入生の話をした。クラス中の空気が緊張と期待に包まれる。



    

  
    
      



    

  
    
      「転入生のミラピリカ・スタッカートちゃんよ」



　と、自称美人担任の紹介から二秒遅れて、転入生は現れた。

　少女が一歩、教室に足を踏み入れる。

　その瞬間、期待に満ちた教室内の喧けん騒そうが止やむ。

　期待外れだったからではなく、想像以上だったから。

　現れたのは、金。

　それ自体が発光しているのではないかと疑いたくなるほど光沢をもった髪は、ウェーブがかかっており、長さは腰より少し上まで。澄み渡る空のような両目は透き通るように青く、通った鼻筋に、桃色の薄い唇。色素の薄い肌は不健康どころか少女の美しさを引き立てている。豊満な胸に、細く括くびれた腰に、細く引き締まった足。

　美人を形成する要素全すべてを兼ね備えたような、金髪碧へき眼がんの少女。

　そう、今朝魅み影かげ鬽み黒くろと戦闘を繰り広げていた少女だった。

　教壇まで進み、乱れのない姿勢で立つ。小さく息を吸う音が聞こえた。

　誰だれもがどのような言葉を発するのか心待ちにしていただろう。

　だが、少女の口から出た言葉は――



「――【反転】“〝表→から裏へ”〟」



　一瞬、底知れぬ倒とう錯さく感と酩めい酊てい感に襲われる。

「……っっっ」

　白はく昼ちゆう夢むではない。幻覚ではない。妄想ではない。だがそう考えた方がよっぽど納得できるような現象。視界に映っていた机の木もく目めから、色が消えた。

　彩さいは確認するように顔を上げる。

　そこにあったのは、今朝のと変わらぬ、純白の景色。

　今朝と変わらぬ、無人の世界。

　今朝と変わらぬ、非日常。

　まるで世界から“〝色彩”〟を剥はく奪だつしたかのように。

　まるで世界から“〝常識”〟が抜け落ちたかのように。

　悪人が善人になるのとは違うのだ。

　天使が悪魔になるのとは違うのだ。

　嫌悪が最愛になるのとは違うのだ。

　それはさながら脱色のようだった。

　姦かしましいほど色彩に溢あふれる世界から、喧けん騒そうを取り除くように色を削そぎ落としたような。

　彩さいの知りえる“〝世界”〟を、全否定するかのように、

　まるで最初からそうだったのかと思うほど大胆に、



　――世界が白一色になっていた。



　窓の外に広がる景色も、光を発していた蛍光灯も、黒板もクラス中の机と椅い子すも、床のタイルも全すべて色を失い。

　幼おさな馴な染じみも、他の生徒も教師もみんな、消失してしまった。いや、この表現は間違っているのだろう。逆だ。彩だけがここにいる状況を考えれば、消失したのは他人ではなく自分。自分が異世界に飛ばされたのだ。

「……アンタ、今朝公園にいたやつでしょ？」

　気付けば、転入生が彩の前に立ち、綺き麗れいな顔を不機嫌そうに歪ゆがませていた。

　彩の体が震える。眼前の少女に恐怖しているのか、それとも。

　――知ってる。自分はこの世界を知っている。

「朝、魅み影かげ鬽み黒くろとの戦い見てたわよね？　アタシの質問に答えなさい。アンタ、誰だれよ」

　彩は、この光景に見覚えがある気がした。今朝一回ではない。自分は、何度もこの世界に来たことがある。デジャヴに近い、そんな感覚。

「俺おれは、彩。真ま白しろ彩だ」

「名前とか興味ないわよ。そうじゃなくて、あぁもうめんどいわね。【反転】できてるんだからアンタは【イマジネーター】なんでしょ？」

　転入生の少女は煩わしそうに毒づくと、右手の人差し指で彩の額に触れた。

　柔らかい指が、軽く彩の頭を揺らす。視界に映る指や腕は、簡単に折れてしまいそうなほど細かった。

「要は二択、アンタはアタシの敵？　それとも無害な小市民？」

　質問したいのはこっちだ。でも、そんな風には答えられない。

「……俺は君の敵じゃないよ」

　そう答えるしかなかった。この状況で敵だなんて答えたら、どう転んでも良い結果には結びつかないだろう。

「ふーん。じゃあ、魅影鬽黒の仲間？」

　ビクっ、と、彩の体が揺れる。

　魅影鬽黒。今朝、自分を色のある世界に連れ戻してくれた、黒髪の少女。

「その反応、怪しいわね――【幻現境界シール・コンダクト】」

　今朝も聞いたその詠唱と同時に、転入生の右手には、くすんだ金色の剣が握られていた。

「なっ……」

　何をするつもりだ。そんな簡単な言葉が、口から出ない。

「……なに驚いてんのよ。【幻現境界シール・コンダクト】くらいＡクラスにはできて当然でしょうが。もしかして、見たことないの？」

　柄から切っ先まで金色で、電撃を帯びている剣。

「嘘うそは吐かないほうが身の為ためよ。正直に答えたら、殺さないであげるかも」

　軽い語調でそう言って、転入生は剣の切っ先を彩さいの首筋に添えた。

「アンタは魅み影かげ鬽み黒くろの仲間？」

「……違う」

「じゃあ知り合い？」

「……多分、違う」

「多分って何よ」

　感情を隠すのが下手なのか、わざとなのか、先ほどから彼女は不機嫌だ。

「俺おれと魅影先輩に接点はない。だから俺は先輩と知り合いじゃない」

「ふぅん。それにしては、朝のあの反応は変だったけどね。っていうかあの女、アンタに対してだけ口調変わってなかった？」

　それは、彩も感じたことだ。

　あの時の様子からでは、とても普段の『氷の女王』の姿は連想できない。

「……俺にもわからない」

　魅影鬽黒の対応も、この世界のことも、純白の世界で色を行使する転入生のことも、彩は何一つ知らない。

「要領を得ない答えね。もしかして、アタシおちょくられてる？」

「本当にわからないんだ」

　嘘を吐く理由も、おちょくる余裕もない。

　転入生もそれに気付いているようで、小さく溜ため息いきを溢こぼすと「仕方ないわね」と呟つぶやいた。

「それじゃあもう一つ。アンタ、何で魅影鬽黒を止めたの？」

　止めた、というのが何のことなのか気付くのに、若干時間がかかる。

「……あぁ、あれか。いや、何でって言われても…………」

「理由もなく戦いを止めたってのはナシよ。わざわざ魅影鬽黒の勝利の邪魔をしたのはなんで？　対する魅影鬽黒もそれに怒ってる様子もなければ、アンタを逃がすし」

　理由、そんな大層なものはない。

　だが、転入生はそれでは満足してくれないのだろう。

「俺は……ただ、目の前で人が死ぬのを見たくなかったんだと、思う」

　途切れ途切れに、言葉を紡ぐ。

　嘘うそではない。だが、転入生は眉まゆを顰めた。

「ハァ？　この世界で人が死ぬのは当然のことでしょうが。なにを今更、人が死ぬのを見たくないって……変な奴やつね」

　またしても、彩さいが知らない事実を告げられる。

「……アンタ、イメージＩＤは？」

　……まずい。

「なに？　答えたくないワケ？」

「……いや、そうじゃないんだけど…………」

　答えたくないのではなく、答えたくてもわからないのだ。

「ここら辺で有名なのは《灰煙廃人バースト・ゴースト》とか《誠孤焔舞アーク・リーク》とか《無神論者アンノウン・ダウン》とかだけど。ていうかアンタのクラス何よ」

　カチャ、と剣を彩の首に押し付ける転入生。薄皮が切れ、血が伝うのがわかる。

　適当にでも答えたほうがいいのか。

　彩は思考を加速させる。異常な世界で、自分が死なない方法を考える。

「…………わからない」

「何よそれ。この状況で隠す意味ある？」

　隠す意味はないのかもしれないが、そもそも隠す答えが、彩にはない。

「じゃあ、アンタのバースカラーは？」

「わからない…………」

　無理だ。誤ご魔ま化かしようがない。

　彩は諦あきらめるように肩を落とす。が。

「……もしかして、アンタ、何も知らないの？」

　彩は静かに頷うなずく。

　どうなるのだろう。その剣で、殺されるのだろうか。

　だが予想に反し、転入生は彩の首筋から剣を離した。

　それどころか剣を消し、腕を組んで思案顔になったのだ。

　彩が何か間違えた、わけではないだろう。少なくとも、転入生から殺意めいたものが消えた。だからといって、好意的でもなんでもないのだが。

「――決めたわ」

　考えがまとまったのか、パンっ、と手を叩たたく転入生。その表情は喜色に満ちていて、それが妙に彩の不安を煽あおった。

　そして、その不安は見事に的中することになる。



「アンタ、アタシの『仲間』になりなさい」



    

  
    
      STAGE. 2　◇《漆黒鋭剣ダークネス・ハートレス》◆





　幸い、と言えばいいのだろうか。彩さいが教室内から消えたことに、誰だれも気付かなかった。

　窓際最後列というのもあるし、彩の隣が空席だったというのもある。

　だが何よりも、転入生、ミラピリカ・スタッカートの消失にみんなが気を取られていたところが大きいだろう。

　どうやら【反転】とやらは、この世界と純白の世界を行き来するために必要な詠唱らしい。その言葉を口にした瞬間、人前だろうが問答無用で向こうの世界に飛ばされるのだという。白い世界にいる間も、現実の時間は普通に進む。

　ミラピリカは、教室に入ってきた瞬間に彩を見つけ、それが今朝の少年だと確認するや否や【反転】したので、教室中から見れば、イリュージョンだ。

　教室内に戻ってきた時にも、弁解も説明もせずに「そーいうわけで、ヨロシク」と愛想の欠片かけらもない自己紹介をし、当然のように彩の隣の席に腰を下ろした。

　教室内は唖あ然ぜん、彩は呆ぼう然ぜん。

　だが不ふ遜そんすぎる転入生に何かを言える猛も者さなど存在せず、担任は戸惑いながらもＨＲホームルームを開始した。

　今年のゴールデンウィークは木曜で終わり。つまり登校している今日は金曜。明日は土曜なので休みになる。そのため、今日はプリントを数枚配ったり、宿題を回収したりするだけで、午前解散となった。授業は来週の月曜から開始するとのこと。

　彩はそっと首筋に手を当てた、傷は、消えたというより、負っていなかったかのように存在していない。だが、斬きられた感触だけは、しっかりと残っている。妙な感覚だ。

　ＨＲが終了すると同時に、クラス内に活気が溢あふれる。早速友人と遊びに行く者、久々に部活に出られると喜ぶ者、一人イヤホンを着けて帰る者など、様々。

　そのどれにも属さない彩と、ミラピリカ。

「彩君彩君っ、関かん内ないの駅前に美お味いしいクレープ屋さ――」



「ほらアンタ、アタシは行きたいとこがあるの、連れて行きなさい」



　彩のもとへ駆け寄ってきた玉たま求きの言葉を途中で遮り、彩に命令する金髪の転入生。

　教室内に残っていた生徒全員が、一斉に視線を彩に向ける。

　それもそのはず、誰とも会話していない転入生が、放課後いきなり誰かに喋しやべりかければ、誰もが興味を引かれるというものだろう。実際のところは、彩とミラピリカは人知らぬところで喋っていたのだが、誰もそれを知らないのだから。

「いや、悪いんだけど、先約が……」

「へぇ、さっきの話、忘れたのかしら？」

「…………わかったよ」

　言われて、彩さいは思い出す。白い世界で、『仲間』になれと命令されたときのことを。



「アンタ、アタシの『仲間』になりなさい」



「…………は？　仲間？」

　と、思わず疑問符を浮かべてしまう彩。

　だがそんな彩を意に介さず、転入生は続けた。

「ゲームに参加したばかりなら、アタシを裏切ることもないだろうし、それに、アンタは魅み影かげ鬽み黒くろ攻略に役立ちそうだし。代わりにアタシは、弱小で矮わい小しようなアンタを他の奴やつらから守ってあげるわ。初心者にとって、序盤をどう生き残るかってのは結構大事でしょ？」

「ゲーム？　生き残る？　どういうことだよ」

「そんなレベルで何も知らないの？　……まぁ、いいわ。そんなの後で教えてあげるわよ。とにかくアンタは今からアタシの仲間！　わかった？」

　断ることを許さないような言い方に、彩は思わず頷うなずいた。

「ちなみに、断った瞬間殺すわ」と言われれば、尚なお更さらだ。

　そして、現在。

　高慢高飛車な転入生に、同級生の彩が従う様は他の生徒にどう映るのか、彩にも容易に想像できた。

　ひそひそと噂うわさ話ばなしを始めるクラスメイトもいれば、あからさまな同情の視線を送ってくる者もいる。

「さ、彩……君？　どういう、ことなの、かな？」

　玉たま求きが、顔の筋肉だけで笑顔を形成し、戸惑いと怒りの込められた疑問を口にする。

「……いや、玉求。これには理由が――」

「アンタ誰だれよ。アタシに何か用かしら？」

　人に最後まで喋しやべらせる気がないのか、今度は彩の言葉に被かぶせて声を上げるミラピリカ。

　玉求はむぅ、と頬ほおを膨らませ、ミラピリカを睨にらむ。

「転入生ちゃんじゃなくて彩君に用があるのっ。彩君は玉求の幼おさな馴な染じみなんだよっ？」

「幼馴染？　それもう死語でしょ。っていうか、幼馴染ごときがアタシとコイツの間に割って入って来ないでくれるかしら？」

　ふんっ、と鼻を鳴らすミラピリカ。玉求は益ます々ます機嫌を悪くする。

「ごときじゃないもん！　玉求と彩君と水みな母もちゃんと藍あいちゃんとは幼稚園からずっと一緒なんだよっ!?」

　玉たま求きが声を張り上げる。彩さいと玉求以外の二名は、高校は違うが確かに他の幼おさな馴な染じみの名前だった。ミラピリカに対する怒りで出す必要もない名前まで出してしまっているようだ。

「ハァ？　誰だれよそいつら。っていうか、何人いようと何年の付き合いだろうと、アタシとコイツの関係に口出していい理由にはならないわ」

「なるもん！　彩君は玉求と一緒に帰るんだもん！　だから転入生ちゃんは彩君と帰れないんですっ！」

「なにアンタ。どんだけ自己中なの？　めんどいんだケド」

「自己中はどっちなのかなっ！　転入生ちゃんも転入初日に勝手しすぎじゃないかな！」

「アタシが何をしようとアタシの勝手でしょうが」

「勝手に彩君を独占しようなんて、許せないって言ったんだよっ」

　ミラピリカの方が身長が高く、高圧的なため、小動物が肉食動物に反抗しているような構図に見える。

「ちょっとアンタ、なんとかしなさいよ」

　ミラピリカが玉求から視線を外し、彩を見る。その目には困惑の色。一方的な圧力が効かない相手の対応は苦手らしい。必ずしも肉食動物が勝つとは限らないということか。

　他人の命令に従うのは癪しやくではあるのだが、逆らうわけにもいかない。

「えーと、玉求、落ち着いてくれ」

　二人の間に割って入り、玉求を宥なだめようと試みる。

「彩君はいいのかなっ！　金髪美人さんが好みだったのかな！」

　玉求にしては珍しく、本気で怒っているようだ。

　気持ちはわからなくもない。彩だって、玉求が転入生の男子といきなり一緒に下校なんてしたら、とてもではないが祝福なんてできない……だろう。

　けれど、事情を説明するわけにもいかないのだ。

「いや違うっつの。これはなんていうか」

「あーっ！　玉求にも言えないような関係なんだ？　爛ただれた関係なのね！　なのね！」

「いや、そうじゃないけどさ。クレープは明日行くから、今日は、な？」

「……今日は、水みな母もちゃんの家に行く日だよ？」

「…………分かってるよ。分かってるから。水母のところには一人で行くから大丈夫だ」

　玉求にしっかり目を合わせて、肩に手を置いて、言い聞かせる彩。

　玉求も玉求で彩から目を離さず、真意を測るように見つめてくる。

「……彩君がそう言うなら、玉求はいいけどさ…………」

　まだ不満はあるだろうが、どうにか納得してくれる玉求。

　彩は玉求の頭にポンと手を置き、軽く撫なでる。

「悪いな」

　すると、みるみる内に玉たま求きの白い頬ほおが林りん檎ごのように赤くなる。

「じゃあ、明日一緒に出かけようね！」

「あぁ、そうだな」

　玉求は怒りを忘れたようにはにかんでから、彩さいに手を振って教室を去っていった。すると、教室内に残っていた生徒も見物は終わりだと各々教室を後にする。

「――それじゃあ、行くか」

「アンタ、幸せそうじゃない」

　振り向くと、ミラピリカが不満げに彩を睨にらんでいた。窓から差し込んだ光が、ミラピリカの金髪に反射する。まるで鏡のように。

「何を言ってるんだ？」

「【イマジネーター】は、世界に不満を持った者であるはずでしょ。なのに、アンタは幸せそう。矛盾してるって、そう言ったのよ」

「イマジネーター？」

「アンタやアタシみたいに、白い世界に行ける人間のこと」

「あぁ、そうなのか」

　ゲーム用語みたいだ。そんなことを思っていると、ミラピリカに肩を叩たたかれた。

「それより、行きたいところがあるって言ったでしょ？　さっさとエスコートしなさいよね」

「あ、あぁ……」

　今は我慢だ。そう自分に言い聞かせる。

　それに、ミラピリカに訊ききたいことがいくつもあるのだ。一緒に行動するのは合理的ではある。

「それで？　行きたいところってどこなんだ？」



　　　　■◇◆□



　学校を出た彩とミラピリカ。その二人を、追跡する人影が一つ。

　その人物は、携帯電話を耳に当てながら、彩とミラピリカの後をつけている。

「――はい。Ａ―２クラスの《金色反鏡ダーテイー・ゴールド》がＦ―３クラスの《征白侵色ホワイト・ワイト》と共に歩いています。――いえ、はい、ですが……。いいのですか？　本来ならば対象は《漆黒鋭剣ダークネス・ハートレス》だったはずですが……。いえ、そうですか、わかりました」

　電話越しの相手に「それでは、また何かありましたら」と言ってから切り、その人物は彩とミラピリカを見据える。

　その視線に込められているのは、怒りか嫉しつ妬とか羨せん望ぼうか。

　二人に気付かれない程度に距離を取りつつ、再び携帯電話を開く。先ほどとは違う相手への連絡。

　数回のコールの後、電話が繋つながる。

「もしもし」



　　　　■◇◆□



　――十分後。ミラピリカの行ってみたかったところとやらに到着した二人。

「本当にここ？」

「えぇ、そうよ」

　どことなく嬉しそうなミラピリカ。

「でも、どこにでもあるようなファーストフードだぞ？」

　目の前には、大手ハンバーガーチェーン店。学校からそう遠くない位置にあるため、放課後の学生で賑にぎわうことも多い。

「別にいいじゃないの。来るの初めてだし」

「えっ、そうなのか」

「な、何よ。悪いわけ？」

　ジト目で彩を睨にらむミラピリカに、彩は「違う違う」と手を振って誤ご魔ま化かす。

「えーと、体に悪いからって理由で？」

「そう言われていたのもあるし、わざわざ安いファーストフードなんて口にする必要がなかったのよ」

「……どこかのお嬢様かよ」

「裕福ではあるわ」

　確かに、アパートやらマンションなどと違い、豪邸や城の方が似合う容姿や態度ではあるが……。

「金持ちだと、一周回って庶民のことが気になったりするんだ？」

「興味はあるわね」

「ふぅん、そういうもんか」

　何はともあれ、裕福な家庭で育ったミラピリカは、庶民が親しむハンバーガーを食べてみたかった、ということなのだろう。

「ははっ」

　思わず、笑みが溢こぼれる。

「……？　何笑ってんのよ」

「いや、なんていうか、思ったより普通、なんだな」

「喧けん嘩か売ってる？」

「違うって。あんな世界で戦ってる奴やつだから、どんな精神してんだろうって思ったら、普通だったなって話」

「アタシが普通なら、アンタは異常ね」

「どうしてだよ？」

「【イマジネーター】なら、この状況で笑ったりできるはずないもの」

　冷たく言い放つミラピリカを見て、彩さいの顔から笑みが消える。ミラピリカの瞳ひとみが、酷ひどく冷酷な光を放っていたからだ。

「アンタは運がよかっただけ。このゲームは初心者に厳しいの。アンタが今生きてるのは、上位クラスのアタシと一緒にいるからなのよ。それを忘れないでほしいわ」

　その戒めるような言葉に、彩は黙って頷うなずく。

　自分は殺し合いをする気も、戦う気もない。それでもまだ見ぬ敵は、彩の命を狙ねらっているのかもしれない。

　だとすれば、今の自分は運が良かったと言う他ない。最善かどうかは、別として。

「ありがとな、転入生」

　感謝するべき、なのだろう。そう思ったら自然と口に出たのだが。

「ハ、ハァ!?　なんで感謝なのよ！」

　ばっ、と顔を跳ね上げ彩の顔を凝視するミラピリカ。瞳の光は元に戻っていた。

「だって、君が俺おれを守ってくれてるってことなんだろ？　だったら、俺は感謝しないと」

「んなっ、なっ……そ、そうね。そうそう、感謝しなさいよねっ！」

「うん、ありがとう」

「うっ……。さ、さっさと行くわよ」

　と、先に店内に入っていくミラピリカ。

　口調は素そっ気けなく、顔もよく見えなかったが、色の白いミラピリカの頬ほおは薄く桃色に染まっているように見えた。



「いらっしゃいませ、こちらでお召し上がりでしょうか？」

「ちょっと、コイツ何言ってんの？」

「店員さんを指差すな。えぇと、はい、店内で」

　先に店内に入っていったものの、注文するのももちろん初めてなミラピリカは、店員の前で困惑していた。

　店員も店員で、扱いに困ったような視線を彩へ向けてくる。

「いいか、転入生。まずはここで食べたいものを注文するんだ」

「アタシ達が席についてから、ウェイターが注文を聞きに来るのが普通でしょ」

「いや、レストランじゃねぇんだからさ」

「このアタシに、立ったまま注文しろって言うの？　無礼極まりなくない？」

「そういうルールなんだ」

「……うーん。仕方ないわね」

　仕方ないというか当然のことなのだが。一体どんな生活をしていれば、こう育つのだろうか。

「中学時代は来ようと思わなかったのか？」

「来られなかったの。独ひとりで来るのも、なんだし……」

「いや、別に友達とかと来れば」

「アタシに友達なんていると思う？」

　何な故ぜか偉そうに、ミラピリカは胸を張る。

「いや、その、なんか、すまん……」

「ふんっ、分かればいいのよ」

　確かに、同性からすれば高飛車な美人というのは接しにくいところがあるのだろう。いや、異性である彩さいも充分に扱いに困ってはいるが……。

「それで、この、フィッシュバーガーっていうのは何？」

　メニューを指差し、首を傾かしげるミラピリカ。

「えーと、それはな――――」

　結局、注文を決めるのに五分近くかかってしまった。

「お前な、他の客もいるんだから」

「う、うっさいわね！　何であんなにメニューあるのよ！　全部同じに見えるし！　しかもこのトレイもアタシが持つって何よここのシステム!?」

「それが普通なんだよここでは」

「日本は終わりね……」

　愚痴を溢こぼすミラピリカと共に、階段を上がる。

「三階からは喫煙席だから、ここら辺に座ろう」

　二階に着いたところで丁度向かい合って座れるテーブル席があったので、そこに腰を下ろす彩。

「え、狭いわね。それに、テーブルクロスは？」

「……ないよ」

　たかがファーストフード店にあるわけがない。価値観の違いもここまで来るとツッコミに困るレベルだ、と彩が思っていると。

「ちょ、椅い子す硬いんだけど。お尻しり痛い……」

「…………はぁ」

「ちょっ！　何の溜ため息いきよ！」

「いや、別に。というか、どういう生活を送ったらそんな反応をとれるようになるんだ」

「別に、普通よ。リムジンで送り迎えされたりとかしたら、こんなとこ来られないでしょうが」

「な、なるほど……」

　正真正銘、お嬢様らしい。

「とは言っても、それも今日から無しにしてもらったんだけどね」

「そういえば、変な時期の転入だったもんな」

「まぁ、【イマジネーター】として動くには、アタシの家は不便すぎたのよ」

　そこに居ない何かを見るようなミラピリカの視線。

　彩さいはコーラで喉のどを潤し、ポテトを少しつまんでから、気を取り直すように、言った。

「転入生、真面目まじめな話、訊ききたいことが沢山あるんだ」

「うん、嫌よ」

　ミラピリカは目の前のフィッシュバーガーに目を輝かせながら即答した。

「いや、まだ何も言ってないだろう……」

「何でアンタにスリーサイズ教えなきゃならないのよ変態」

　…………。

「えーと、転入生は何で俺おれがお前のスリーサイズを知りたがってると思うんだ？」

「だってさっきから胸ばっかり見てたし」

「……見てないよ」

　語調が若干弱くなってしまったのは、後ろめたさからか。見ていないと言えば嘘うそになってしまうが、そこまで釘くぎ付づけになっていたわけでもない、と自分では思う。

「それに、男がアタシに訊くのって『携帯番号』と『いつ暇か』と『恋人の有無』と『スリーサイズ』くらいでしょ。はむっ、あ、美お味いしい。それとも何？　携帯番号でも知りたかった？　まぁ連絡手段くらいは持っていたほうがいいものね」

　次いで口に含んだポテトに舌鼓を打ちながら、ケロっとした表情でミラピリカは言う。

　彩はこめかみを押さえながら、あくまで冷静に対処。

「確かに番号は必要になるかもしれないけど、俺が訊きたいのはそういったことじゃないんだ」

「彼氏はいないわ。アタシに見合う男がいないからね。暇もないわ。アタシはさっさとこのゲームをクリアして、願いを叶えなければいけないんだから」

　ピタっと、彩の動きが止まる。

「願いを、叶える？」

　思わず訊きき返してしまう。聞き間違いでないことは分かっていたのに。

「何よ、アタシ変なこと言った？　……あー、そっか。何も知らないんだものね」

「……その、願いを叶かなえるって」

「うーん。そうねー、アンタどこまで知ってるの？」

　そう言って、ミラピリカはストローからお茶を飲む。その仕草はどことなく気品に満ちていて、育ちの良さを確認できるものだった。

「正直、まったく知らない」

「なるほどね。《反転世界》に来たのは今日が初めて？」

「えぇと、その《反転世界》ってやつが、さっきの白い世界のことを言うなら、今朝が初めてだよ」

「じゃあメールも見てないのね」

　だからか、ふーん。と、少女は納得したような顔をする。彩さいにはわけがわからなかった。

「どういうことだ？　あの、詳しく教えてほしいんだけど」

「えぇ、そのつもりよ」
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      　小一時間経たってようやく、対象二名が店内から出てきた。

　私は携帯を取り出し、作戦開始の旨をメールであの人に知らせる。

「諸もろ橋はし君、行くよ」

　隣にいる金髪の男に声を掛ける。同じ学校の生徒とは思われたくない、学校の品位自体を下げるような生徒だ。

「んー？　ようやく任務開始な感じかな？」

　立っていた私と違い、彼は花壇に腰掛けていた。立ち上がり制服の埃ほこりを払うと、自然な動作でさり気なく肩に手を回してこようとするが、私はその手を払って、彼を睨にらみつける。

「あのさ、遊びじゃないんだよ。あの人からの命令なの。ふざけないで」

　私が嫌悪を露あらわにしても、彼は飄ひよう々ひようと笑うばかり。気に入らない。

「遊びじゃないって言うけどさ。これはゲームなんだから、遊びの延長っしょ」

「殺し合いのゲームは、遊びじゃないよ」

「殺し合いって言ってもさ、死ぬのは《反転世界》でだし、実際死ぬ人間なんてそんないねぇじゃん？　遊びだよ遊び」

「実際死ぬ人間が少なかろうと、人生を賭かけてることに違いはない。それを遊びだって言うなら、まず君から【退場ロスト】させるよ？」

　殺気を込めて言っても、彼の態度に変化は無い。面倒な相手だ。

「つってもねー……。俺おれらの任務って、『氷の女王』もとい《漆黒鋭剣ダークネス・ハートレス》を【退場】させることだったじゃん？　それをさ、いきなり転入生を消せってのはさー。気に入らないっつーか、何様っつーかさ」

「そうだね。でも、あの人の命令なんだから、しっかり遂行しないと」

「俺はライネちゃんみたいに、そんな従順になれねぇの」

「愚痴ばっかりの男の子は嫌いだな」

「……うっせーな、殺せばいいんだろあいつらを。わかったよぶっ殺してやるよ、うざってぇ」

　思考が短絡的、何でこんな奴やつが私より高位なのかすごい不思議。

「そうだね。《金色反鏡ダーテイー・ゴールド》はＡ―２だから細心の注意を払ってね。私も、《征白侵色ホワイト・ワイト》を無力化したら、すぐに手伝いに行くから」

「無力化だぁ？　転入生は【退場】させんのに、真ま白しろは倒すだけってか？」

　珍しく諸橋と意見が一致する。すごい不愉快なことだけれど、私だって真白彩さいは【退場】させるべきだと思う。出過ぎたことだと知りながら、あの人にもそう進言した。けれど……。

「彼には利用価値があるらしいの。あの人が決めたなら、私達はそれに従うだけ」

「利用価値って。俺みたいに従わせるつもりか？　だったら転入生の方がよっぽど」

「あのさ。服従ってのは上下関係がはっきりしてないと成り立たないんだよ。《金色反鏡ダーテイー・ゴールド》はあの人と同じクラス。軍門に下ることは万に一つもないんだ。だから、消すしかない」

「だからって、Ｆクラスの優やさ男おとこってのもねぇだろうが」

　憎々しげに呟つぶやく諸もろ橋はし。普段から感情の起伏が激しく面倒くさい奴やつだけど、何やら感情のこもり方が違う気がする。

「何？　真ま白しろ彩さいと知り合いなの？」

　同じ学校なのだし、別に不思議ではない。私だって一応少しくらいなら知ってる。特に目立つほどでもないけど、陰に隠れるほどでもない。何か、わざと大人しくしてるみたいな、そんな印象の男子生徒だったはずだ。

「あいつさ、なんかむかつくんだよな」

　えらく抽象的な表現だ。頭が空っぽだと、心情表現も稚ち拙せつでいけない。

「この前横よこ浜はま行くとき電車同じだったんだけどよ、あいつ、ババアに席譲ってたんだわ」

「いいことじゃない」

　少なくとも、むかつくことではないはずだ。

「それだけじゃねぇんだよ。学校でも困ってる奴がいたら助けてやがるし、この前なんて、俺おれがタバコ吸ってるの見て偉そうに説教垂れやがったんだ。しかもむかつくのは説教の内容だ。『かっこ悪いから止やめとけよ』だとよ。ざけんなくそったれ」

　いや、それ悪いの君だし。むしろその話聞いたら私は真白彩の味方になりたくなったよ。倒すけどさ。

「だけどよ、あいつも【イマジネーター】になったってことは、他人を踏み台にしてでも叶かなえたい願いがあるってことだろ？」

「――あぁ、確かに。じゃあ彼のやってることは、偽善？」

「俺は偽善者が嫌いなんだ」

　それでも、君よりかは随分マシだけどね。

　私は心の中でだけそう呟いて、慌てて前を見る。

「やっば、対象見失った」

　そう言っても、頭空っぽの馬ば鹿かは、へらへら笑うだけだった。

「別に、俺らにはいい方法があんだろが――【反転】“〝表→から裏へ”〟」

　瞬間、世界が白に包まれる。

　瞬間、世界から人が消える。

【イマジネーター】だけの世界が訪れ、殺し合いが始まるのだ。

「勝手なこと、しないでよ」

「いいじゃねーか、どうせ同じことだろ」

　数十メートル先に人影。思ったより離れていなかったようだ。

「まぁいいや。行くよ《灰煙廃人バースト・ゴースト》」

「了解だ――《禁捉時攻スラツシユ・ラツシユ》ちゃん」

　私は《風》を、彼は《爆発》を。

　――それぞれ想像した。



　　　　■◇◆□



「願いが叶うゲーム、か」

　店を出て、隣を歩くミラピリカが、軽い口調で彩さいに大まかな説明を始める。開口一番に言ったのが、「このゲームは願いが叶うゲームよ」である。

「そう。よくある話でしょ？　『どんな願いでも叶う』みたいなやつ。このゲームはそれが現実になったって感じ。そのために、同じく願いのために《反転世界》に来る奴やつを殺すの」

《反転世界》に飛ばされたということは、彩にも願いがあると判断されたのだろうか。

　彩は胸中で、自分にもどうしても叶かなえたい願いがあることを確認する。

　だがそれは、誰だれにも言ったことがないものだ。それを、誰がどうやって察知したというのだろうか。気にはなったが、口にはしない。話を脱線させたくなかった。

「殺すって言っても、殴り合いとかじゃないんだろ」

　今朝を思い出す。公園で戦闘をしていたミラピリカと魅み影かげ鬽み黒くろ。ミラピリカは雷電を、魅影鬽黒は影を操っていた。

「そうね。自らの色に形を与えて、それで戦うのよ」

「色？　形？」

「うーん……。あっ、そうだ。アンタ携帯出しなさい。メールメール」

　ミラピリカに急せかされ、わけも分からないままに携帯電話を取り出す。スマートフォンの画面には、メールアイコンに受信を知らせる『２』という数が表示されていた。

「メールが来てるな」

「開くのよ、馬ば鹿かね」

　言われたとおりにアイコンをタッチ。受信ボックスには二通のメールが来ていた。片方は玉たま求きからのメール。タイトルが『明日は』なのでさっき送ってきたのだろう。後で読むことにして、もう一通を見る。

「なんだ…………これ」

　見覚えのないメールアドレス。タイトルは『"Over Image"ユーザー登録完了』。

「あ、それそれ。読みなさい」

　横から画面を覗のぞき込んできたミラピリカが言う。彩は若干戸惑いながらも、そのメールを開いた。



　真ま白しろ　彩さい　様

　"Over Image"のユーザー登録が完了いたしましたのでお知らせします。

　今この瞬間より、あなた様は【イマジネーター】となります。

　下記に登録内容を記しますので、大切に保管してください。

　イメージＩＤ

　《征白侵色ホワイト・ワイト》

　ログインパスワード

　#ffffff

　バースカラー

　【whiteホワイト】

　※このゲームは辞退不可ですのでお気をつけください。

　※【イマジネーター】以外にゲーム内容を口外すると、ゲームオーバーとなります。

　※詳しいルール等は下記ＵＲＬより確認できます。

　×××.――――――――――――――――――――。



「なんだ、これ」

　先ほどと同じ言葉を、もう一度呟つぶやく。

　メールは、ネットゲームのユーザー登録そのものだった。

　だが、彩を驚かせたのは、そこではない。

「じ、辞退不可って、どういうことだ？」

「言葉通りの意味よ。付け加えるなら、戦いなさいってこと」

　彩とは対照的に、ミラピリカは平静そのもの。

「戦うって、ただ勝敗を決めるだけじゃないんだろ」

　願いを叶かなえるというゲームだ。そんな生ぬるいものなはずがない。

「そうね。極端に言えば殺し合い、かしら。正確にはそうも言いきれないんだけど」

「人を殺して、願いを叶えるって、そんなの……」

「間違ってる？　違うわよ。こんなゲームに縋すがらなくちゃ願いも叶わないこの世界こそが、間違ってるんでしょうが」

　憎々しげに呟くミラピリカ。

　ミラピリカがどんな願いを抱えているかは分からない。だが少なくとも彼女は、願いの成就のために戦うことに抵抗がないようだ。

　しかし、彩は違う。そう簡単には割り切れない。

「そこを詳しく説明してくれ。人を殺さなくちゃいけないって言うなら、俺おれは――」

「どうするの？　どうせ辞退はできないのに。他の奴やつの願いのために、代わりに死ぬってこと？」

　冷たく言い放たれた言葉に、彩さいは上う手まく言い返せない。

「そうじゃない……だけど」

　そんな彩を見て、ミラピリカは小さく溜ため息いきを吐いた。

「そうね。最初から受け入れられる方がおかしいわよね。じゃあ、こういう考え方はどうかしら？」

　人差し指を立て「よく聞いて」とミラピリカは前置きする。

「百人と百一人のグループがあったとして、どちらか片方の命だけ救えるとしたら？　アンタが選んだ方は助かって、選ばなかった方は絶対死ぬとしたら、アンタはどっちを選ぶの？」

「なんだよ、その質問」

「答えなさいよ」

　ミラピリカの有無を言わせない物言いに戸惑いながら、彩はどうにか答える。

「選びたくなんかないけど、究極の二択だとしたら、百一人の方だ」

　誰だれだってそうだろう。命の重さは平等だ。だからこそ尊重するべきだが、そういうときこそ、優先するのは数だ。

「そうよね。じゃあ、百人の方にアンタの大事な人が居たら？」

「そ、それは……」

「数は変わっていないのに、アンタは悩むでしょう？　いや、アンタ的には百人の方を救いたくなったはずよ。命の重さは平等じゃないわ。自分にとって大切な者は重くて、無関係な他人の命は軽い。そういうものよ」

「でも、それは、間違ってる」

「じゃあアンタは、自分にとって大事な人を、アホみたいな理想論掲げて見殺しにするのね？」

　ミラピリカの言っている事が、感情として正しいのは分かる。だが、彩はそれを認められなかった。

「理想論を掲げるのは、悪いことじゃ、ないだろう……」

「大事なのは『どうするのが正しいか』じゃなくて『どうしたいか』よ。理想論も正論も正義も要らないわ。誰かを犠牲にしなきゃ願いが叶わない。どう足あ掻がいても逃げ出すことはできない。そうなった時考えなくちゃいけないのは、アンタ自身がどうしたいか、それだけなの。難しいことを考える必要は、ないわ」

　ミラピリカは断言する。

　本当に、そうなのだろうか。

　叶かなえたい願いがあるかと問われれば、彩さいはあると即答する。

　だがそのために人を殺せるかと問われても、答えることはできない。

　それでも、彩以外の参加者とやらは、その覚悟ができているのだろう。自分の願いのために彩を殺そうとするのだろう。そんな時、自分はどうするべきなのか。

「悩むのはいいけど、答えは出しなさいよ」

「わかってるよ……。わかってるさ」

「といっても、殺した相手が死ぬとは限らないんだけどね」

「……は？　どういうことだよ、それ」

　矛盾したミラピリカの言葉に、彩は思わず声を上げてしまう。

「これはゲームだからね。相手を殺すってのはあくまでゲームオーバーさせるって意味しか持たないのよ。アンタに分かるように言えば、白い世界で人を殺すゲームだけど、向こうで死んだ人間はこっちの世界では死なない」

　聞いた瞬間、彩は脱力した。

「なんだよ、それ……。だったら、これは殺し合いじゃないだろ」

「ゲームだけど、遊びじゃないのよ。だからアタシ達がしてるのは正真正銘殺し合い。痛いし、苦しいものなの。それに、ペナルティだってある」

「ペナルティ？」

「ま、それはまた後でね。先に説明しなくちゃいけないことが沢山あるわ」

　この話題は一いつ旦たん終わり。そう言ってミラピリカが仕切り直すように息を吐いた。

　彩はもう一度携帯の画面を眺める。

「"Over Image"……これがゲームの名前か」

「想像を超える。まぁよくできてるっちゃよくできてる名前なのよね。このゲームに想像って必要不可欠なものだし」

「そう、なのか？」

「すごい簡単に言うと、《反転世界》では、自分の想像が具現化するのよ」

「想像を……具現化？」

「そう。それこそ本当の『自分の力』だからね。年齢も学歴も武力も権力も関係ない。純粋な自分自身の能力」

　ミラピリカの言葉に、彩は納得した。

　確かに、世界で生きていくには様々な能力が必要だ。それぞれ方向性に違いはあれども、

努力で覆せないものが多く、生まれた瞬間に個々の限界値が決まっている場合が多い。

　ただ、これが想像力による――この世界で必要な力全すべてが通用しない、純粋な想おもいの強さだけの戦いなら。

　それはある意味、この世界よりも平等なのではないか。

「でも、想像の具現化って言っても大おお雑ざつ把ぱすぎでしょ？　だから色を与えられるの。自分に与えられた色に、自分で『形』を与える。アタシだったら《雷電》、魅み影かげ鬽み黒くろだったら《影》ってね」

「形って、なんでもいいのか？」

「うーん。なるべく想像しやすい方がいいわ。これって、一度決めると変更できないのよ。昔、色に《神》って意味を込めてた【イマジネーター】がいたけど、神って具体的に何？　って感じじゃない？　自分が戦うのに役立って、それでいて想像しやすいものにするのを勧めるわ」

「形が無くても、いいのかな。神じゃないけどさ」

「うーん。《雨》とか《雪》《風》とかなら明確な形がなくても想像できるでしょ？　戦いにも応用できそうだし。そういえば、【midnightミツドナイト blueブルー】に《夜》ってイメージを込めてた奴やつがいたわ。直接戦ったことは無いけど、Ａクラスだったわね」

「夜って……漠然としすぎだろ」

「知らないわよ。アタシじゃないんだし。まぁ形は歩きながら決めるもんでもないし、しっかり家で考えなさい」

「あ、あぁ、そうだな」

　一度決めたら変えられないなら、慎重に決めねばならないだろう。

　彩さいは思考の片隅に、一度置いておく。

　殺しに使用しないまでも、生き延びるためには使うかもしれない力だ。安易に決めるわけにはいかない。

「それじゃあ、ゲームのクリア条件は？」

「うーん。そうね、それを説明するには、まず他のルールをいくつか説明しなくちゃいけないんだけど、いい？」

「あぁ、頼む」

「今言ったばかりだけど、アタシ達【イマジネーター】は、参加時に、一色の色を与えられるのよ。アタシなら【antiqueアンテイツク goldゴールド】、魅影鬽黒なら【blackブラツク】みたいにね。それで、このゲームで使われる色の種類は洋色っていって、全二百八十五色なの」

「洋色、か。聞いたことないな」

「アタシも少しだけ調べてみたけど、他にも原色百四十色とか和色四百六十五色とか色々種類はあるみたいね。なんでこのゲームに洋色なのかは分からないけど、まぁ都合が良かったんじゃない？」

「都合？」

「製作者側の、都合」

　それだけ言って、ミラピリカは話を続ける。

「【イマジネーター】は一色につき一人。んで、【イマジネーター】はそれぞれクラス分けされてるのよ」

　そういえば、ミラピリカは自身をＡクラスだと言っていた。

「ＡからＦまで。更にアルファベットごとに三階級あるから、十八階層になってるわ。アンタは【イマジネーター】になったばかりだから、Ｆ―３クラス。願いを叶かなえるには、Ａ―１まで上り詰めなくちゃいけないの。これが結構めんどうでね、ただ他人を殺せば上がるってものじゃないのよね」

「どういう基準なんだ？」

「これは相対評価なのよ。つまり、ゲーム側が二百八十五人の強さを計測して、その中で自分が今どこにいるかをゲーム側が設定するの。それがクラス。それで、Ａ―１がクリア条件のくせに、Ａ―１になれるのは上位七名。わかる？　つまり二百八十五人の中で七番目までに入らないと、結局願いは叶わないの」

「転入生は、どれくらいなんだ？」

「アタシは、Ａ―２十名中六位よ」

　それは相対的に見ると、二百八十五人中の十三位ということになる。

　そんな人間と、自分は共に行動しているのか。

「魅み影かげ先輩は？」

　そう訊きくと、ミラピリカはつまらなそうに答える。

「…………Ａ―２内で、二位よ」

　相対的な順位は九位。一ひと桁けたナンバーだ。彩さいは今朝、十三位と九位の戦いに立ち会ったということになる。

「で、俺おれは最下位か」

「そうね」

「ゲームの範囲は？　純白の……いや、《反転世界》とやらはどの範囲まであるんだ？」

　まさか日本中ということもあるまい。日本全国で二百八十五人では、ゲームが成立しない。

「横よこ浜はま市内だけよ。《反転世界》も、行けばわかるけど、市の境から向こうは空白になってるわ」

「市内？」

「えぇ。製作者の意図はわからないけど、一から創つくるより現実に存在する区切りを使用したほうが楽だったんじゃない？　実際、《反転世界》も横浜十八区で区切られてるしね」

　今歩いているのが、伊い勢せ佐ざ木き町ちようなので中なか区く。彩が住んでいるのは南みなみ区く。自分の住んでいる市内で、これから自分は戦わなくてはならないのか。

　実際に相手が死ぬわけではないと分かったが、それでも、できるだろうか。

「じゃあ転入生は、クラスを上げるために、魅み影かげ先輩と戦ったのか？」

「同じクラスの人間を倒しても、クラス内の順位が上がるだけでしょ。それじゃ意味ないじゃない」

「じゃあ、なんで」

　ミラピリカは数秒悩んだような仕草を見せたあと、「それはね」と口を開く。

「負けたのよ。あいつに」

「魅影先輩に？」

「そう。【イマジネーター】同士の勝敗の決着は生死で決めるはずなのに、あいつはアタシを生かした。理由は『殺す必要がない』だって」

「それが悔しかったってことか？」

「まぁね。更に言うと、あいつに負けたのは二ヶ月前。その時あいつはＣ―３で、アタシはＡ―２一位だった。もう少しで願いが叶うところだったの。それを、楽に勝てると思った幼女に負けたのよ。おかげで降格。最悪だわ」

「待てよ。Ｃクラスと戦う意味なんてないじゃないか。魅影先輩の方から戦いをしかけてきたわけでもないんだろう？」

「イラっときたのよ」

「は、はぁ？」

　それだけの理由で、人を殺そうとするのか。彩さいには理解できなかった。

「アタシが敵を倒した場面を見て、興味なさげに立ち去ろうとするんだもの！　少し懲らしめてやろうかな、って思うじゃない？」

「思う、か？　というか、負けたのが悔しくて、今朝は再戦を申し込んだってことか」

「まぁね」

　殺そうとしたわけではないのか。それにしても普通ではないが。

　安心と共に彩が苦笑いを浮かべたその時だった。



　――世界から、色が消えた。



　カラオケ店も自転車屋もコンビニも。

　地面も木々も空も太陽も。

　白に塗りつぶされた世界。

　無人で無機質な世界。

「……言っておくけど、アタシじゃないわよ。誰だれかが【反転】すると、半径三百メートル圏内の【イマジネーター】を巻き込んで《反転世界》に飛ばすの」

　だから今朝、彩さいは《反転世界》に飛ばされたのか。ミラピリカの【反転】に巻き込まれて。

「あれね。多分あいつら」

　ミラピリカが振り向いて、少し遠くを指差す。

　二十メートルほど先、スーパーの前に、二人の男女の姿があった。徐々に大きくなる人影。

　それは、同じ高校の制服を着た生徒だった。

　突如現れた敵に、ミラピリカは焦りもしない。強者の余裕ということか。

「なぁ、転入生」

「人が死ぬのを見たくない、なんて言わないでね？　アタシは魅み影かげ鬽み黒くろと違って、アンタの言葉でも止まらない」

　先手を打つようなミラピリカの言葉に、彩は言い返せない。黙る彩を見て微かすかに微笑ほほえみながら、ミラピリカは小さく口を開いた。

「そういう甘さ、捨てたほうがいいわよ――【antiqueアンテイツク goldゴールド】オーバーイメージ」

　刹せつ那な、詠唱と共にミラピリカの周囲で放電が始まる。くすんだ金色の電流。

「アタシが誰だれだかわかってて、戦おうっての？」

　眼前で歩みを止めた二人の生徒。

　一人は、髪を金色に染めた男子。ブレザーのボタンは開け、中に黒いシャツを着ている。

　一人は、肩までの茶髪をカールさせている女子。どことなく、玉たま求きに似ていた。

「そうだよ《金色反鏡ダーテイー・ゴールド》、君を【退場ロスト】させに来たんだ」

「ご苦労様、今すぐ謝るって言うなら逃がしてあげるけど？」

　相手の言葉に、挑発で返すミラピリカ。

　少女の表情が歪ゆがみ、隣の男子生徒が笑う。

「いいねぇ転入生、気に入った」

「アタシはアンタみたいな奴やつ願い下げだけどね」

「そう言うなよ。わざわざ、お前のために放課後を空けたんだからさ――【battleshipバトルシツプ grayグレイ】オーバーイメージ」

　次いで、少女も詠唱。

「私達は任務を果たすだけだよ――【summerサマー showerシヤワー】オーバーイメージ」

　ミラピリカと違い、詠唱後も、二人に変化はない。

「行くぜ？　《金色反鏡》」

「アタシをＩＤで呼ぶな――支配された軌道オービテアリー・トラフイカー！」

　ミラピリカの周囲で放電していた雷電は、標的を金髪の男子生徒に定め向かった。

「――爆はぜろ」

　と、相手の男が小さく口を開く。

　迸ほとばしる雷電をかき消すように、爆発が引き起こった。

　彩さいとミラピリカ、相手側との中間地点で、灰色の爆発が。

　その場は一瞬で煙で埋め尽くされ、突風が彩たちを打ちのめした。呼吸もできない。目も開けられない。彩は咄とつ嗟さにミラピリカに覆おおいかぶさり、衝撃に対し声にならない叫び声を上げながら耐えた。

　しばらくして、視界が回復する程度まで煙が薄くなる。

「ちょ、ちょっと、どきなさいよっ！」

　咄嗟の行動だったため、地面にミラピリカを押し倒す形になってしまった。

　キメ細やかな綺き麗れいな肌、整いすぎた顔が、ジト目で彩を睨にらんでいた。頬ほおが染まっているように見えるのは気のせいだろうか。

「あ、悪いっ……」

　飛び跳ねるようにミラピリカから離れ、立ち上がる。

　手を差し伸べると、一瞬躊躇ためらった後、ミラピリカはそれを掴つかんで立ち上がった。

「よ、よかったわね」

　ミラピリカが制服の汚れを払いながら言う。耳まで赤い。

「何がだ？」

「助けるって名目でアタシの胸を揉もんでたりしたら、アンタ死んでたわよっ！」

「……それは、本当によかったよ」

　緊張感のかけらもない。それは実力の裏返しなのだろうか、それとも高慢さゆえなのか。

　ミラピリカが、目を細めて彩に言った。

「叶かなえたい願いがあるなら、迷わないでね」

　どういう意味だ？　そう訊きく前に、ミラピリカは視線を彩から外した。

「……諸もろ橋はし君さ、いきなり爆発はないと思うな。私も吹っ飛ばされちゃったんだけど」

　晴れた煙から、敵である二人が現れる。

「仕方ねぇだろ。それが俺おれの想像なんだからよ」

「だからって、あの出力はないよね。もっと抑えるとかできないのかな」

　少女の制服は、彩やミラピリカ同様灰色に煤すすけている。

　だが、爆発を引き起こした男子生徒本人には、汚れ一つ無い。

「うるせぇな。ライネちゃんへの遠慮なんて、任務内容にねぇっつの」

「そういうのを屁へ理り屈くつって言うんだよね」

　早くも仲違いを起こしているようだが、彩はそんな二人を見て違和感を覚える。

「なぁ転入生。【イマジネーター】が徒党を組むのって、よくあることなのか」

「徒党というか、【イマジネーター】達が作り出した組織があるわ。三つね。でも、この二人は多分そうじゃない」

　ふと男子生徒と目が合う。確か、諸もろ橋はしとか言ったか……。

「うん、私達はある人の命令でここに来てるだけ」

　少女も同じ学校であることはわかるのだが、名前が思い出せない。

「まぁともかくだ。俺おれは《金色反鏡ダーテイー・ゴールド》を【退場ロスト】させに来た、それだけだ」

「あっそ。灰色の爆発って、アンタ《灰煙廃人バースト・ゴースト》でしょ？　Ａ―３クラス十三人の中ですら十二位のアンタが、どうやってＡ―２のアタシに勝つのよ？」

　ミラピリカの絶対の自信。それに対し諸橋も不気味に笑う。

「殺し合いは、クラスでやるもんじゃねぇ、想像でやるもんだろ？」

「想像力の差が実力差。そしてそのままクラスの差よ」

「爆はぜろ！」

　ミラピリカのいた地面が爆発する。地面が抉えぐれ、コンクリートが宙を舞う。

「転入生！」

「君の相手は、私だよ？」

　気付けば、空色の弾丸が彩さいに迫っていた。

「んなっっ!?」

　避けようにも既に遅く、腹部に着弾。激痛と共に、彩は膝ひざから崩れ落ちる。手を当てると、ぬめりと共に手が赤く染まり、止まらない血は腹部から流れ落ち地面へと垂れる。

「《風》という現象を避けられる人間はいないよね。現象が実弾になったとしても、それを避けられる人間はいないんだよ」

　説明口調で言う少女。その手には、空色を更に薄めたような色の銃が握られていた。

「ごめんね。痛いだろうけど我慢してね」

　体中から汗が流れる。生まれてきて一度も感じたことのない激痛に、声も出ない。

　少女は近づきもせず、仮に彩が立ち上がり飛びつこうにも届かない絶妙な距離感で話しかけてくるのだ。

「ゲームオーバー、まぁこのゲームでは【退場】って言うんだけどさ。そこまでさせるつもりはないんだ。安心していいよ？」

　そう言ってから、再び引き金を引く。

　連続して二回、弾はどちらも彩に着弾した。右の太ももと、腹を庇かばっていた右腕。

「…………っっ!?」

　何の躊躇ためらいもなく、何の感情も込めず、少女は引き金を引く。無表情に、無情に。

　飛び散る血、流れる血。奔はしる激痛、遠のく意識。

「叫び声を上げないなんて凄すごいね。威力は本物の銃と変わらないと思うんだけど」

　感心するように言う少女だが、その顔に表情は無い。

「なんで……」

「なんでって、何が？　なんで君を殺さないのか？　それとも、なんで平気な顔で人を撃てるのか？」

　少しだけ、少女が口こう角かくを上げて笑う。だが、目が笑っていない。彩さいを見ているようで、彩を見ていない。

「どちらにしても、答えるのは難しいね」

　ふふっ。感情の込もっていない、乾いた笑い声を上げる少女。

　彩の視界が霞かすむ。意識が飛びそうになる。それを気力でどうにか堪こらえながら、彩は少女に問いかける。

「お前は……、こんなことをしてまで願いを叶かなえたいのか」

「叶えたいよ」

　少女が即答する。迷いなど一切感じられないはっきりとした物言い。

「だってこれ、犯罪じゃないよ？　ゲームを裁くことなんて誰だれにもできないんだからさ」

　彼女の中では、この戦いは完全に『ゲーム』らしい。だから人を撃てて、だから人殺しも苦ではないのだろう。ゲーム内の敵を排除することに心を痛めるプレイヤーがいないように。

「……狂ってる」

　少女の表情が変わる。それは、驚き未満でありながら、予想外の答えを聞いたような顔だった。

「そう思うのは、君の願いがその程度だってことだよ」

「違う！」

　決して、そんなことはない。

　それは、二ヶ月前のことだった。

　彩の周囲の人間が、ことごとく不幸に見舞われたのだ。

　家に帰ると、妹がリビングに倒れていた。救急車を呼んだが、その後原因不明の植物状態が続いている。

　足の速い幼おさな馴な染じみがいた。一緒に出かけていた帰りに、トラックに轢ひかれそうになっていた小さな女の子を助け、二度と走れない体になった。

　絵の上う手まい幼馴染がいた。ある日、親友だったはずの美術部員に押されて階段から落ち、利き手を骨折してしまった。それ以来、彼女が家から出てくることはなかった。

　母は幼少時に死んでいるから不幸も何もなく、外国に出張している父にも何もなかったようだ。

　だが、何かがおかしい。

　妹の健康には気を遣っていたし、トラックは歩行者天国にもかかわらず飛び込んできたし、階段で押した犯人は何も話さない。

　訪れた不幸。

　そのどれもが、偶然にしては悪質すぎるのだ。

　だから、だからもし。

　どんな願いでも叶うのならば。

　彩さいはそれらの『不幸』を、なかったことにしてほしい。

　大切な人が不幸になったという事実そのものを、この世から消してほしい。

　でもそれは、他人を殺してでも叶かなえたい願いではない。たとえ現実では死ななくとも、彩の目の前にいるのは生身の人間だ。それを殺すなんて、できない。

「もし人を殺すことに抵抗を覚えているなら、それは君の甘えだよ。願いは叶えたい、でもそのために殺人なんてできない。けど平気さ。一回殺せば、慣れるよ」

「慣れてたまるかよ、そんなもん」

　少し遠くから、雷鳴が轟とどろくような音が聞こえる。

「そうかな、何事も慣れだと思うよ？　スポーツも勉強も人付き合いも、人殺しも」

　ミラピリカの言葉を思いだす。

　――叶えたい願いがあるなら、迷わないでね。

　彩には叶えたい願いが、確かにある。だが、それでも。

「お前がゲームを受け入れるなら、俺おれはゲームを否定してやる」

　彩は立ち上がる。体を灼やくような痛みが全身を駆け巡るが、それを無視して、立ち上がる。

「……立つんだ？　その傷で」

　感情の込もっていない声。口調は軽妙なものなのに、気安さを感じない。

「願うのは悪いことか？　叶わない願いを抱くことは、罪か？」

「さぁ？」

「努力とか、富とか、権力とかで変えられない『現在』を変えたいと思うのは、ダメなことかな？」

「いいんじゃない？　自分を取り巻く世界が間違いだと思うなら、それを変えようと望めばいい。君がゲームをクリアしたとき、それは現実になるんだから」

　そう、彩は現実を変えたい。

　自分の大切な人間が不幸に見舞われている現在を、無かったことにしてしまいたい。

　だが、その為ために殺人が必要だというのなら。

「願いに人殺しが必要？　はっ、ふざけるな」

　このゲームから降りることができないなら。

　殺さなければ殺されてしまう世界なら。

「そんなもの、くそくらえだ」
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　轟ごう音おんが鳴り響き、爆煙が立ち込める。

「うぜぇぞ、《金色反鏡ダーテイー・ゴールド》！」

「口ほどにもないって、こういう時に使うのかしら？」

　煙が徐々に晴れていく。

　鮮明になった視界に映ったのは、無様に地面に倒れる金髪男。その唇はきつく噛かみ締められていて、口元からは血が出ていた。余程悔しいのだろうか。

　アタシの電撃は指先からしか発せられないものではない。やろうと思えば上下左右どこからだって、雷のように空から降らすことだってできる。

　アタシは、最初の攻撃だけで見切った気になったこの男に、雷を落としただけだ。

「ふざ、けんな……！」

「……支配された軌道オービテアリー・トラフイカー」

　念のため、もう一度雷電を放つ。

　標的に向けた人差し指からくすんだ金色の電流が発生し、曲線を描きながら相手に直撃した。

　妙なうめき声を上げながら悶もん絶ぜつする男。

「――【幻現境界シール・コンダクト】」

　アタシは雷電を帯びた剣を想像。次の瞬間には、アタシの右手に想像通りのものが握られる。

　男に近づき、その首筋に切っ先を当てた。

　アタシは迷わない。邪魔をする人間は全員敵で、全員倒すべきだ。情けなんて、正義なんて、くだらない。

　人の命は平等じゃない。アタシの人生に関係ない命なんて、いくら犠牲になったって。

　――でも、それは、間違ってる。

　あの男の言葉が、唐突に浮かぶ。

　願いがあるくせに、戦うことを拒んで。他人を犠牲にすることを厭いとう。

「……正しくないってことは、分かってるのよ」

　それでも、こうでもしないとアタシの願いは叶わないから――。

「油断してんじゃねぇぞ、転入生」

　ふと、足元から声がした。

　アタシは、馬ば鹿かだ。

　戦いの中で、何を迷って――。

「爆はぜろ」
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「何言ってるの？　君」

　私は驚いていた。そう、驚いていたのだ。

　目の前の少年、って言っても同学年なんだけど、様子がおかしい。

　このゲームの参加者は『強い願いのある人間』からランダムに選出される。だから、本当に彼が【イマジネーター】になったばかりなら、戸惑って然しかるべきだ。

　この世界の仕組みにも、殺人にも、戦いにも。戸惑って狼ろう狽ばいして迷って然るべきなのだ。

　私がそうだったように、他の【イマジネーター】がそうであるように。

　彼にはそれがない。それがないのは、普通の高校生として、いや人間としておかしい。もし、あの人が彼を選んだ理由がこれに起因するなら、私は看過できない。

「俺おれは、人を殺さない」

　彼が立ち上がる。激痛に顔を歪ゆがめながら、傷から大量の血を流し、苦しみに汗を流し、それでも目が死んでない。私を怖おそれてない。

「実際には死なないよ。まぁ、それに見合うペナルティは負うけどさ」

　だけど、それは私が気にすることではない。他人が不幸になろうが、関係ない。だって私は、自分が幸せになりたいだけなんだから。

「そういうんじゃないんだよ。理由付けて、自分の間違いを正当化するなよ」

　彼の瞳ひとみからハイライトが消える。

　全すべてを覚悟したような、全てを経験したような、そんな瞳。

「……じゃあ、どうすればいいって言うのかな」

　自分だけ逃げようとしても、無駄だ。だってこのゲームは辞退不可なんだから。それに、いくら私が否定しても、他の人間は戦おうとする。この世界で人を殺そうとする。自分だけ普通でいるなんて、それこそ自殺と同じなんだ。

「立ち向かえばいいだろう。理不尽なルールに、諦あきらめて屈する理由はないんだから」

「あ、ははは。馬ば鹿かだね君は。そんなこと、できるわけない」

　そう返すと、彼は微かすかに笑って「確かにな」と言う。

「でも、それは諦めてるだけだ」

　苛いら々いらする。理想論ばかり垂れる彼の口を塞ふさいでやりたい。

「じゃあどうしろって言うのさっ！　人を殺さなきゃ自分が殺されるんだよ？　そうしたら願いが叶わないだけじゃなく、ペナルティだって負わなきゃいけない！　そんなの嫌でしょ！　だったら殺すしかないじゃないか！」

「そうだな。辞退できないからには戦わなきゃいけない。だって他の奴やつらは自分を殺す気なんだから。でも、間違ってるんだよ、それは」

「もう、いい。真ま白しろ彩さい君、悪いけど、君を気絶させるだけってのは、ナシだ」

　私は冷静を装う。現状私が圧倒的に有利なのだ、気け圧おされる必要はない。

　むかつく。

「後で仲間にする予定だったけど、生かしておいたところで、役に立つとも思えない」

　どんな瞳ひとみをしていようと、彼はＦクラス。ゲームを始めたばかりの初心者だ。私が負けるわけがない。

　私は銃を構える。私の【幻現境界シール・コンダクト】だ。私が色に込めた形は《風》、身近にありながら、目に見えないもの。これはそれを銃の弾丸とする想像。

　狙ねらうのは彼の心臓。

「死んでよ」

　私は引き金を引いた。迷いはない。命令違反だけれど、きっとあの人はわかってくれるに違いない。

　乾いた発砲音。想像上の産物である私の銃からは薬やつ莢きようは落ちない。

　これで終わり――そのはずだった。

「…………どうして」

　ありえない。

　弾は放たれた。それは目に見える《空色の弾丸》となって彼の心臓を貫くはずだった。

　一度完了した想像に間違いがあるはずも、彼に軌道を逸そらす暇があったとも思えない。

　なのに、彼は立っている。無表情で、右手を前に差し出している。手のひらが私に見えるように。

　そして、その手のひらに何かが当たり、落ちた。

　私の目が捉えたそれは、色を失った弾丸だった。

「ありえない……」

　口から出た言葉を、彼が否定する。

「想像が具現化されるなら、ありえないなんてことはないだろ」

　具現化？

　他人の想像をかき消すなんて、具体性の欠片かけらもない抽象的なものじゃないか。

【whiteホワイト】にどんな形を与えればそんな芸当ができるというのだ。

「関係ない。君がどれだけ強かろうと、私は、私は君を殺す」

　私の言葉に、彼は小さく笑って、それから詠唱した。

「――【white】オーバーイメージ」

　彼の右手が純白に染まる。

「それが、君の想像……」

　手が白くなっただけ、ではないのだろう。でも関係ない。彼の能力が『想像の否定』だとしても、それが右手だけに限定されてるなら、それを上回る攻撃をすればいいだけだ。

　そう、それだけだ。

「行くぞ」

　彼が一歩私に近づく。怪け我がが消えたわけではないのでその足取りは重く、歩くたびに血が零こぼれ、垂れ、地面を赤く汚す。

「ははっ、都合よく能力発現って、ありえないでしょ」

　笑ってしまう。私はまともに能力を使えるようになるのに一週間以上かかったっていうのに。彼は【イマジネーター】になって数時間でそれを習得したというのだ。

　深呼吸をする。

　怖いからではない、でも後退した。

　彼の能力が直接触れなければ発動しないなら、私自身は離れていればいい。

　そうすれば、遠距離攻撃できる私の方が断然有利だ。

「それでも、私は負けない」
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　彩さいが【whiteホワイト】に込めた形は《侵しん蝕しよく》だった。

　それは形と呼ぶには抽象的過ぎるが、彩にとって何よりも想像しやすい言葉であった。

　《反転世界》は、白に侵蝕されている。

　彩は思うのだ。『何色でもない』とされる純白こそが、何色にも負けない、何色をも染め上げる色なのではないかと。

　だからこそ《侵蝕》。他人の想像という領域を、侵す力。

　一歩足を踏み出す。激痛が走るが、構わずもう一歩足を出す。

　相手の想像を侵し、白に染め上げるということは、相手の力を無効化するのと同義だ。

　だが、相手の想像によって負った傷を無効化することはできないらしい。傷は相手の想像の結果であり、想像自体ではないからだろう。

　右手を腹に当ててそれを確認した彩は、また一歩、相手に近づく。

　少女は彩が近づくごとに後退する、素早く彩の能力の効果範囲に気付いたらしい。

「右手限定の能力なんて、怖くない」

「その割には、逃げ腰じゃないか」

　少女は彩の挑発に、笑顔を返す。愉悦に満ちた、歪ゆがんだ笑顔を。

「――【幻現境界シール・コンダクト】」

　言うと同時、彼女の左手に、二挺ちよう目の銃が握られる。

　そして更に――。

「吹き荒れろ」

　少女の後方の空間から、鎌かまの先端のような形をした、空色の何かが出現する。

　彼女の能力から推測するに、それは《風》という現象を空中に固定したものなのだろう。

　二つの弾丸に、刃やいばを持った疾風。それらを同時に放たれたとして、防げるか。

　希望的観測は排除して、冷静に考えてみるが、答えは明白だった。

　――無理だ。

　諦あきらめるわけではないが、どう考えても防ぎきることはできない。

「これなら、防げないよね」

　少女が嬉しそうに笑う。彩さいに勝てるから嬉うれしいのか、彩を殺せるから嬉しいのか。

「人を殺すって場面で笑うのか、君は……」

「一々悔やんでたら、壊れちゃうからね」

「悔やむことを忘れることこそ、心が壊れるってことだろ」

「見解の相違だね」

「間違いの指摘だ」

　彩は右手以外にも《侵しん蝕しよく》を展開しようと試みるが、失敗に終わる。彩の想像が悪いのか、それとも他に理由があるのか。

　そんな彩の姿を見て、少女は再び笑う。今度は哄こう笑しよう。

　彩の傷では走ることはできないし、仮に傷を無視して駆けたとしても彼女に届く前に弾丸と疾風が彩を襲うだろう。

「俺おれを殺して、次はどうするんだ？」

　彼女の笑みが止まる。

「これから死ぬ君には、関係のないことだと思うけど？」

「そうでもないさ。君が転入生を殺しに行くなら、俺は死んでやれない」

　彼女が引き金を引く、それは彩の右みぎ膝ひざに当たる。体勢を崩し、倒れそうになるのを右手を地面につくことで避けた。が、もう立ち上がることはできそうにない。

「違うよね？　ここは命いのち乞ごいとかのシーンだよね」

「……しないよ、命乞いなんてしない」

「自分の命より、今日逢あったばかりの転入生が気になるっての？　偽善者を通り越して、ただの馬ば鹿かだ」

「今日逢ったばかりだけど、あいつは俺を殺さなかったよ。このゲームってのは、君みたいに敵を殺そうとするもんなんだろ？　だけど、あいつは仲間になれって言ったけど、俺を殺さなかった」

「それだけの理由で、彼女の安否を気にするの？」

「そうだな」

　少女から、殺気と嫌悪を向けられる。理解できないと、彼女の目が告げる。

「ねぇ、死ぬ寸前ってどんな気持ち？」

「別に」

　彩さいの答えが気に食わなかったのか、空色に染まった少女は憎々しげに言い放った。

「もういい、死になよ」



「死ぬのは貴様だ」



　彩が死を覚悟した瞬間――少女の首が飛んだ。

　突如現れた漆しつ黒こくの影によって、刎はねられたのだ。

　彩の目にはその光景がスローモーションのように見えた。まるでボールのように宙を舞う彼女の顔は疑問と驚きに満ちている。

　口を開け、目を見開き、どしゃり、と自身の血ち溜だまりへと落ちた。

　それはあまりに呆あつ気けなく、それはあまりにも唐突で、それはあまりにも衝撃的だった。

「な、なんで…………」

　そう呟つぶやいたのは、彩。

　首と切り離された胴体は力なく地面に倒れ、その首の断面からは血が止とめ処どなく溢あふれ出ている。

「どうにか間に合いました。大丈夫ですか？」

　現れた少女――魅み影かげ鬽み黒くろは返り血だらけの制服姿で、にこやかに微笑ほほえんだ。

　友人に向けるように、恋人に向けるように、家族に向けるように、それはたまたまそこに居合わせた後輩に向けるような笑顔ではなかった。

　カツ、カツ、カツ。ローファーの踵かかとが地面に当たる音が、やけに大きく聞こえる。

　眼前に立った魅影鬽黒は、片かた膝ひざをついている状態の彩を辛うじて見下ろせる程度の身長しかない。

「遅れてしまい、申し訳ありません。まさか《反転世界》にいるとは思わなくて……」

　絶対的な違和感。

　おかしい。

　普段の魅影鬽黒と違う、それだけでは済ますことができない。

　これではまるで、自分と魅影鬽黒が知り合いみたいではないか。

「なんで……殺したんですか」

　そう訊きくと、魅み影かげ鬽み黒くろは顔を曇らせた。

「……？　いえ、ああしなければ、あなたが【退場ロスト】してしまう可能性が」

　申し訳なさそうに、今にも泣き出しそうな顔で弁明する魅影鬽黒。

「殺す必要は……無かったじゃないですか」

　形としては、魅影鬽黒に助けてもらったということになるのだろう。それでも、彩さいは我慢できなかった。殺す以外の道があったと、彩は思ったのだ。

「……ご、ごめんなさい。でも、あなたも前は【イマジネーター】を【退場】させていたではありませんか」

　俯うつむきながら魅影鬽黒が口を開く。確認を取るような口調。

「前は……って、何ですか」

　そう言うと、魅影鬽黒は顔を跳ね上げ、顔に驚きよう愕がくを貼はり付けて言う。

「ぇ？　――あっ、そうか……」

　納得したように、それでいて悲しそうに、魅影鬽黒の顔が歪ゆがむ。

「どういうことですか。なんで、俺おれのことを助けてくれたんですか」

「………………それは」

　幼い顔、その瞳ひとみに涙が浮かぶ。何な故ぜか胸が痛んだ。

　彼女の涙を見ると、どこか懐かしい気分になる。それは絶対に錯覚なのだが。



    

  
    
      



    

  
    
      「きっと、時間が経たてば思い出してくれる……」

　彼女は小さく呟つぶやくと、涙を袖そでで拭ふき取り、そして誓うように言う。

「魅み影かげ鬽み黒くろ、たとえあなたが記憶を失っていようと、あなたを守ります」

　記憶を、失う？

　彩さいは珍しく混乱していた。

『氷の女王』と自分が旧知の仲で、自分は彼女に関する記憶だけ失っている。

　それは、彩からすればこのゲームよりも非現実的だった。

　だが、今はそれよりも優先すべきことがある。

「さぁ、とりあえず《色彩世界》に帰りましょう」

「《色彩世界》……」

　純白の《反転世界》と普段から自分が生活している世界を比べて名付けるなら、なるほど《色彩世界》とは的を射ている言葉だと納得。

「いえ、俺おれにはやらなくちゃいけないことがあるんです」

　だが、今帰るわけにはいかない。

「何な故ぜです？」

　心配そうに彩の顔を覗のぞき込む魅影鬽黒。

「転入生を、助けないと」

「転入生？　……あの金髪女ですか。そういえば発砲音とは別に、爆音も聞こえていましたが。あの女もここに？」

「あぁ」

　立ち上がろうとするが、激痛が走り、それは叶わない。

「……くそっ」

「《反転世界》で負った傷は《色彩世界》に引き継がれません。早く戻りましょう」

　彼女の言葉通りなら、今朝切り離された彼女の腕が付いている理由も説明できる。彩の意識は今にも飛びそうだ。魅影鬽黒の提案に従う方が得策なのかもしれない。だが。

「だめだ。あいつはまだ戦ってる」

「何故あんな奴やつを助けようとするのです、関係ないではないですか」

「関係ないわけないだろう！」

　彩が叫ぶと、小さな体がビクっと震えた。

「いや、その……。助けたいんです」

「……その傷じゃ、助けに行くことはできないでしょう」

「それでも、行かないと」

　彼女は自分を守ってくれると言った。

　だから、彼女が困っているなら、彩は助けに行きたいのだ。

　自分を守ると言ってくれた人間を、見捨てたくないのだ。

「…………私が行きます」

　一瞬、何を言っているのか意味がわからなかった。

　数秒して脳が言葉の意味を理解すると同時に「なんで」と口から出る。

「あなたがそう望むからです」

　そう言って、魅み影かげ鬽み黒くろは走り出す。

　彩さいの後方、ミラピリカが戦闘している場所へと。

「待っ…………っっ!?」

　追いかけようとするが、体がそれを許さない。

「くそっ……」

　いくら地面を殴っても、自身を覆おおう惨めさは消えない。

　人を殺さないと言っておきながら、容た易やすく窮地に追い込まれる。

　ミラピリカを助けに行くと言っておいて、立ち上がることさえできない。

　それだけではなく、ピンチもミラピリカ救出も、出で逢あったばかりの魅影鬽黒に助けてもらうことしかできない。

「……無力すぎる」
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　私は駆ける。

　これは自分の為ためだろうか、彼の為だろうか。

　そんなことを考えながら走る。

　彼は記憶を失っているようだ。考えてみれば、それは仕方ないことかもしれない。

　けれど、いずれ記憶が戻るときが来るはずだ。そうすれば、私のことを思い出してくれれば、あんな他人を見るような視線を向けられることも、なくなるはずだ。

　走って数十秒も経たたないうちに、目標を発見。

　なにやら地面に倒れ、それを見下ろしている男と喋しやべっているようだ。

「まぁ、何もかも私には関係ないな」

　彼以外には、そもそも興味がない。

　私は見知らぬ男に気付かれぬよう駆けながら、想像を開始する。

「――【幻現境界シール・コンダクト】」

　足元の影は空中に進出し、鎌かまの形を模して私の手に収まる。

　蠢うごめく漆しつ黒こくの鎌。切っ先はどこまでも鋭く、全すべてを切り裂く。

「なんで私が金髪女を助けねばならないのだ――断ち切れ」

　愚痴を溢こぼしながらも、彼の願いならば仕方がないと、金髪女に意識を取られている男に向かって鎌かまを振り下ろす。

　鎌は勢いよく、まっすぐ男の脳天へと――。
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　油断した。

　普段なら、こんなミスは犯さないのに。戦いにおいて一瞬の油断が命取りになることは知っていたはずなのに。

「はっ、はははっ！　形勢逆転って言うのか、こういうのをよ」

　目の前の金髪男が優越に満ちた顔で笑う。至近距離の爆発を起こしておきながら、男は無傷だ。【イマジネーター】は、自分の想像では傷付かない。

　アタシは無様に地面に倒れ、男はそれを見下している。先ほどとは立場が逆になってしまった。

「なぁ《金色反鏡ダーテイー・ゴールド》。俺おれの手下になるっていうなら、生かしておいてやるよ」

「死んだほうがマシな提案ね」

　誘いを一いつ蹴しゆうすると、男の顔から表情が消える。単純な男。

「じゃあ、爆はぜ――っ!?」

　覚悟した爆発は起こらない。それどころか、金髪男の素すっ頓とん狂きような声が聞こえた。

　目を開けると、金髪男の右手が地面に落ちていた。

「な、なにが起こってるの？」

　その質問には誰だれも答えない。

　だが、アタシはすぐに気付いた。腕を切り裂いた鎌と、その持ち主。

　分かっても、分からない。

　魅み影かげ鬽み黒くろだと分かっても、何な故ぜアタシを助けるのか、わけが分からなかった。

「ざっ――っけんな！　ここで《漆黒鋭剣ダークネス・ハートレス》だと!?　どうなってんだよ！」

　アタシを睨にらむ金髪男。そんなの、アタシの方が訊ききたいわよ。

「ここまで近づけば、さすがに気づかれるか」

　玉を転がすような涼しげな声が聞こえたのは、その時だった。

　近づく足音。かつてアタシを倒した、むかつくチビ。

「さっさと消えろ金髪男。私はそこの牛のような無駄乳をした馬ば鹿か女を拾いに来ただけだ。今すぐ消えれば、殺さないでおいてやる」

　声は幼いが、発音は確かでおまけに高圧的。

　アタシの知る魅影鬽黒そのものだった。

「どういうことだよ！　つかそっちにはライネが……！」

「空色の女か？　なら【退場ロスト】させたよ。今いま頃ごろペナルティでも負っているのではないか？　貴様もそうなりたくないなら――」

　魅み影かげ鬽み黒くろが鎌かまを構えたのだろう、金髪男が後ずさりする。

「わかった、わかったよ！　――【反転】“〝裏→から表へ”〟」

　男はすぐさま【反転】し、《色彩世界》へと帰っていった。

　あまりに唐突に起きた、理解不能な出来事に、アタシは戸惑うばかりだった。

　魅影鬽黒はアタシを見下ろせる位置まで来て、いつも通りのつまらなそうな顔で言う。

「やぁ、乳牛」

　む、むかつく。

「何しに来たのかしら、チビ」

「今朝の腕の礼をしに、な」

　助けに来たんじゃなくて、仕返しに来たってこと!?

　だったら、全然意味無いじゃない！

「嘘うそだ。そもそも貴様にそこまで興味がない」

　ふんっ、と鼻を鳴らす魅影鬽黒は普段の数倍むかついた。

「じゃあ何の用よドチビ！」

　アタシの言葉に眉まゆを揺らし、魅影鬽黒はそのままアタシの腹を踏みつけた。

「っっっ!?　なっ、なにす――」

「私はチビではない。クールビューティーだ」

　能面のような無表情で言うので、冗談か本気かの区別もつかない。

　ただ、小さなその身長に劣等感を感じていることだけは、まるわかりだった。

「はぁ……。彼が言わなければ、貴様なぞ放っておくというのに」

「彼？　っていうか、足どけなさいよ！」

「あぁ、彼が貴様を助けたいなんて言わなければ」

　アタシを助けたいって言う、男？

　昨日までのアタシなら「そんな奴やついないわよ」と断言していただろう。だが、今なら、一人だけ心当たりがある。

　名前は確か――。

「マシロサイ？」

　言うと、魅影鬽黒は無表情に僅わずかな嫌悪を織り交ぜながら、アタシを踏む足に力を入れた。

「貴様、彼に何を言った。何な故ぜ、彼が貴様を助けようとするのだ」

「アンタこそ、アタシの『仲間』と何の関係よ」

「なかっ…………!?　き、貴様、どういうことだ。何な故ぜ、彼に近づいた。事と次第によっては、ここが貴様の死に場所になるが」

　珍しい。魅み影かげ鬽み黒くろが身長を馬ば鹿かにされる以外で感情を露あらわにするなんて。

　だけど、だからこそ、分からない。

「アイツはアンタと接点が無いって言ってたわ。アンタ、アイツの何？」

　この言葉に、魅影鬽黒は――一瞬だけ泣きそうな顔をして、また普段通りの何事にも飽きた人間のような無表情に戻った。

「…………貴様に言う必要は、ない」

　アタシから足をどかして、そして背を向けて歩き出す。

「ちょっ!?　起き上がれないから手を貸しなさいよ！」

「そこまでは頼まれていない。別にいいだろう？　《反転世界》の傷は《色彩世界》に引き継がれない。どんな怪け我がを負おうと、向こうに戻れば元通りだ」

「だからって、こんな無様な姿で戻れるわけないじゃない！」

【反転】は一般人からすればいきなり消え、いきなり現れるように見えるのだ。

　人通りの多い中心街で、寝そべったまま出現するなんてアタシのプライドが許さない。

「知るか。私は少年のもとへ行く。貴様はそこで無様に転がっていろ、乳牛め」

「あ、アンタねぇ……!!」

　それだけ言うと、魅影鬽黒は本当に去ってしまう。

「ちょ、まっ！　魅影鬽黒!?　本当にいなくなったりしてないわよね!?」

　返事は、なかった。
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　彩さいは魅影鬽黒に手を借り、近くの公園まで来た。伊い勢せ佐ざ木き町ちようでは人の目に触れることになるので、《色彩世界》に戻るにしても人通りの少ない場所がいいと考えたのだ。

　到着したのは、今朝の公園。そのベンチだった。木製ベンチも純白になっていたが、座ってみると、材質はなんら変わっていないようだ。

「本当に、転入生も助けてくれたんですか？」

　ベンチに腰掛け、痛みに耐えるようにして呟つぶやくと、魅影鬽黒は頷うなずいた。そして彩の隣に腰を下ろす。

「はい、それがあなたの望みでしたから」

　従順な召使いのような言葉遣いには、やはり違和感を感じる。

「それで、転入生は？」

「さぁ、後は自分でどうにかできると言ってましたが」

「そう、ですか」

「それよりも、《色彩世界》へ帰りましょう」

　急せかす魅み影かげ鬽み黒くろに、彩さいは言う。

「どうやって帰るんですか？」

　今朝は魅影鬽黒に、ＨＲホームルームの時はミラピリカに《色彩世界》に戻してもらったのだ。

　自分自身でどう帰るかは、わからない。

「では、私の言葉を続けて言ってください――【反転】“〝裏→から表へ”〟」

　瞬間、魅影鬽黒が消えた。

　これが【反転】か。そう呟つぶやいた後、朦もう朧ろうとする意識で彩は言う。

「――【反転】“〝裏→から表へ”〟」

　途端、視界が光に包まれたかと思うと、次に目を開けた時に映ったのは、色に満ちた世界だった。

　幸い、彩に奇異の視線を向ける通行人はいなかった。

「《反転世界》に行くときは、裏と表を言い変えればいいのです。ただ一つ面倒なことがありまして、一度【反転】すると、その後十分は行き来ができなくなります。ですから敵の【反転】に巻き込まれた場合、十分間、戦闘か逃避をしなければなりません」

　左隣から聞こえた声。視線を向けると、魅影鬽黒が膝ひざの上で手を揃そろえて座っていた。

　その初々しさに戸惑いながらも、携帯を開き時間を確認する。

　ファーストフード店を出たのが午後十二時五十分過ぎ、現在は一時半を過ぎたところなので、公園までの移動時間を除いたら、三十分近く戦闘していたことになる。

「あ、あのっ」

　見ると、魅影鬽黒が幼い顔を紅潮させ、彩の顔を愛いとおしそうに眺めていた。

「ど、どうしたんですか？」

「本当に、思い出せないのですか？　私のこと」

　ぐいっ、と。魅影鬽黒の顔が近づく。赤子の肌のように柔らかそうな肌、息がかかるような距離。

「えーと、だから、どこかで逢あったこと、ありますかね？　俺おれは真ま白しろ彩って言うんですけど、人違いとか」

「あなたを他人と間違えるわけありません！　だってあなたは私の――」

　言いかけたところで、魅影鬽黒の言葉はより大きな声に掻かき消けされた。



「魅影鬽黒!!　アンタふざっっっっ――けんじゃないわよ！」



　すごい剣けん幕まくで叫びながら、ミラピリカが近づいて来たのだ。

「転入生、無事だったのか。良かった」

「無事？　えぇ無事ね、体はね！」

　怒り心頭。なにやら魅み影かげ鬽み黒くろに対し憤っているようだが。

「黙れ乳牛、邪魔だから出荷されろ」

「乳牛は食用じゃないから出荷されない――ってかアタシは乳牛じゃないし！」

「わかったから消えろ」

　途端に表情を無くし、冷めた口調に変わる魅影鬽黒を見て、彩さいはこちらのほうが自然だと思ってしまう。『氷の女王』という名は、この状態の魅影鬽黒を見て付けられたのだから。

「誰だれが消えるか！　アンタこそアタシの『仲間』から離れなさいよ！」

「彼は貴様の仲間などではない。故に貴様といる必要が無い。だから消えろ」

「んなっっ!?　ちょっ、これどういうことよ！」

　彩を見下ろしながら睨にらみつけるミラピリカ。

「いや、どういうことって……」

　自分が訊ききたいくらいだ。それが彩の心境だったが、ミラピリカにそれを察する余裕はないようで。

「まさかアンタ、魅影鬽黒と無関係ってあれ、嘘うそだったの!?」

　彩は慌てて立ち上がる。

「嘘じゃないって。あれは本当のことだ」

　少なくとも、彩からすれば。

「じゃあなんで魅影鬽黒と一緒にいるの？」

「魅影先輩が俺おれを助けてくれたんだ」

「魅影鬽黒！　どういうことか説明しなさいよ！」

「貴様に説明することなどない、だから消えろ」

「アンタそればっかね!?」

　魅影鬽黒は心底煩わしそうに口を開く。

「めんどうくさいのだ貴様は。彼を守るなら私一人で足りる。貴様はそこらへんで乳でも搾られてろ」

「だからなんでアタシを乳牛扱い!?　いい加減にしないとぶっ飛ばすわよ！」

「自分の想像に技名を付けてるイタイ乳牛に言われてもな」

　ふんっ、と魅影鬽黒が小馬ば鹿かにするように笑うと、ミラピリカの顔が紅ぐ蓮れんに染まった。

「なっっ……!?　い、いいでしょうが別にっっ！」

「アレが許されるのは、中学二年生までだよ乳牛」

「小学校低学年みたいな身長のチビに言われたくないわ！」

　ミラピリカの言葉に、魅み影かげ鬽み黒くろが目を細める。

「貴様、無様に地面に寝そべっていた乳牛を助けたのは、誰だれだと思っている」

「頼んでないけどね！」

「減らず口を…………！」

　ミラピリカが更に顔を赤くして叫び、魅影鬽黒が体をわなわなと揺らしながら顔を怒りに染めている。

「えーと、二人とも、落ち着いて、な？」

「ですが、この乳牛が……」

「魅影鬽黒が悪いんでしょうが！」

「だから、冷静に話し合うためにも、落ち着けって」

　二人を、主にミラピリカを宥なだめるように言うと、二人は互いに不満げながらも口を閉じた。

「あなたがそう言うなら」

「このアタシに命令するなんて生意気ね……」

「――それで、魅影先輩」

「なんでしょう？」

　ミラピリカの「なによ魅影鬽黒、その喋しやべり方キモ」という言葉を無視し、彩さいは続ける。

「俺おれは後輩なんですから、敬語は止やめてください」

　すると、魅影鬽黒は戸惑ったような顔をして。

「ですが、出で逢あったときから私はこのような喋り方をしていましたし……」

「でも、俺はその出逢ったときってのを覚えてないんです。だから、今はただの先輩後輩として接していただけますか？」

「……あなたが、いや、少年がそう言うならば」

　魅影鬽黒の口調が、ミラピリカに対するものと同じになる。

「だが、だったら君も敬語を外してくれ」

「でも、魅影先輩は、先輩ですし」

「一年早く生まれたくらいで偉そうに振舞う気はないよ。敬語もいらなければ、『先輩』を付けるのもやめてくれ」

　感情を読み取れない無表情で言われると、本気かどうかわからない。

「でも、先輩は先輩ですから……」

「そう言うのでしたら、あなたはあなたです。敬語を外すことはできませんが？」

　途端に笑顔を取り戻し、上目遣いで彩を見上げる魅影鬽黒に、彩は慌てて顔の前で手を振る。

「わかったよ……その……鬽黒」

「それでいいよ、少年」

　表情豊かな少女と、無表情な少女、どちらが本当の魅み影かげ鬽み黒くろなのか。あるいはどちらもか。

「あぁ、それで鬽黒は、俺おれが知り合いだから、助けてくれたのか？」

　彩さいが鬽黒が言うところの『記憶を失っている』状態にあると仮定するなら、鬽黒が彩を助けたのは旧知の仲である彩を放っておけなかったからということなのだろう。

「間違っていないが、その表現は正しくない。私とあなた――いや、少年は、ただの知り合いではない」

「友人、か？」

「――仲間だ」

　ますます覚えが無い。

　いつ、どこで、彩は鬽黒に『仲間』と呼ばれるような関係になったのか。

　思い出せないのではなく、記憶に無い。

「ちょっと魅影鬽黒！　何わけわかんないこと言ってんの？　アンタとコイツは他人なんでしょ？」

「貴様の理解を得ようなどと思ってはいない。逆に問うが、貴様こそ何な故ぜ少年の傍にいるのだ？　私からすれば、貴様のほうが他人なのだが」

「べ、別にアンタに関係ないでしょうが！」

「そうだな、興味も無い。だから帰れ」

「あ、アンタねぇ……！」

　このままではまた不毛な口くち喧げん嘩かが始まると思い、彩は折衷案を提案する。

「どっちもって、だめなのか？」

「「嫌だ」」

　と、二人が口を揃そろえて却下する。

「ルールが許そうが、私自身が無理だ。なんというか、金髪乳牛アレルギーなのだ」

「失礼極まりないわね!?　だったらアタシだって黒髪貧乳アレルギーよ！　ジンマシン出るから近づかないでよねロリっ娘こ！」

「ひんにゅっ……!?　貴様、余程死にたいらしいな」

「ふんっ。上等じゃないの、いい加減決着をつけようと思ってたところだしね」

　鬽黒とミラピリカの間に火花が散る。敵同士にしては殺気がなく、友人同士の会話にしては気遣いが感じられない二人の会話に戸惑いながら、彩は割って入った。

「とりあえず落ち着いて」

「……少年がそう言うなら」

　鬽黒は従順な犬のように頷うなずいて、静かになった。

「なんでソイツには従うのよ……。わけわかんない」

　ミラピリカが忌々しげに呟つぶやく。彩さいだってわけが分からない。

「鬽み黒くろも転入生も、俺おれの敵じゃないってことだろ」

「もちろんだ。私は少年の味方で、乳牛の敵なのだ」

「アンタはアタシの『仲間』だけど、魅み影かげ鬽黒は敵よ」

「少年、簡単ではないか。乳牛を牧場に帰せばいいのだ。私の方が牛より強い。そうだろう？」

「いい加減にしなさいよ魅影鬽黒！　ってか、アンタはアタシの『仲間』なんだから、アタシを選ぶのは当然よね？」

　二人共彩を守ろうとしてくれている。だとすればどちらも無下にできない。

「俺達三人が一緒に行動するのって、だめなのかな？」

「「…………」」

　二人が黙る。どちらも、納得できないといった様子。

「ルールに反しはしないが、お勧めはできない」

「なんでだ？」

「私が金髪乳牛アレルギーだからだ」

「またそのネタ持ってくるの!?　しつこいチビねっ！」

「と、いった風に、すぐに喚わめく牛は害はあっても仲間にする意味が無い」

　鬽黒は彩の考えが理解できないといった様子で彩を見上げている。

「そんなことないよ。転入生がいなかったら、俺は何も知らずに戦いに巻き込まれて、わけも分からず【退場ロスト】とやらをしてたかもしれない」

「……それは、私が。いや、そうだな、その通りだ」

　鬽黒は悔しそうに俯うつむきながら、溜ため息いきを溢こぼした。

「ざまぁないわねチビ」

「うるさい牛だな。それに貴様、守ると言っているが、夜はどうするつもりだ？」

「よ、夜？」

「学校がある昼間より、放課後から深夜にかけての方が【イマジネーター】は活発に動く。貴様でもそれぐらいは知っているだろう。そんな時間帯に、貴様は少年をどう守ろうというのだ？」

　鬽黒の指摘に、ミラピリカは一歩引いてたじろぐ。

「うっ、そ、それは……」

「考えなしに守ると大たい言げん壮そう語ごしたのか貴様は。はっ、見下げた牛だな……」

　鬽黒は責めるような視線でミラピリカを見上げる。

「ぐ、そ、そんなの――コイツの家に泊まればいいのよ！」

　ピクっ、と鬽み黒くろの眉まゆが揺れる。

「いいわよね？」

　鬽黒から視線を外し、彩さいに確認をとるミラピリカ。

「いや、俺おれはかまわないけど」

「ま、待つのだ少年！　こんな牛を家に泊めてみろ、あれだ、その、乳臭くなるぞ!?」

「ならないわよ！」

　感情豊かな鬽黒も珍しいが、その中でも慌てている様子はまるで子供のようだった。

「心配してくれてありがとな鬽黒」

　すると、鬽黒は頬ほおを朱に染め、恥ずかしそうに腕で顔を隠した。

「と、当然のことをしただけだ」

　――当然、か。

　関かかわれば関わるほど、鬽黒の言葉は嘘うそでないように思える。

「な、なぁ少年」

「なんだ？」

　鬽黒は湯気が出るのではないかというほど顔を上気させながら、消え入りそうな声で言う。

「……私、も……いいか？」

「いいって、何が？」

　訊きき返すと、鬽黒はもじもじしながら、それでも意を決したように深呼吸し、叫んだ。

「うぅ……。だ、だからっ。私も少年の家に泊まっていいかっ！」

　言い切って、俯うつむく鬽黒。何が恥ずかしいのか、頬が赤く染まっている。

「うん？　いいんじゃないか？」

「ほ、本当かっ」

　ぱぁっ、と。鬽黒の顔が明るくなる。嬉しそうにはにかむ姿は、高校生には見えない。

「やっぱわけわかんない。魅み影かげ鬽黒、アンタ、何考えてるの？」

　不審がるような目つきで鬽黒を見るミラピリカ。

「少なくとも貴様のことは考えてないから安心しろ」

「そんなこと聞いてないわよ。アタシは、何でアンタがこの男に関わろうとしてるのか、わからないって言ってるの」

「その言葉をそっくりそのまま、貴様に返そう」

「アタシはっ……。あぁもう、勝手にしなさいよ」

　拗すねるようにそっぽを向いたミラピリカと、目が合う。

「……ねぇ、あれはいいの？」

　思い出したようにミラピリカが言った。

「あれ？」

「えーとあれよ。タマキ？　とか言ったっけ？　あの女が言ってた。誰だれかの家に行くとか話してなかった？」

「……あぁ、そうだな。そろそろ行かないと」

　意識せずとも声のトーンが下がる。声を大にする話題でもないのだ。

　彩さいは鞄かばんを持って立ち上がる。

「あれ……？　そういえば、鞄は落としたはずなんだけど」

　だが現に、鞄は彩の手が掴つかんでいる。

「先ほど、《反転世界》で負った傷は《色彩世界》に引き継がれないと言ったが、それは所有物に関してもそうだ。例えば服を脱ぎ捨てても、引きちぎられても、こちら側に戻ってくれば着用した状態に戻る」

「そこらへんも、ゲームみたいだな……」

「ゲームみたい、ではなく」

「ゲームなのよ」

　二人の瞳ひとみに冷たい光が宿る。

　改めて実感する。自分はゲームに巻き込まれた。

　だが、もうただの巻き込まれた高校生ではない。

　自分の意思で、彩は殺さないことを選んだのだ。



　　　　■◇◆□



「最も恐れてること？」

　隣を歩くミラピリカは、ルール説明の続きをしていた。

　鬽み黒くろとは公園で別れ、彩とミラピリカは現在住宅街を歩いている。鬽黒は何やら準備が必要なので一度帰るとのこと。

「そ。【退場ロスト】のペナルティは、自分が最も恐れていることよ。死ぬのが恐こわかったら死ぬし、無一文になるのが恐かったら破産するし、家族と離れるのが恐かったら家族が全員死ぬわね」

「なんだよ……それ」

　確かにそれならば、必ずしも自分が死ぬとは限らないが、場合によっては自分が死ぬより辛いペナルティを負うこともあるということだ。

「アタシ行ったことないんだけど、ゲームセンターってとこでは百円でゲームできるんでしょ？」

「ん？　あ、あぁ。全部がそうじゃないけど、大体はな」

「ゲームで得られるのは達成感。だから百円でプレイできる。でも、"Over Image"で手に入れるのは願い。だから、プレイするには自分を賭かけなくちゃいけない」

「そう、だな……」

　ミラピリカの言っていることは間違いではない。

　他人の願いを踏ふみ躙にじる以上、自分の願いが踏み躙られる可能性があることを理解すべきだ。そして、人を踏み台にして願いを叶かなえようとしている以上、それが叶わなかったときのペナルティも、考慮すべきだ。

　自分を特別だと勘違いしてはいけない。

　自分達は何も、選ばれた存在ではないのだから。

　強いて言うなら、選ばれてしまっただけの存在なのだから。

「でも、自分の所せ為いで家族が死んだりしたら、自分を許せないだろうな」

　それこそ、自分が死ぬより何倍も恐ろしい罰だ。

「うーん。許すも何も、忘れてるから、そういうの無いと思うわ」

「忘れるって、まさか自分が【イマジネーター】だったことをか？」

「えぇ。その方が楽だからでしょ？　消されたほうも、ゲームサイドも」

　記憶を消されれば、自分の所為だと気負わなくていい。そうかもしれない。ゲームサイドは記憶を消すことで【イマジネーター】でなくなった人間から"Over Image"の情報が漏れることを阻止できる。

　ふと、彩さいの心の端に、何かがひっかかる。

　それは違和感と呼ぶには足りなくて、勘違いと呼ぶには明確すぎる何か。

　その何かが、何なのかは、わからない。

　たとえば、普段自然に口にできる映画のタイトルや女優の名前を咄とつ嗟さに思い出せなくて味わうもどかしさのような。

　――なんだ？

　それはすぐに掻かき消きえ、思い出しかけた何かは霧む散さんした。

「どうしたのよ？」

　ミラピリカに声を掛けられて気付く。どうやら立ち止まってしまったようだ。

「なんでも、ないよ」

　彩は誤ご魔ま化かすように笑って、歩みを進める。

　正体不明の違和感もどきよりも、大事なことがある。

「なぁ、このゲームの製作者は、何がしたいんだろう」

　願いを持った人間を集め、色を与え、願いの成就という餌えさを提示し、殺し合いをさせる。

　一体どんな目的があって、何を理由に、こんなことをするのか。

「さぁねー。どうでもよくない？」

「なっ……。どうでもよくは、ないだろ」

「どうでもいいのよ。そんなことは」

　ミラピリカが断言する。

「それを考えても、アタシ達に答えはわからないでしょうが。わかるのは《反転世界》みたいな場所を作れる奴やつってこと。純白の横よこ浜はまなんてファンタジーな現実があるなら、アタシ達の願いも、叶うかもしれない。それだけ知ってればいいんじゃない？」

　ミラピリカの言っていることは、先ほどから間違っていない。

　間違っていないが、彩さいにはそれが正しいとも思えなかった。

「……そうかもしれないけど。考えても答えは出ないだろうけど、それでも思考を停止させるべきじゃないよ。考えるのを止めたら、それは死んでるのと変わらない」

　ただ流されて、『そういうものだ』と認識して生きるのは、思考の放棄だ。考えることができるなら、考え続けるべきだと、彩は思う。

「答えが出ないんだから、考えるのは無駄なのよ。ただでさえ、アタシ達の前の問題はそれだけじゃないんだから」

「答えが出せないって、諦あきらめてるだけかもしれないだろ」

　彩の真剣な表情に、ミラピリカは戸惑った様子で首をかしげる。

「……悪いけど、その考えはわからないわ。解決できない問題に挑み続けるのは、無駄としか思えないもの」

　それが、ミラピリカの考え方なのだろう。

　ならば、彩はそれを否定しない。

「……そうか。変なこと言って悪かった」

「別に。それに、少し面白かったし」

「面白い？」

　訊きき返すと、ミラピリカは少し遠くを眺めながら、何かを思い出すように呟つぶやく。

「だって、人と会話するのは、久しぶりだもの」

「…………？　どういう意味だ？　鬽み黒くろやさっきの【イマジネーター】とも、話してたじゃないか」

「あれは違うわよ。魅み影かげ鬽黒はアンタ以外全員にあんな対応でしょ？　金髪男とかは、アタシが敵だから喋しやべりかけてきただけ」

「何が違うんだ？」

「誰だれも、『ミラピリカ・スタッカート』と喋ろうとしてない」

　その表情はあまりに悲しげで、きっとこの表情の理由こそが彼女の願いと関係があるのだと彩は思った。

「俺おれとは、会話してくれてるのか？」

「……仕方なくねっ！」

　途端、ミラピリカはふざけるように笑う。

「そうか、仕方なく、ね……」

　彩さいは自然と、本当に自然と、ミラピリカの頭へと手をやった。

　綺き麗れいな金色の髪を、くしゃくしゃに撫なでる。

「ひゃっ――な、なにすんのよ!?」

　肩を震わせるミラピリカだが、彩の手を振り払おうとはしない。

「俺おれならさ、いつでも話し相手になるから」

「――え」

「俺は、ミラピリカ・スタッカートと喋しやべるの、楽しいから」

　いきなり首筋に剣を当ててくるかと思えば、ファーストフードにも行ったことのないちょっとズレたお嬢様。

　口は悪いが、そんなミラピリカを、彩は嫌いになれなかった。

「は、へ、ひ？　……ん、んなっ!?　アンタ何言ってんのよ!?」

　ミラピリカの顔が林りん檎ごのように赤くなる。目にはみるみる涙が浮かび、むぅ、と頬ほおを膨らませ、ついには黙り込んでしまった。

　彩を置いて行くように歩調を速める。

「転入生？」

「…………うっさい」

　呆あきれながらミラピリカの前に回り込み、その顔を見た瞬間。彩は言おうとしていたすべての言葉を消失した。すっと視線を逸そらした彼女の瞳ひとみは赤く潤んでいる。

「言っとくけど、目にゴミが入っただけだから！」

　制服の袖そでで目を擦る姿は、美人の近寄りがたさを無くす可愛かわいげな仕草だった。

「俺が泣かしちゃった？」

　ここで謝るのは間違いだろうと、彩はあえて茶ちや化かすように言ってみる。

「あ、アンタねぇ……！」

　怒りながら笑う、そんな不思議な表情のミラピリカ。

　涙に濡ぬれる紺こん碧ぺきの瞳。朱に染まる白い頬。艶つややかな桃色の唇。

　その全すべてがミラピリカの美しさを際立たせる。そこでようやく彩は再認識した。転入生ミラピリカ・スタッカートは、誰だれもが羨うらやみ憧あこがれる美び貌ぼうの持ち主だったのだ、と。

　ふくれっ面つらから一転。満面の笑みを返してくれた事が嬉うれしくて。そして少しだけ驚いて、彩も思わず笑ってしまう。

「わ、笑うな！」

「いや、だって仕方ないだろ」

　これじゃ、まるで友達みたいだ。

　それはきっと錯覚で、自分達は今笑っていい状況ではないのだろう。

　人を殺すゲームの参加者が、こんな他愛もない会話をしていたら、いけないのかもしれない。

　でも、いずれ嫌でも真面目まじめにならなければいけない時がくる。投げ出せない現実に直面することがある。

　だから、今ぐらいは――。

「……着いた、ここだ」

　目的地に到着。彩さいの顔から表情が消える。

「ここ？」

「…………あぁ」

　彩の顔を見て、ただ遊びに来たのではないと察したのか、ミラピリカは「ここで待ってるから、早く戻ってきなさい」と、自身も笑みを消した。

「悪い、ありがとう」

　到着したのは、一軒家。

　親友の手により、手と心に傷を負った幼おさな馴な染じみ――緋ひ村むら水みな母もの自宅だった。



    

  
    
      STAGE. 3　◇《金色反鏡ダーテイー・ゴールド》◆





　インターホンを押すと、十秒も経たたないうちに玄関の扉が開く。

「今日は早かったのね、彩」

　水母の母だ。決して若くはないが、活気に満ちているため年齢不相応の活発さがある。

　が、それも二ヶ月前までの話。現在は笑顔はただの空元気。目の下には隈くまができている。

「その、学校が午前授業だったんだ。水母、いるよね？」

　幼少時から知り合いである幼馴染の母には、敬語は使わない。使ったことがないので、今更使うと逆に妙な気分になる。

　水母の母は言葉で答えず、小さく頷うなずく。

「彩も高校生なんだから、友達と遊んだりしなさい。三日に一回必ず来るなんてことしなくていいから」

　もう一人の幼馴染と妹のもとにも、彩は通っている。一日一人、どんな時も時間を作って。

　故に、彩は部活に所属していなければ、バイトもしていない。玉たま求き以外と放課後を共にしたこともなかった――今日までは。

「俺おれが勝手にやってることだよ。迷惑だって言うなら、やめるけどさ」

　毎回こういうやり取りがあり、毎回このセリフで彩さいの頭は叩たたかれる。

「迷惑とかじゃなくて、あんたが責任を感じることなんてないってことだよ」

「責任とかじゃなくて、心配なんだ。幼おさな馴な染じみだから」

「…………勝手にしなさい」

　それだけ言うと、水みな母もの母は奥へと消える。

　水母の部屋は二階なので、彩はゆっくりと階段を上がり、一番奥の部屋へと足を運んだ。

　緋ひ村むら家には、水母の為ための部屋が二つある。

　一つは普通の生活スペースとしての水母の部屋。

　もう一つは、『水母のアトリエ』と札がかかっている、絵を描くための部屋だ。

　水母は二ヶ月前から、ずっとこの部屋に閉じこもっている。学校にも行かずに。

　部屋には鍵かぎが掛かっているので、彩は扉の前で声をかけることしかできない。

　あたりは薄暗かった。好天の午後二時だというのに、廊下全体が薄暗く、突き当たりに取り付けられた窓の部分だけがほの白く光っている。

「水母、俺おれだよ、彩だ」

　返事は無い。

　扉の向こうから、音もない。いつも通りのことなので、彩はそのまま続ける。

「そういえば、今日、転入生が来てさ。金髪でスゲー美人なんだけど、ファーストフードも行ったことないらしくて、ちょっとずれてる感じがして、面白い奴やつだったよ」

　返事は、ない。

　扉のすぐ近くで、微かすかに音がする。

　彩はその正体を知っていた。正方形の白い紙に、水母が鉛筆で文字を書く音だ。利き手ではない左手で書いているはずなのに、彩の字よりも綺き麗れいな字。

　そしてその言葉は毎回必ず決まっていて、それは扉の下から出てくる。

　彩はしゃがみ込み、その紙を手に取る。

　そこには可愛かわいらしい丸文字で、こう書いてあった。



『かえって』



「…………なぁ、水母。出てきて顔見せてくれよ。せめて、声聞かせてくれないか？」

　また紙が出てくる。

『かえって』

「頼むから、何か言ってくれ。『かえって』だけじゃ、何もわからないよ」

　まるで機械のように、まったく同じ場所、同じ筆圧、同じ文字。

『かえって』

　三枚目の紙を握りつぶし、彩さいは続ける。二ヶ月前から毎度同じ反応だが、未だ慣れない。

「水みな母も。もう、二ヶ月もお前の声、聞いてないよ。お前の絵、見てないよ。俺おれあれ好きなんだよね、水母のさ、水彩画？　前見たときすごい綺き麗れいで、だから、もう一度……」

『かえって』

「……玉たま求きもさ、お前に逢あいたがってるよ。またみんなで逢おう。昔みたいに」

　彩の言葉は水母に届いているのか、そんなことはわからない。

　でも、彩は喋しやべり続ける。

　停滞を恐れるように、流れが止まることを阻止するように。

　だが、変わらない。

　二ヶ月間、水母が『かえって』以外の文字を書いたことはない。

　気付けば紙は十枚を超えていた。

「俺、決めたよ」

　ピタっ、と、筆が止まったのがわかった。

　だがそれも一瞬のこと、扉の下から出てくるのは『かえって』の四文字。

　彩は全すべての紙をまとめ、くしゃくしゃにまとめ、一塊にする。

「変えてやる」

　立ち上がる。

「扉の前で喋り続けることしかできなかったけど、もう違う」

　扉に手を当て、宣誓するように目を瞑つぶる。

　自分は、願いが叶うゲームに参加した。

　だから。



「俺が世界を変えるから。間違いを正して、またみんなで笑えるように、変えるから」



　はぅ、と息を吸い込む音が扉の向こうから聞こえた。

　彩の勘違いでなければ、それは、涙を堪こらえるときに発する音だった。

「……また、来るよ」

　それだけ言い残し、彩はその場を後にする。

　階段を下ったところで、水母の母と出くわす。というより、階下から彩の様子を窺うかがっていたようだ。

「あんた、毎回泣きに来てるの？」

　呆あきれるように、それでいて悲しそうに水母の母は笑う。精一杯の強がり。

「出来ることをしないのは、嫌なんだ。水母が誰だれとも逢いたくないって思ってても、俺は水母に逢いたいって思うから」

「でも、玉たま求きも大事にしてあげないと」

「……なんでここで玉求の名前が出てくるんだよ？」

　力なく笑う。

　彩さいと玉求は他の幼おさな馴な染じみを襲った不幸には遭遇していない。

　だが、それはただの偶然だ。だからこそ逆に、それ自体が不幸でもある。

　玉求と彩だけが、無事なのだ。みんなが苦しんでいる中で、二人だけが。

「今日は、帰るよ。また来る」

　水みな母もの母はまだ何か言いたげだったが、それを飲み込むように頷うなずいて、彩を見送った。

　彩は再び決心する。

　――強くならないと。

　また、みんなで笑えるように。

　間違った世界を、正せるように。
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　空を見上げると、ふわふわと柔らかそうな雲が浮かんでいた。

　本を読むと、『雲一つない青空』って表現をよく見るけど、少なくともアタシは雲のない空を見たことがない。《反転世界》にだって、雲はあるのだ。

　って、空を見てそんなどうでもいいことを考えてしまうくらい、アタシは長い時間アイツを待っていた。

　まだ出で逢あって数時間だけれど、アイツのあんな顔は初めて見た。本人は無表情なつもりかもしれないけど、家に入っていく直前のアイツの顔は、崩れる一歩手前みたいだった。

　すごく意外だ。勝手な想像だけど、アイツは泣かないタイプの人間だと思っていたから。

　どうしようもなく悲しいときも、一人だけ笑ってそうな人間だと思ったから。

　それよりも、今アタシが気になってることは二つだ。

　一つは割とどうでもいいけど、公園で別れたときの魅み影かげ鬽み黒くろの言葉。

「少年が言うからであって、貴様を認めたわけではない」

　この言葉単体ではなく、魅影鬽黒全体に感じる違和感。

　アイツが嘘うそを言っていないとすれば、魅影鬽黒が嘘を言っていることになる。

　だけど、魅影鬽黒の言葉が嘘なら、なんで魅影鬽黒はアイツとアタシを助けたのだろう。

　魅影鬽黒は無表情で愛想の欠片かけらもないのに、アイツの前では乙女みたいな反応をする。

　演技にしては下手すぎるあれは、おそらく素なのだろう。

　だったら、嘘を吐いてるのはアイツ？

　今更嘘だと認めたらアタシに何されるかわからないから、魅影鬽黒の前でも知らないフリをしたの？

　そこまで考えて、アタシは首を横に振る。

　そんなはずない。朝も、そして公園でもしっかり否定していた。嘘うそなわけが、ない。

「って、なんでアタシが他人のことで悩まなくちゃいけないのよ」

【イマジネーター】になってからは自分のことだけ考えてればよかったのに。

　周りは全員敵で、《反転世界》で目に付いた人間はみな殺しにすればよくて。

　だから裏切られる心配もなくて、誰だれも信用できないから悲しくて。

　でも、彼は違うかもしれない。

　アイツは、マシロサイは、他の人間とは違うかもしれない。

　――俺おれは、ミラピリカ・スタッカートと喋しやべるの、楽しいから。

　思い出すだけで、顔が熱くなる言葉。

　そんなこと言われたの、初めてだ。

「えへへ」

「何一人で笑ってるんだ？」

「ひゃ――っっ!?」

　いきなりの声に振り返ると、そこにはアイツの姿があった。

　泣きそうな顔で入っていったアイツは、泣き尽くしたように目を腫はらして出てきた。

「なんか嬉うれしいことでもあったのか？」

「う、うるさいわね！　出るなら出るって言いなさいよ！」

「え、いや、どうやってだよ……」

「どうにかしなさいよ！」

「なんで怒ってるんだ？」

　彼は困ったように頬ほおを掻かきながら、アタシの隣まで来る。

「さて、帰るか。転入生は本当に来るのか？　俺は構わないけど、親おや御ごさんとか」

「べ、別にうちの親は気にしないけど……」

　な、なんで？

　何な故ぜだか、顔を直視できない。

　さっきの言葉を思い出しちゃうからだろうか。

「なんだそうなのか。厳しそうなイメージがあったけどな」

　アイツが歩き出す、アタシはそれに並ぶように歩く。

「そうでもないわよ。うちのパパって寛容だし」

「パパって呼んでるのか」

　ははっ、と笑われる。

「なっ、ば、馬ば鹿かにしてる？」

「いや、思ったより可愛かわいげがあるんだな、と」

「可愛っっ…………！　あ、アンタ、そういうこと誰だれにでも言うの？」

　アタシは火照った顔を見られないように俯うつむきがちになりながら喋しやべる。ばれてないかな。

「そういうことって？」

「……か、可愛い、とか…………」

「どうだろ。あんまり女子とは喋らないから言わない、かな？　それに俺おれ友達少ないし」

「え？」

　予想外の言葉に、アタシは驚く。

「アンタ、友達の数だけは多そうなのにね……」

　なんというか、気さく？　っていうかよく笑ってよく喋るコイツなら、他人に好かれそうなものなのに。

「うーん。幼おさな馴な染じみがいるって、言っただろ？　幼稚園から中学まで同じだったんだけどさ、基本的にそいつらとばっか一緒にいたから、他の友達とか、あんまりいないんだよ。高校に入ってからは、もう友達どころじゃなかったし……」

「じゃあ高校ではタマキって女以外とは喋ってないわけ？」

「まぁ、俺の方から他の奴やつに、ってのはあんまないな。喋りかけられれば答えるし、なんか困ってたら手伝うけど、精々その程度、かな」

「ふ、ふーん、そうなんだ……」

　アタシは何を浮かれていたのか、そのままの勢いで馬ば鹿かな質問をした。

「そういえば、さっきの家に住んでる幼馴染は、なんで昼間っから家にいるの？」

　空気が凍る。

　歩くことこそ止めていないが、確実にアタシと彼の距離が開いた。物理的なものじゃなくて、精神的なもの。

「な、なんでもないわ！　そ、それより――」

　アタシが言い切る前に、彼が口を開く。

「なぁ転入生」

「な、なによ……」

「お前は、弱い俺を守ってくれるって言ったよな」

「言ったけど」

　彼の、マシロサイの瞳ひとみから光が消えている。

　諦あきらめたんじゃなくて、覚悟したような。それでいて、自分を殺すような目。

「俺は誰も殺さない。でも、弱いままじゃ願いは叶わない。だから、強くならなきゃいけないんだ。俺に、戦い方を教えてくれ」

　多分、さっきの家で何かあったのだろう。

　アタシにはわからない何かがあって、何かを決心したのだろう。

「……いいけど、これは普通のゲームとは違うから、覚えるだけじゃ意味無いことのほうが多いわよ」

「あぁ、構わない」

「わかった。教えてあげるわ」

「ありがとう」

　なんか釈然としないけど、彼が強くなるのは良い事だ。

　そう、良い事なハズだ。

　ふと、思う。

　もし彼がアタシより強くなったとき、果たしてアタシを裏切らないといえるだろうか？

「転入生？」

「え？　な、なに？」

　彼の瞳ひとみにはいつの間にか光が戻っていて、なにやら恥ずかしそうに頭を掻かいている。

「あー、とさ。いつまでも転入生って呼ぶのもあれだし、なんて呼べばいいかな？　普通に呼ぶなら、スタッカート、か？」

　さっきまでゲームの話をしていたのに、いつの間にかアタシの呼び名の話になってる。

　アタシは思わず笑ってしまう。切り替えが速いというか、変っていうか。

　見ていて飽きない男だ。

「ミラピリカ様でいいわよ」

「嫌だよ……」

　彼の露骨に嫌そうな顔も、見ていて面白い。

「それじゃ――ピリカでいいわ」

「ピリカ？」

　アタシは自分の愛称を教える。って言ってもパパしか呼ばないんだけどね。

「そうよ。響きからもう完かん璧ぺきでしょ？　なんか輝いてるってゆーか？」

「なんか、擬音みたいだな。ピリっ、みたいな」

「馬ば鹿かにしてる？」

「いや、可愛かわいらしいな、と」

「なんでもそれで済ませようとしてるでしょ!?」

　アタシが叫ぶと、彼は少しだけ笑う。

　なんだろう、この感覚。

　もし友達ってのがいるなら、こんな感じなのかなって思う。『仲間』じゃなくて、友達。

　同じ言葉でも、アタシが使っているのとは、意味が違う存在。

「それじゃ改めて。よろしく、ピリカ」

　不意打ちの笑顔。アタシの顔が赤くなる。

「よ、よろしく。……さ、さささ」

「さ？」

「さ、――さっさとアタシを崇あがめなさい！　下僕なんだから！」

「いや下僕じゃないし……。普通に名前で呼べばいいのに」

　今それに失敗したのよ！

「まぁいいや。じゃあとりあえず俺おれんち行くか」

「そ、そうね」

　アタシはこのとき気付いてなかったんだ。

　彼が意識的にアタシの質問の答えをはぐらかしたってことに。
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「犬小屋？」

「わざとか？　ボケてるんだなそうだろ？」

「でもうちのルクレールの小屋よりかは少し大きいわね」

「犬小屋じゃないからな？　真ま白しろ家本邸だからな？」

　水みな母もの家から歩いて十分。彩さいの自宅へと到着した。

　白い外装で二階建ての一軒家。庭はない。

　この家に、彩は一人で暮らしていた。

「えーと、何？　真白だから白い家、みたいな？　随分と、頑張ったわね」

「いや別に苗みよう字じと掛けたわけじゃないからな？　ていうかさっきから馬ば鹿かにしすぎだろ」

「冗談よ。日本の一般家庭では一戸建てを持ってるだけでマシな方って教わったから、まぁ我慢してあげるわ」

「なんだよその教育。しかも我慢って……まぁ、いいけどよ」

　愚痴を溢こぼしながら鍵かぎを開ける。

　扉を開き玄関に入ると、そこには見慣れた空間が広がっていた。

　ピリカからしたら狭いのだろうが、広めの玄関。

　白を基調とした内装。玄関の床のタイルも純白なのは、彩の苗字とは無関係だ。

「ここが、アンタの家……」

　そう言ったピリカの声は、緊張しているのか強こわ張ばっていた。

　考えてみると、幼おさな馴な染じみ以外の知人を家に招くのは、随分と久しぶりな気がする。

　――久しぶり？　いや初めて、か？

　誰だれを呼んだかは覚えていないが、かつて誰かを招いたことがある気がした。

「靴がないわね。一人暮らしなの？」

「靴は靴箱にしまってあるんだ。まぁ、一人暮らしってのは正解だよ」

　海外に出張している父から生活費は貰もらっているので、特に不自由な生活を送っているわけでもない。不便も不満もない。

「二階に上がってすぐが俺おれの部屋だ。飲み物持ってくけど、飲みたいものあるか？」

「ダージリンティー、ストレートでね？」

「ダメだ、真ま白しろ家に紅茶を飲む習慣はない」

「しっかり茶葉から淹いれるのよ？」

「聞いてたか!?」

「じゃあ逆に何があるのよ」

「あー、緑茶と、コーラと、あとは――牛乳」

　ピリカの眉まゆが揺れる。牛乳というフレーズから鬽み黒くろのことを思い出したのだろうか。

「……紅茶がいい」

「無いって…………いや、ペットボトルのミルクティーならあるかも」

「ペット？　ま、まぁそれで我慢してあげるわよ」

「なんでお前は上から目線？」

　ピリカは彩さいの言葉に返事することなく階段を上がっていく。

　彩は溜ため息いきを一つ溢こぼしつつ、リビングへ向かった。

　一人になると、先ほどの水みな母ものことを思い出してしまう。

「立ち止まってる暇は、ないんだ」

　停滞は後退と同じだ。

　自分には停滞している暇などない。

　冷蔵庫から緑茶とミルクティーのペットボトルを取り出すと、右手の指に二本とも挟み、そのまま持っていく。

　横よこ浜はま市は十八区からなる。その十八区に二百八十五人の【イマジネーター】がいるのだから、単純計算でも一区に十五人か十六人。

　ルールに従って願いを叶かなえるとするならば、【イマジネーター】を殺さねばならない。正確には、願いを踏みにじり、不幸な目に遭わせることになる。けれど、誰だれかを犠牲にして自分の願いを叶えるなんて考えは、彩にはなかった。

　そんなことをしなくても、願いを叶えることができるはずだ。

「でも、一体何日かかる…………！」

　階段を上りきったところで彩は一度呼吸を整え、ピリカに焦燥を悟られまいと顔に笑顔を浮かべてみる。

　扉には妹の手書きで『彩にぃの部屋』と書かれたプレートがかかっていた。

「おいピリカ――――……なにしてるんだお前」

　扉を開けた彩さいの目に映ったのは――ベッドの下を覗のぞき込んでる金髪転入生の姿だった。

　正面には、白い壁と、ベッド。なので、ベッドの下を覗き込もうとしているピリカは、彩に背を向けている状態だ。制服のスカートから伸びる白い足は、健康的に引き締まっている。深窓のお嬢様というよりは、活発でやんちゃなお嬢様という表現が似合う。

「ひゃっ!?」

　と体が震えるが、頭をベッドの下に入れていたため、そのままステンレスフレームに強打。その反動でスカートが捲まくれるが、彩は咄とつ嗟さに目を逸そらした。

「っっ!?」

　声にならない声を上げながら蹲うずくまるピリカを見て、呆ぼう然ぜんとする彩。

「……あー、エロ本でも探してた？　そういうとこは、庶民と変わらないのか」

　幼おさな馴な染じみたちが彩の部屋に来たときも必ず最初にベッドの下を覗いていたので、ピリカの行動に驚くこともない。

　が、呆あきれてしまう。

「ご期待に添えなくて申し訳ないんだけど、そういうのはないよ」

　そういう類たぐいの本は中学の時いくつかクラスメイトに押し付けられたものを持っていたが、ある日幼馴染の女性陣に一掃された。



    

  
    
      



    

  
    
      　それ以来手元にはない。今は欲しいとも思わない。

　彩さいは呻うめいているピリカを放置し、壁に立てかけておいた折りたたみ式のちゃぶ台を一つと、備え付けのクローゼットから座ざ布団ぶとんを二枚取り出す。

　彩の部屋にはパソコンデスクがあるが、座れるのは当然一人だし、ピリカをベッドに座らせるのには抵抗があった。

　広げたちゃぶ台にミルクティーと緑茶を置いたところで、ピリカが後頭部を押さえながら顔を上げた。何な故ぜか彩を睨にらんでいる。目じりに涙が浮かんでおり、頬ほおも若干紅あかい。

「平気か？　なんか冷やすもの持ってくるか？」

「…………謝りなさいよ……」

「エロ本探しを中断してしまいすみません、って？」

「っっ！　違うから！　イヤリングが落ちたのよ！」

　バンっ、とちゃぶ台を叩たたいて否定するピリカだが。

「イヤリングなんてしてなかったろうが」

　似合いそうではあるが、ピリカは装身具をつけていない。

「こ、コンタクトが！」

「目、悪いのか？」

「両目ともに二．〇よ」

　ふふんっ、と自慢げに髪を靡なびかせるピリカ。先ほどとは打って変わって表情は誇らしげだ。

「じゃあコンタクトいらないだろ」

「うっ…………。まぁいいわ。今回は許してあげるわよ」

「その上から目線はデフォなのか？」

　何故ベッドの下を覗のぞかれた彩が、覗いていたピリカに許されなければならないのか。

　ピリカは痛みに浮かんだ涙を拭ぬぐいながら、座布団とペットボトルを見て、首をかしげた。

「これは、なに？」

「…………その布が座布団、尻しりに敷いて座るんだ。それでそっちはミルクティー」

　交互に指差しながら説明するが、ピリカはわかっていないようだ。

「座るなら椅い子すに座ればいいじゃない？　なんで小汚い布に？　それで、ミルクティーがなんで変な容器に入ってるの？　カップは？」

「い、いや……」

「あ、わかった！　椅子を置くスペースのない庶民の浅知恵がこの布なのね！」

　自信満々に胸を張るピリカ。

「……あ、あぁ、そうだな。それでいいよ」

「それでこの容器は？　そういえば長方形の機械にこれがいっぱい入ってるの見たことあるわ。なるほど、これのことだったのね……」

　長方形の機械とは自動販売機のことか。彩さいは溜ため息いきを溢こぼし、頭を抱える。

「その、さ。リムジンで送り迎えってのは聞いたけど、街に出たことなかったのか？」

「あるけど、夜に《反転世界》に行く程度だったもの」

「普段、街に出たりとかは？」

「必要なかったから。欲しいものは大体すぐ揃そろうし、庶民で言うところのお嬢様学校？　の生徒はみんなそうだったし……」

「……じゃあ、さ。なんでうちの高校に転入してきたんだ？」

　彩の通う学校は公立高校。ピリカのような人間が来るところでは、ない。少なくとも今の話を聞く限りでは。

「うーん。アタシが本当に欲しいものは、アタシの人生の前には転がってなかったのよ」

　まただ。

　また、ピリカの視線が悲しげなものに変わった。

「その欲しいものってのが、願いか？」

　訊きくと、ピリカは笑う。くすぐるような目つき、妖艶な笑み。

「――知りたいの？」

「――っ、い、いや、別に」

　思わずドキっとしてしまった。

　美人特有の笑み、といえばいいのだろうか。ピリカの容姿を最も際立たせる笑い方。

「あれ？　何その反応？　アタシの美しさに見惚れちゃった？」

　台無しだった。

「いや、なんていうか。ピリカなんかにドキっとしてごめんなさい…………」

「なんで頭下げて謝罪なの!?　いいわよ。美しき者に目を奪われるのは美しくない者の性さがですもの。許すわ」

「もしかしてピリカの願いって、その性格の矯正か？」

「ハァ!?　なんで完全無欠のこの性格を変える必要があるのよ！　っていうかそんなことで他人の願いを踏ふみ躙にじるわけないでしょ！」

「ははっ、そうだな」

　彩は笑う。

　だがそこで"Over Image"のことに思い至り、ゆっくりと立ち上がった。

「…………？　どこ行くのよ」

　不思議そうに彩を見上げるピリカ。

　彩はすぐ近くの椅い子すに腰掛け、ノートパソコンの電源を入れる。

「今朝のメールにＵＲＬが載ってたからな。そこで他のルールが確認できるんだろ？」

　道中ピリカに教わったのは、【イマジネーター】が最低限知ってなければならないものであり、その全すべてではない。

「んー、そうね。直接見たほうが早いかもねー」

　ピリカはペットボトルを手に取りながら、つついたりひっくり返したりしている。

「……開け方、わからないのか？」

「…………わかるけど！　わかるけど、まぁアンタが開けたいって言うなら？」

「じゃあ自分で開けろ」

「わかったわよ！　開けられないわよ庶民のものなんか！」

　ピリカは顔を赤くしながらペットボトルを彩さいに放ってきた。

「うおっ、と。投げるなよ」

　彩はキャップを捻ひねり、開けてやると、一度立ってちゃぶ台に置く。

「わぁ、い、いえ。そうね、そう開けるのね。知ってたけど！」

「そうですねー」

　気の無い返事を返して、携帯のメールを開く。

　一度表示されたＵＲＬに携帯から飛ぼうとしてみるが、失敗。接続画面すら開かれない。

「なんだ？　携帯からは見られないのか？」

「そうなのよ。理由はわかんないけど」

　ＵＲＬを打つのが面倒くさいのでパソコンへメールを転送し、そこから表示されているＵＲＬのページへと飛んだ。

「…………ゲーム気取りなところが、むかつくな」

　表示されたのは、ログイン画面。

　画面の縦半分から右が白い町並み、左半分が色彩溢あふれる町並み。そしてそれを背景に、画面中央に"Over Image"の文字。



　バースカラー・もしくはイメージＩＤ『　　　　　　』

　ログインパスワード『　　　　　　』

『ログイン』



　彩は携帯を見ながら上の項目に【whiteホワイト】、下の項目に#ffffffと入力し、『ログイン』をクリック。

　数秒の更新時間の後、表示されたのは。



　ようこそ《征白侵色ホワイト・ワイト》様

　マイページ　ＱＰ　プロフィール　ログアウト　ヘルプ



　【イマジネーター】真ま白しろ　彩さい／【ラストゲーム】2011.5.6.Fri

　【イメージＩＤ】《征白侵色ホワイト・ワイト》

　【クラス】Ａ―３

　【バースカラー】white――#ffffff

　【使用可能反転】2/10

　【願い】大切な人間の不幸を『なかったこと』にする

　【ペナルティ】表示できません

　【家族構成】父／妹



「なんで……」

　彩は、自分の願いを誰だれにも言ったことはない。言うはずもない。

　なのに何な故ぜ、このページにそれが表示されているのか。名前や家族構成、そして、先ほど【反転】したことまで――。

「どうしたのよ？」

　立ち上がろうとするピリカを、彩は制止する。

「来るな！」

「なっ、そ、そんな大声出さなくたっていいじゃない……」

　ピリカが拗すねたように座り直すのを見て、彩は訂正する。

「あっ、いや、ごめん。そうじゃないんだ」

「いいわよ。マイページには自分の願いも表示される。見られたく、ないんでしょ？」

　説明せずとも悟ってくれたらしい。

「あぁ、うん。でも、いいよ、お前になら。こっち来てくれ」

　彩が先ほどの謝罪も込めて優しく微笑ほほえむと、ピリカは「な、なによ、仕方ないわねっ」と頬ほおを染めながら彩のもとへと近づいてきた。

「ピリカ、このゲームの製作者は、人間かな？」

「またそれ？　だから、なんでそんなこと気にするのよ」

「…………そう、だな」

　悔しいが、ピリカの言うとおりだ。

　相手が誰か考えようにも、あまりに情報が足りない。思考を放棄するのではなく、一時中断。優先順位を間違えてはならない。

「あのさ、【イメージＩＤ】はネトゲでいうところのハンドルネームで、【バースカラー】は俺おれの色。だけどこの【使用可能反転】ってのは何だ？」

　家族構成や願いを知られていることも充分不思議で仕方がないが、解決しない疑問だ。

ならばすぐに答えがわかるであろう疑問にだけ取り組もう。

「【反転】には十種類の派生があるのよ。自分だけが世界を行き来するのが【反転】。相手だけを【反転】させるのが【強制反転】。自分すらもバースカラーに染めて想像を強化する【個人反転】。他人の反転に巻き込まれない【反転拒絶】なんてのもあるわ」

「なるほど……。じゃあ今朝魅み影かげ先輩が使ってたのは」

「アタシからアンタを逃がすために、アンタだけを【強制反転】させたんでしょ」

　状況に応じて使い分けられる移動手段、ということか。学生や就職している人間ならば、【反転拒絶】が重宝されるだろうし、自分より強い相手と戦うなら【個人反転】が必要になるだろう。

「だから、あまり周りの人間を信用しないほうがいいわ」

「どういうことだよ」

「【反転拒絶】さえ習得してれば、他人の【反転】に巻き込まれないのよ？　だったら、誰だれが【イマジネーター】かなんてわからないじゃない。もしかしたらアンタの幼おさな馴な染じみだって、【イマジネーター】かもしれないわよ？」

「それはないだろ」

「あの女がどうかは知らないけど、油断するなってこと」

「……あぁ、わかったよ」

　想像してみる。今朝だって、玉たま求きはピリカの【反転】に巻き込まれることはなかった。だがもし、それが【反転拒絶】によるものだったら？

　――ありえないな。

　彩さいの中の紀き無なし玉求という少女は、他人の願いを踏ふみ躙にじってまで我を通す人間ではない。誰よりも他人を思いやれる優しい人間だ。

　だからそんな可能性は、考えるまでもなく無駄なことだ。

　彩はそこで思考をまとめ、意識を次の問題へと移した。

「えぇと、ルールってどこから見られるんだ？」

「ヘルプにカーソル合わせたら、ルールって項目あるから」

「ヘルプ……、これか」

　カーソルを合わせる途中で、気付く。もう一つの異常に。

「……ピリカ」

「今度は何？」

「ゲームを始めたばかりの【イマジネーター】は、Ｆクラスだよな？」

「そういうルールはないけど、基本そうね」

「じゃあたとえば、ゲーム開始直後からＡクラスの奴やつっているのか？」

「何その質問。クラスは定員が決まってるのよ。もしそんなことがあったら、Ａクラスの誰だれかが降格することになる。でも、ほとんどないけど、可能性だけで言うなら０ではないわね……どうしてそんなこと訊きくの？」

　彩さいはもう一度画面を眺める。

　【クラス】Ａ―３

「俺おれのクラス、Ａ―３なんだけど」

「ふーん――――って、ハァ!?」

　確認するように画面を凝視するピリカ。

「ふぇ？　なっ、どういうことよ！」

　ピリカの驚きぶりからして、やはり通常ありえないことなのだろう。

「やっぱり、普通じゃないんだな……」

「な、なんで……！　だってアンタ、クラスも何も戦ったことだって」

「え、あ、いや…………戦った」

「ハァ!?　だ、だって色に形も加えてないじゃない！」

「加えたよ。形っていうか、意味っていうか……」

　ピリカは彩が色を発現したところを目撃していないのだ。

「なんて込めたのよ！」

「《侵しん蝕しよく》だよ。相手の想像を侵す――能力の無効化っていうか」

　彩の返事に、ピリカから表情が消える。ふらふらと後退し、彩のベッドに足を引っ掛けてそのまま布団へと尻しり餅もちをついた。

「あ、ありえない……。だ、だって、そんな、そんなの…………」

　ピリカはまるで存在しないものを見てしまったかのような視線を彩に向ける。

「ど、どうしたんだよ、ピリカ」

「アンタ、自分がどれだけありえないか、わかってないの？」

「ありえないって、何がだよ」

　空色を行使していた少女も、彩を見てありえないと言っていた。【イマジネーター】からすれば、彩の想像は何かがおかしいのか。

　ピリカは自分を落ち着かせるように胸に手を当て、深呼吸を繰り返す。

「説明してあげる。これはルールじゃなくて用語説明だから、覚える必要はないわ。ただ理解しなさい」

「あ、あぁ」

「【イマジネーター】は色に形を加える。その時大半は『目に見えるもの』か『経験したことのある現象』を想像するのよ。魅み影かげ鬽み黒くろの《影》は前者。アタシの《雷電》は雨の日に見た雷から想像を膨らませてるから後者。わかる？」

「わかるよ、わかる、さ」

　経験していることの方が知らないことより想像し易やすい。それぐらいのことならば、言われなくてもわかる。

「んで、目視できるものと現象を想像することを【存在想像マーシヤル】って言うの。これがほとんどの【イマジネーター】よ。わかりやすく言うなら、二百八十五人の中で二百七十人以上はこれ。アタシも、魅み影かげ鬽み黒くろも、さっき戦った奴やつらも」

「あ、あぁ。だから、それがなんなんだ？　何か問題なのか？」

「最後まで聞きなさい馬ば鹿か。アンタみたいに《侵しん蝕しよく》とか、さっき言ったみたいに《夜》とか《神》とか、ほかには《戦争》とか《平和》とか《正義》とか。そういう形の無いものは、想像できないのよ」

「そう、なのか」

「……言い方が悪かったわね。《正義》って言われて、誰だれもが同じ形あるものを想像できる？　できないのよ。それはあまりに抽象的で、象徴が用意されていないから」

　象徴が用意されていない。彩さいはその言葉で理解した。

　確かに、《雷》は目視できるし、黄色い曲線として表現されることも多い。

　だが《正義》などは、特撮番組などがあるものの、彼ら自体が《正義》の意味なのではなく、彼らの行いが《正義》なのだ。そこに形はなく、ゆえに想像はできない。

　戦いに応用するならば、なおさらのこと。

「やっとわかったみたいね。で、それがどうした？　って言うんでしょ馬鹿は。だから教えてあげるけど、アンタみたいに抽象的なものを想像する【イマジネーター】は基本的に最強なのよ」

「さいきょう？」

　場の空気にそぐわない素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

「アンタらみたいなのを【無理想像アブストラクト】って言うの。普通の人間が想像できないことを想像してのける、ありえない存在」

「ありえないって……」

「でも存在してる。コマンド全すべてが一撃必殺の格闘ゲームのキャラみたいな感じかしら。ゲームバランスが崩れる存在」

　最強、存在しないはず、ゲームバランスが崩れる存在。

　そう言われても、実感が湧わかない。

「アンタの能力は他人の想像を侵すんでしょ？　それってアタシが頭が割れるほど頑張って想像した電撃すらも消せるってことになるのよ。わかった？　自分がどれだけ異常か」

「いや、つか……言われるほど最強じゃないよ。効果範囲は右手だけだし」

「それはアンタ次第でどうとでもなるわ。効果範囲なんて想像でどうとでもなる」

　そう言われた瞬間、彩は思う。

　右手以外にも効果が及ぶなら、自分は負けない。

　絶対勝利とはいかないが、少なくとも敗北はなくなる。

　ようやく理解した。

「もしそうなら、俺おれ、最強じゃないか……」

「だから、そう言ってるでしょ！」

　そう叫ぶピリカの体は、微かすかに震えている。

　――怯おびえているのか？　俺に？

「ＱＰ」

「な、なんだ？」

「Qualia Page――ＱＰって項目をクリック！」

　言われて、反射的に従う。ＱＰをクリック。

　すると、数秒経たってから、いくつものイメージＩＤの羅列が表示された。



【存在想像マーシヤル】【無理想像アブストラクト】【二重想像デユアル】

　Ａ―１

　《透視図縫クリア・クレア》→《鏡》

　《鮮血紅穿ブラツド・バレツト》→《炎》



　Ａ―２

　《誠孤焔舞アーク・リーク》→《炎》

　《漆黒鋭剣ダークネス・ハートレス》→《影》

　《完全無欠パーフエクト・エフエクト》→《噴火》

　《蒼揮指従ブルータクト・コンタクト》→《雨》

　《十一刀流イレブンレイヴン》→《灼しやく熱ねつ》

　《金色反鏡ダーテイー・ゴールド》→《雷電》

　《悪戯確定トリツクアンドトリート》→《穴》



「他の【イマジネーター】の、想像？」

　ピリカのＩＤと、鬽み黒くろのものらしきＩＤを発見。スクロールバーを見ると、どこまでも下に行けそうだ。おそらくＦ―３まであるのだろう。

「クリックしたらそいつらが何区に住んでるかわかるわ。バースカラーもね。住所で検索もできるし。でもそうじゃなくて、【無理想像】をクリック」

　なるほど、敵がどれほどの強さか。どんな想像をするのか。どこに住んでいるのか。その全すべてをここで確認できるのだ。

　感心しつつ、彩さいは言われたとおりにマウスを操作する。



【存在想像マーシヤル】【無理想像アブストラクト】【二重想像デユアル】

　Ａ―１

　《終結消失ラスト・ロスト》→《空白》

　《無神論者アンノウン・ダウン》→《神》

　《獅死粉塵デツド・ダスト》→《拒絶》

　《友軍全滅ポイズン・プリズン》→《死》

　《人間失核ワイト・ハート》→《歪わい曲きよく》



　Ａ―２

　《虚飾舞台パラドツクス・パラダイス》→《矛盾》

　《最終局面エンドロール》→《結末》

　

　Ａ―３

　《征白侵色ホワイト・ワイト》→《侵しん蝕しよく》

　

　Ｃ―３

　《瞬藍残像ムーブメント・モーメント》→《瞬間》



「これが、ありえない【イマジネーター】、か」

　確かに、客観視することでよくわかる。明確な形がなく、想像することのできない言葉。

　ピリカが彩に驚くのも、無理はないというものだ。

「数の少なさでもわかるでしょ」

「俺おれを含め九人……。約十人として計算すると、大体二十八の一。少ない、のか？」

　ありえない存在と言う割には、大人数のようにも思えるが。

「九人中六人がゲームサイドの【イマジネーター】なのよ」

「は？」

　聞き違いでないことは確実なのに、思わず訊きき返してしまう。

「説明してなかったわね。"Over Image"には【調整者バランサー】って【イマジネーター】がいるの。ルール違反者や、ゲームバランスを崩す存在を粛清する、"Over Image"側の【イマジネーター】がね」

「……っ。それってまさか」

　ピリカに言われて思い出したのは、昼間の二人。組織に所属しているわけでもないのに、誰だれかに命令されたと言っていた同学年の生徒。

「厳密には、昼間の二人は【調整者バランサー】じゃなくて、その部下なんだけどね。でも、これで得心がいったわ」

「俺おれが【無理想像アブストラクト】で、ゲームバランスを崩す存在だから襲われたってことか？」

「"Over Image"は、【無理想像】を見つけると【調整者】にしようとするわ。だってプレイヤーならゲームバランスを崩すけど、セキュリティとしてなら頼たより甲が斐いがあるじゃない？　アタシを【退場ロスト】させようとしたのは、【無理想像】と共に行動したから、かしら」

　確かに少女は彩さいを【退場】させようとしていなかった。最後は殺そうとしてきたものの、任務内容は仲間にすることだったということか。

「俺と一緒にいることが、ルール違反になるのか？」

「そうじゃなくて、【無理想像】ってただでさえ強いのに、アタシみたいなＡクラスも一緒にいたら手が付けられなくなるじゃない？　ゲームバランスが崩れるのを善しとしない【調整者】が動くには充分な理由よね」

「……【調整者】と【イマジネーター】の違いは何だ？」

「【イマジネーター】はＡ―１にならなきゃ願いを叶かなえられないけど、【調整者】は任務を複数回こなすことで願いを叶えてもらえるらしいわ」

　それならば、他の【無理想像】が【調整者】になったのにも納得が出来る。上位七名の中に名を連ねるより、"Over Image"の言いなりになって願いを叶えるほうが楽だと考えたのだろう。

　ピリカが立ち上がる。

　そして、彩を睨にらむ。

「んで、アンタはどうするの？」

「どうするって、何が？」

「ここまで説明したらわかるでしょ。アンタはやろうと思えば一ヶ月で願いを叶えることもできるの」

「だ、だから？」

「アタシを殺せば、すぐにＡ―２になれるわ」

　ピリカの瞳ひとみに冗談の色はない。

「な……、は？　って、冗談キツイっていうか、面白くない、ぞ？」



「――【反転】“〝表→から裏へ”〟」



　ピリカが詠唱し、部屋から色彩が剥はく奪だつされる。

　パソコンの画面は色一色に染まり、ベッドもフローリングもちゃぶ台も、窓の外の景色も全すべて、純白に染まる。

「ピ、ピリカ？　なんで【反転】なんか」

「アタシはＦクラスのアンタを守るって言ったわ。でも、アンタはＡクラスだった。アタシの脅威になりえる敵だった」

「なんでそうなるんだよ。俺おれはお前のことを敵だなんて」

「【幻現境界シール・コンダクト】」

　顕現する、くすんだ金色の、雷電を帯びた剣。

「早く願いを叶かなえたいんでしょう？　アタシを殺すのが近道よ」

「おかしいだろ。なんで――なんでそうなるんだよ」

　理解が追いつかない。

　彩さいにとってピリカは敵ではないのだ。

　仮にピリカを殺す力を自分が有していても。

　仮に彩が最強と呼ばれる【無理想像アブストラクト】でも。

　それはピリカを殺す理由にはならない。

　そもそも、人を殺す気なんてない。

「なんで？　じゃあ、アンタはなんでアタシを攻撃しないの？　願いを叶えたいってのは嘘うそなの？　違うでしょうが」

「だからって、お前を殺す必要はないだろ。俺はそこまで狂ってないよ」

「……信じられるワケないでしょ。干渉してくる奴やつは敵。無干渉以外の全すべては殺すべきなのよ。これは、そういうゲームでしょうが」

　切っ先を彩の顔に向けるピリカ。

　そこで彩は気付く。

　先ほどからずっと、ピリカの体が小刻みに震えているのだ。

　彩に怯おびえているのか。それとも、何か別のことを恐れているのか。

「干渉してくる味方ってのがいても、いいんじゃないか。少なくとも、俺はそう思うよ」

　彩が首をかしげて語りかけると、ピリカは辛そうに首を横に振った。

「そんなの、アタシは知らないもの……。強い人間は、弱い人間を虐げるものだもん。だから、アタシは強くなくちゃいけないのよ！」

「人と人との関係は、利害でも強弱でもないよ」

　彩は椅い子すから立ち上がる。

　ピリカが一歩後退した。その目には涙が浮かんでいる。

　おそらく、ずっと今までそうだったのだろう。

　強い人間が弱い人間を殺すこのゲームを生きてきて、ピリカが出した答え。

　ずっと一人で戦い抜いてきた少女は、そう考えることで生き残ってきた。

「アンタがアタシと関かかわってたのは、アンタが一人じゃすぐに【退場ロスト】する弱者だったからでしょ？　Ａクラスだっていうなら、アンタにアタシは必要ない」

「必要だとかそうじゃないとか、俺おれは損得勘定でお前と関わってるわけじゃない」

　ピリカの責めるような視線が彩さいを射貫く。彩は目を逸そらさない。

　少しずつ、一歩ずつピリカに近づく。たった数歩の距離なのに、室内のはずなのに、まるで遠くにいる相手と距離を詰めるような、そんな緊迫感。

「来ないで」

「いいや、行く」

　何を怖おそれているのか、何に怯おびえているのか、何が悲しいのか。

　わからないから。でも、知りたいと思うから。

　ピリカは腰を曲げ、腹の底から捻ひねり出すように、叫んだ。



「アタシに近づくな!!」



　ピリカの拒絶の意思を具現化するように、電撃が勢いを増し、心なしか迸ほとばしる電流に鋭利さが加わっているように見える。

「敵じゃないって言うなら、証明しなさいよ。どうしてアタシを殺さないのか、しっかり説明しなさいよ！」

　向けられた剣を、彩は右手で掴つかむ。

　体全体が痺しびれるような感覚に襲われ、右手から血が滴したたるが、構わず距離を詰める。

「はっ、放しなさ――」

　左手でピリカの制服の襟首を掴み、引き寄せる。

　ピリカの手から剣が落ち、ピリカの顔が彩の胸に沈む。

「な、なにすんのよ！」

　威嚇するようにピリカの体から電流が発せられるが、彩はそれを【whiteホワイト】で消さずに、受け止めた。

「――――からないのか」

　体が痺れて、上う手まく言葉を発せられない。

　それでも、これだけは言ってやろうと、深く息を吸い込み、叫んだ。



「言わなきゃわからないのか！」



　ピリカの電撃が、霧む散さんする。

　室内に声が反響し、余韻が空中を漂う。

　ピリカは親に叱しかられた子供のように、萎い縮しゆくしていた。

「な、何よ……。言いたいことがあるなら言いなさいよ馬ば鹿か！」

　と、拒絶の言葉を放つ。今はそんな強がりさえ、少女の弱さを引き立てている。

「アホかお前」

　彩さいは手を放し、笑ってみせる。

「う、うるさい！」

　ピリカが声を大にして叫ぶが、それをかき消すように、更に大きな声で叫ぶ。

「友達を裏切るわけないだろ！」

　訪れる静寂。意識して気付く。ピリカの体の震えが止まっている。代わりに、顔が燃えるように赤くなっていた。

「あ、アンタっ！　い、今っ、なななななななんてっ!?」

　顔を紅べに色いろに染め、ピリカが噛かみ噛かみで大声を上げる。

「友達って言ったんだ。俺おれは今まで幼おさな馴な染じみとばかりいたから、それ以外の友達はお前が初めてなんだよ。そんな奴やつを裏切ってまで叶かなえたい願いなんて、無いよ」

　彩は深呼吸。そして、ピリカに伝える。



「俺は、お前の敵じゃない。今朝言ったこれだけは、嘘うそじゃないよ」



　表情は驚きよう愕がくに支配され、顔で「信じられない」と語る。動揺しているのか先ほどとは違う意味で体は小刻みに震えているし、今にも泣き出しそうな雰囲気だ。

　再び静寂。沈黙が続く。

　ふと、ピリカの口元が小さく動いた。

　その声は、彩の耳に届かない。

「聞こえないよ、ピリカ」

　子供をあやすように優しく語り掛ける彩。

　するとピリカは、傲ごう慢まんさも高慢さも感じられない、年とし頃ごろの少女のように、小さな声で、消え入りそうな声量で、言った。

「………………ほんとう？」

「っっ」

　思わず、心臓が跳ね上がる。

　強気なお嬢様の面影などない、弱々しい女の子の声を発するピリカ。その姿はピリカの美び貌ぼうを何倍も引き立てて、彩の視線を釘くぎ付づけにしていた。

「………………………………嘘だったら…………殺すからね？」

　可愛かわいらしく物騒なことを言うピリカに、彩は「あぁ」と短く答えた。



    

  
    
      



    

  
    
      STAGE. 4　◇《誠孤焔舞アーク・リーク》◆





「お前さ、もう少し俺おれを信用してくれてもいいんじゃないのか？」

「っっ、わ、わかったから。さっきのことは忘れなさい！」

「いくらなんでも、いきなりお前を裏切ったりなんかするわけないだろう」

「わかったわよアタシが悪かったごめんってば！」

「そこまで信用なかったのか、俺……はぁ」

「いい加減にしなさいよウルサイわねブッ殺すわよ!?」

　顔を真まっ赤かにしながらピリカが枕まくらを投げつけてくる。

　彩は笑いを堪こらえながら枕をキャッチし、ピリカの顔を見る。

「うぅ～！　む、むかつくっ」

　彩のベッドの上に座りながら彩を睨にらみつけるピリカ。

《色彩世界》に戻ってきた彩は、恥ずかしさを誤ご魔ま化かすためにピリカをからかっていた。

「ほんと、ほんと、生意気！　アンタだって友達がどうこうとか恥ずかしいこと言ったくせにね！」

「別に、友達に友達って言うのは、恥ずかしくないだろう」

「うっさい馬ば鹿か！」

「ははっ。そう怒るなって。それよりピリカ、どうするんだ？」

　ピリカはまだ彩さいをじっと睨にらんでいたが、仕方なさそうに溜ため息いきを吐いてから、パソコンの前までやってくる。

「選択肢は二つね。アンタが【調整者バランサー】になるか、その誘いを断って【調整者】を倒すか」

「断ったら相手は俺おれを【退場ロスト】させようとするから？」

「そう。この地区を担当してる【調整者】は【無理想像アブストラクト】じゃないから、負けるなんてことはないと思うわ」

「地区？　担当？」

「えぇ。【調整者】は七人いるんだけど、ここら一帯、具体的には南みなみ区くと中なか区く、西にし区くは《誠孤焔舞アーク・リーク》って奴やつの担当地区なの」

「三区って相当な広さだろ。一人で管理するのは無理なんじゃないか？」

「だから、他の【イマジネーター】を配下に置いてるんじゃない？　やろうと思えばＡクラスだって支配下に置けるし」

「……でも、なんかおかしくないか？」

「何が？　アンタが【無理想像】だったって考えれば、【調整者】が動くには充分って、さっきも言ったと思うけど？」

「それは変だよ」

　彩は心でもう一度呟つぶやく。

　それは変だ。

　彩が《侵しん蝕しよく》のイメージを固めたのは、戦闘の最中だ。つまり、襲われた時点では、彩には狙ねらわれる理由が無いのだ。

　それでは順番がバラバラだ。順序が逆だ。

　すると考えられるのは、別のルールを破ったか、もしくは。

【イマジネーター】になった時点で、彩に狙われる理由があったかだ。

「まさか、な」

　ありえないだろう。彩はその考えを否定した。

　今朝の時点でルール違反を犯しているはずも、ゲームバランスを崩す存在だったはずもないだろう。
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「それは変だよ」

　彼が神妙な面持ちでアタシの考えに否定を示した。

　……やっぱり、そうよね。

　だって、その考えだと順序が逆だから。【無理想像アブストラクト】だから襲われた。それは納得できる。でも、実際はなる前に襲撃されてる。

　アタシ達はあの時点でルールを犯していない。だからもし、アタシ達側に狙ねらわれる理由があったとするなら、彼の存在自体がゲームバランスを崩す存在だった場合くらいだ。

　まさか、ね。

「まさか、な」

　アタシの心の声と彼の声が重なる。彼は思案顔のまま、小さく口を開いた。自信が無いことを語るときのような、弱々しい声。

「ゲーム側が強さを計測するって言ったよな。でもさ、仮にだ。俺おれが今朝の時点でＡクラスだとしよう。そしたら、俺が【無理想像】になるってのは、最初から決まってたってことにならないか？」

　どうやら彼も同じ考えに至ったらしい。

「可能性としては、ゼロじゃないかもしれない、けど……」

　一度【退場ロスト】した【イマジネーター】なら、かつての戦歴がある。そこから強さを算出することも可能だ。前回のクラスをそのまま与えればいいのだから。そして仮に、彼が前回のゲームでも【無理想像】ならば、今回もそうなる確率は高いだろう。最初から【無理想像】になる可能性がある人間が【イマジネーター】になったなら、【調整者バランサー】も動く。矛盾はなくなる。

　だがそれは前提条件からして間違ってるともいえる。

　一度【退場】した人間が、再度ゲームに参加するなんて、通常ありえないからだ。

　最も恐れてることが現実になったなら、新たに願いなんて掲げられるわけがない。だって、本当に恐ろしい出来事に遭遇した人間は希望も願いも抱けないから。度を超えた不幸を前にして感じるのは、絶望だけのはずだから。

　それに、タマキなんて幼おさな馴な染じみがいて幸せそうだし、楽しそうに笑うし。普通に考えて、彼が一度【退場】したってのは考えられない。

　――いや。

　さっき幼馴染の家から出てきたとき、彼の瞳ひとみは濡ぬれていて、目は腫はれていた。それは泣いたということだ。それに、その幼馴染も昼から家にいるなんておかしい。あの時、不自然に話題を変えられたし。

　待って、そうすると魅み影かげ鬽み黒くろのことも――。

　アタシは気付いた。

　一つの結論に至ってしまった。

　彼を意味深に慕う魅影鬽黒。

　魅み影かげ鬽み黒くろを覚えていないという彼。

　もし、もしアタシの考えが正しければ、彼は――。

「おい、ピリカ？」

　肩を叩たたかれる。

　気付けば椅い子すに座っていたはずの彼はベッドに座るアタシの目の前まで迫っていた。

「ひゃ!?　な、何する気よ変態！」

　咄とつ嗟さにビンタをしようと手を出すけど、それは空を切ることになる。

「え？　いきなり黙ったのはお前だろうが。別に変なことなんてしないっつの」

　ビンタを軽く避け、変なものを見るような視線をアタシに向けてくる。

「なぁ、一つ思ったんだけどさ」

　彼が、ばつが悪そうに頭を掻かきながら、ゆっくりと口を開いた。

「仮に、仮になんだけど。俺おれが最初から【無理想像アブストラクト】だったとしたらさ、こう考えられないか」

　多分、彼はアタシと同じ考えに至ったのだろう。まだ確信はないようだけど、それはきっと正解だ。

「俺が前に一度このゲームに参加してたってことは、考えられないかな」



「その通りだよ」



　幻聴、じゃない。

　部屋の扉が開いて、そこから制服姿の幼女――魅影鬽黒が入ってきた。

「「…………え？」」

　アタシと彼の声が、完全に重なった。
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「その通りだよ」

　突然の声。どことなく幼く、それでいて凛りんと透き通った、鈴を転がすような声。

　扉の近くに、魅影鬽黒が佇たたずんでいた。

　腰まで伸びた黒い髪は癖毛一本なく下に伸び、その顔は精巧に作られた人形よりも精せい緻ちで、その体はランドセルを背負って「小学生です」と言っても違和感を感じないほど幼かった。

「「…………え？」」

　ピリカと声が重なる。

　それもそうだろう、突然自宅に黒髪幼女が侵入してくれば、驚かないほうがおかしい。

「アンタ、どうやってここに？」

　彩さいの思ったことを先に言葉に変換するピリカ。

　当然すぎる質問に対し、鬽み黒くろは相変わらず無表情で答える。

「もう気づいているんだろう？」

　全然答えになっていなかった。だが、理解できてしまった。

「……一応訊きくぞ？　どうやって入った」

　もちろん、部屋ではなく玄関に、しっかり鍵かぎをかけた。

　この質問にも表情を変えず、鬽黒はブレザーのポケットから何かを取り出す。

「合鍵を持っていたので、入るのに苦労はしなかったが？」

「いや、なんでそんなものを持ってるんだ？」

　この家の鍵を持っているのは、幼おさな馴な染じみ三人と妹、そして父だけだ。家族でも幼馴染でも、ましてや記憶上友人ですらない鬽黒が、持っているわけがない。

「少年がくれた」

「いつ？」

「半年くらい前か」

　まったく記憶にない。だが、家にある鍵はなくなっていないし、幼馴染が鬽黒に鍵を与えるというのも考えられない。ならば、過去に彩が渡したものなのか。

「鬽黒。俺おれとどこで、どうやって出で逢あったか教えてくれないか？」

　半信半疑。だがここまできて分からないほど、彩は鈍くない。

「まだ、思い出してはいないのか。まぁ、そもそも君自体がこのゲームにおいてイレギュラーな存在なのだから、記憶が戻っていなくても仕方ない、のか？」

「イレギュラー？」

「そう。普通なら、ありえない存在。乳牛、貴様も気付いているのだろう？」

　鬽黒が彩からピリカへと視線を移す。それに合わせ、彩もピリカの方へ視線を向けるが。

　ピリカはばつが悪そうに、下を向いていた。

「おそらく、"Over Image"も予想していなかったのではないかな？　だからこそ、前例のない君という存在に、最初からＡクラスの位を与えた」

「それって、つまり――」

　鬽黒は悲しげに微笑ほほえむ。泣きそうに見えるのに、嬉しそうにも見える不思議な表情。

「どうすれば、思い出してくれるのだろうか」

「わからない……」

「記憶が無くなっても、事実がなくなるわけじゃない。私と君は一年前出逢って、二ヶ月前に逢えなくなった」

　二ヶ月前、このワードに彩さいの体が反応する。

　それは、大事な人間が次々と不幸に襲われた頃ころ。彩にとって、決して良い記憶ではない。

　大切な人の不幸と、鬽み黒くろと逢えなくなったのが同時期？　これは偶然だろうか。そんなはずはない。

　ピリカに説明されたルールの一つを思い出す。【退場ロスト】した【イマジネーター】は、"Over Image"に関する記憶を失う。

　もし、彩の記憶の方に間違いがあるのだとしたら？

　鬽黒の言葉が全すべて正しくて、自分と鬽黒が旧知の仲なのだとしたら？

　答えは、簡単に導き出せる。

　鬽黒は彩の前に立ち、そして――跪ひざまずいた。

　左ひざを地面に着き、右腕を構え、頭を垂れる。騎士が主君にするように。

　そして決心したように頷うなずき、一度目を閉じ、そして、瞳ひとみに悲しげな光を灯ともして口を開いた。



「あなたとは一年前――――《反転世界》で出で逢あったのです」



「　　　　　　」

　予想していたとはいえ、一瞬頭が真っ白になる。

　――兆候は、あった。そう、いくつも。

《反転世界》を懐かしいと思ったのも。

【退場】した【イマジネーター】は記憶を失うというワードが引っかかったのも。

　最初からクラスがＡだったのも。

　鬽黒は彩を知っているのに、彩だけは覚えていなかったのも。

「そういうことか…………」

　考えれば考えるほど、鬽黒の言っていることが事実だと脳が告げる。

　でも、それは酷ひどく辛い事実を彩に突きつけることになった。

　自分がかつて【イマジネーター】だったなら。

　一度【退場】したから鬽黒のことを忘れていたのだとしたら。

「みんなは…………俺おれの所せ為いで不幸になったんじゃないか」

　魂の抜けたような言葉は、否定も肯定もされることなく、空気に溶けて消える。

　彩の最も恐れることは、大事な人間の身に何かが起こることだ。

　ずっと一緒にいた大事な人だからこそ、幸せであってほしい。

　なのに。

　彩が【退場】したから。彩が不幸を恐れたから。

　妹はいまだに意識を取り戻せず。

　足の速い幼おさな馴な染じみは二度と走れなくなり。

　水みな母もは家に籠こもり。

　全員の人生を壊したのは、他ならぬ彩さいだった。

「……は、ははは…………」

　それにもかかわらず、自分は全すべてを忘れて高校生になり。

　全てを忘れて玉たま求きと笑って過ごし。

　全てを忘れて見舞いに向かった。

「全部……俺おれが悪いんじゃないか」

　それなのに、自分は願った。

　不幸をなかったことにしてほしい、と。

　自分の所せ為いで不幸にしておいて、自分がそれを取り消そうとした。

　なんと滑こつ稽けいで、馬ば鹿かなのだろう。

　そして、全てを認めたからか、彩の頭に何かが流れてくる。

　それは、消えた前回のゲームの記憶。

　何を願って戦いに参加したのか、その動機は思い出せない。

　だが、彩は願いの為ために何人もの人間を【退場ロスト】させ、そこで当時Ｃクラスだった鬽み黒くろを助け、そしてある日、鬽黒を庇かばって【退場】した。

　Ａ―３クラスというのは、彩が《侵しん蝕しよく》の能力を発現したからついたのではない。

【退場】したときのクラスが、Ａ―３だったのだ。

　鬽黒の顔を見る。

　そうだ。

　彼女は元々、弱々しく、柔らかい敬語を使う少女だったではないか。

　思い出した今は、古臭い言葉を使う鬽黒が不自然でしょうがない。

「お前、いつの間にかＡ―２になってたのか」

　彩が【退場】してから二ヶ月、随分と昇格したものだ。

「…………頼れるあなたが、いなくなってしまいましたので」

　一人で戦わなければならないと、必死だったのだろう。

　彩は二つの罪を犯した。

　一つは【退場】することで大事な人間を不幸にしてしまったこと。

　もう一つは、一度助けた鬽黒を、中途半端な段階で一人にしてしまったこと。

　彼女は一人で戦い続け、今朝だって自分の腕が斬きられても彩を優先したのに。

　殺されかけても自分を助けてくれたのに。

　自分を守ると言ってくれたのに。

「なぁ、鬽黒」

　違う。こうじゃない。自分は鬽み黒くろなんて呼び方をしていなかったはずだ。

　どうやら一度に全すべてを思い出せるわけではないようだ。

　それでも、これぐらい思い出せないでどうする。

　彩さいは口を開く。



　　　　■◇◆□



「――――よかった」

「……………………え…………？」

　私は驚きを隠せないでいた。

　よかった。彼は今、そう言ったのだ。

　ありえない。そんなことを言うはずがない。私とは違う意味で驚いているのか、乳牛も目を丸くしている。

　彼は、私を庇かばって【退場ロスト】した。

　それはつまり、彼に降りかかった不幸全てが私の所せ為いということだ。少なくとも、私はずっとそう思っていたし、今朝彼に逢あってからずっと、罪悪感で胸が押しつぶされそうだった。

　一年前、当時Ｃクラスだった私は、Ａクラスの前に無力だった。私の《影》は効かず、かといって私を【退場】させもしない。ただただずっと嬲なぶられ続けた。

　それを助けてくれたのが彼――真ま白しろ彩だったのだ。

　周り全てが敵。それが"Over Image"の常識だと思っていた。他人の願いを踏ふみ躙にじる以上、殺し合い以外で他人と関かかわれるなんて思ってもいなかった。

　だけど彼は私の前に颯さつ爽そうと現れ、そのＡクラスを倒した。それだけではなく、それからもずっと弱い私を守り続けてくれた。

　自分が【退場】するその寸前まで。

　私は決めたのだ。

　もし、もし再び彩と共にいることができたなら、今度は自分が守ろうと。

　でも、それは自分の勝手な想おもいで。彩は自分を恨んでるかもしれない。そう考えると、どうしようもなくいたたまれなくなるのだ。

　記憶が戻ったら、拒絶されるかもしれない。

　それが、どうしようもなく怖かった。

　でも、思い出してもらいたい。

　忘れられたままは、辛いから。

「今のお言葉、どういう意味でしょう……」

　声が震える。苦しい。呼吸とはこんなにも難しいものだったか。

　この喋しやべり方こそが、私の元々の口調だ。彼を失ってから、強くあろうと喋り方を変えたが、私のことを思い出した彩さいの手前、気取る必要もないだろう。

　彼は、笑っていた。

　安心したように、嬉しそうに。でも、どこかぎこちない。もしかしたら、彼が失ったなにかと関係しているのかもしれない。

　俯うつむく。これ以上、彼の顔を見ていられない。

「お前が無事でよかったって、言ったんだよ――ミク」

　ポン、と。

　温かい手のひらが、私の頭に置かれる。

　懐かしくて、優しくて。頼もしくて、かっこよくて。

　いつも自分を守ってくれた男の手が、私の頭を撫なでた。

「ゆ…………許して、くれるのですか」

　震える声は咽むせび声になっていた。涙が流れているのがわかる。

「そもそも怒ってないよ。【退場ロスト】したのは、俺おれの実力不足さ」

　そう言って、私の頭をくしゃくしゃにする。この荒いやり方は、彼が照れてるときにやるものだ。

「それより感謝したいくらいだよ。今朝と昼間、俺を助けてくれただろう」

「い、いえっ、当然のことをしただけです。あなたは、私の恩人ですから」

「そっか。でもミク、わかってるか？」

「なにが、ですか？」

　私の言葉に、彼は声のトーンを一段階下げて答える。

「俺は、ミクが知ってる俺とは、違う」

　鬽み黒くろにはわかる。彼が言っていることは冗談ではない。

　言われてみればその通りだ。

　彼は一度"Over Image"に関する記憶を失った。そして、その状態から二ヶ月も生きている。価値観も変わっているし、考え方も変わっているのは当然だ。

　今の彼は、昔を思い出して喋っているだけで。昔の彼が喋っているわけではない。

　サンタを信じていた頃ころを思い出しても、今更サンタを信じられないのと同じ。

　昔の自分を思い出しても、彼には今の自分が形成されてしまっている。

　願いも、バースカラーも、昔の彼とは違う。

　彼のことだから、きっとまた誰だれかの為ための願いなのだろうけど。

「なぁミク。それでもいいのか？」

「いいのか、とは……？」

「今の真ま白しろ彩さいでも、お前は付いてくるのかってこと。お前は俺おれに守られるほど弱くない。お前にはお前の願いもあるだろう」



「関係ありません」



　私は即答する。答えを用意していたように。

　未だ跪ひざまずいている状態なので彼の表情は確認できないが、頭を撫なでる手が止まったから、驚いているのだろう。

　私は返事を待たずに続ける。

「もし、もしあなたが許してくださるのなら、私は、あなたの傍にいたい。もう、あなたに守られるだけの弱者じゃない。今なら、あなたを守れるから」

　私にとって、彼といた十ヶ月はそれほどまでに大切なものだった。彼と出で逢あう以前と以後で人生を二つに分けられるくらいに。

　だから、彼が許してくれるなら、もう一度、一緒に戦いたい。

　静寂が、部屋を包んだ。

　息を呑のむ音すら響くような、沈黙。普段は気にも留とめない時計の針の音や、蛍光灯の立てる微かすかな音まで、耳に突き刺さるように入ってくる。自分が興奮しているのか、冷静なのかもよくわからない。

　時計の秒針が、どれだけ進んだだろう。彼が口を開いた。

「これからもよろしく頼むよ、鬽黒」

　体が熱くなるのがわかった。安心して。

　涙が溢あふれるのがわかった。嬉しすぎて。

　堪こらえきれずに嗚お咽えつが漏れる。驚くほど涙が出た。ぐしゃぐしゃになった心を抱えきれず、彼の目の前で涙を流し続けた。

「あ、ありっ、がとう……ございます」

「でも、敬語はいらないよ」

「…………ぇ？」

　彼は私から手を離し、両手で無理やり私の顔を上げて言った。

「俺は昔の俺じゃない。お前も昔のお前じゃない。変なところに固執するな」

　頬ほおが温かい手で少し潰つぶされて、その後伸ばされる。

　彼は笑っている。相変わらず綺き麗れいな形ではないけれど、人の震えを止めるような笑み。

「な、なにひゅるんれすか」

　上う手まく喋しやべれない。舌足らずな子供の方がまだまともに喋れるだろう。

　振り払いたいが、できない。いや、彼に触れられている状況は、本当に待ち望んだものなのだ。この温かい手にもう一度触れることができるなんて、思っていなかったから。

　彼は指で私の涙を掬すくって、額を軽く叩たたいた。

「敬語は無しだって、言ったぞ？」

「で、ですが」

「じゃあ、俺おれも魅み影かげ先輩ってお呼びしますよ？」

　彼がからかうように敬語を使う。

　私は少しだけ笑ってから、たどたどしく答える。

「す、すみません。い、いや、すま、ない……」

「よし」

　彼が手を離した。

「あっ……」

「ん？　どうした鬽み黒くろ」

「い、いや、なんでも、ない」

　自分の両手で頬ほおに触れる。熱が逃げないように。

「そ、それよりっ！　少年は【調整者バランサー】になるのか？」

　ベッドの上で黙っていた乳牛の眉まゆが揺れる。彼も少し驚いたように目を見開いていた。

「まさか」

「ならば《誠孤焔舞アーク・リーク》と戦わねばならないな。戦い方は思い出せたのか？」

「いや。まだ、思い出せない。思い出せるのは、鬽黒のことと、俺がＡクラスだったってこと。それと、【退場ロスト】したってことだな」

　全すべてが全て思い出せるわけではないようだ。察するに、私の言葉とリンクした記憶だけを思い出しているようだから、ゲームの話をしているうちに思い出すことだろう。

「今のところ他のルールや、昔のバースカラー、最後に戦った【イマジネーター】は、思い出せないということか」

「そうだな。でも、いずれ思い出せるだろ。お前のことも思い出せたんだからさ」

「え？　あ、う、うむ…………。そうだな」

「えーと、それと、できれば少し、一人にしてほしい」

「んむ？　そ、れは構わないのだが……」

　どういうことだろう？　なにか怒らせるようなことを言ってしまっただろうか。

　私がそんな心配をしていると、彼は誤ご魔ま化かすように笑って言った。

「いやいや、少し考え事があって。お願いできるか？」

「あ、あぁ、もちろんだ」

　私はコクコクと頷うなずいて、彼の部屋を後にしようとするが。

「ピリカも。すぐ下に行くから、待っててくれないかな」

「…………いいケド」

　不満そうに頷うなずきながら、乳牛が私の後に続く。先ほどまで黙っていた乳牛だが、私と彼のやりとりを見て何かを思ったのだろう。まぁ、興味ないが。

　この女は何かと私を敵対視していたから、またいきなり戦いを吹っかけられないか多少不安だ。

　他人に興味などないが、この女と戦ったら彼が悲しむだろうから。
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　鬽み黒くろとピリカが階段を下っていく音が聞こえる。それを確認してから、彩さいは言葉を発した。

「…………何をやってるんだ、俺おれは…………!!」

　デスクを両手で思い切り叩たたく。ガラス製のデスクが小さく震え、手に熱い痛みが走る。

　鬽黒が生き残っていたのは、素直に嬉うれしい。

　二ヶ月前はＣクラスだった鬽黒も、今やＡクラス。今朝や先ほど見た想像も立派だった。自分が抜けてからの二ヶ月が、それほど苛か烈れつを極めたということだろう。

　あの少女は、自分がいなくなってから、独ひとりで戦い、戦士になったのだ。

「…………っっ」

　自分の所せ為いではないか。

　幼おさな馴な染じみが、妹が。全員まとめて不幸になるのは変だと思った。不幸以外の言葉で表せない事件の連続を、何度も不可解だと思った。

　それはそうだ。不幸でこそあれ、偶然ではなかったのだ。

「全部、全部……俺が悪いんじゃないか…………」

　鬽黒の前で、泣き言を言うわけにはいかない。そんなことをしたら、責任を感じてしまうに違いないから。そうしたら、小さな彼女の心は潰れてしまうから。

　立ち上がり、壁の前に立つ。拳こぶしを血が滲にじむ程握り締め、壁を殴った。

　部屋が微かすかに揺れた気がした。気のせいだろう。

　――自分のせいだ。あぁその通りだ。

　――どうすればいい？　なにをしても過ちは消えない。

　――なにを願って戦えばいい。この手でこれ以上、何を奪えばいい。

　――そんなの、答えはもう出てるくせに。

　右手を眺める。

《色彩世界》で負った傷は、消えない。

「でも、すっきりした」

　自分を許せないから、自分を傷つける。なにも間違ってはいない。答えさえ見つければ。

　彩さいは決心するように自分の両りよう頬ほおを叩たたき、ノートパソコンへと手を伸ばした。

　決めた。

　もう何も無くさないために。

　戦うために。負けないために。

「やってやるよ」

　彩の瞳ひとみから、迷いが消えた。
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「アンタ、どういうつもりよ」

　階段を下りてすぐに、背中に声がかかった。

　声に乗る苛いら立だちから、だいぶ機嫌が悪いのだとわかる。

「……なんのことだ」

　振り向かずに答える。あくまで平静を装って。

「昔からの知り合いなんでしょ？　アンタがアイツを守りたいんでしょ？　アタシが邪魔なんじゃないの？」

「邪魔だな」

　窮地に陥ったこの女を救いたいと彼が言ったとき、面倒くさいと思った。

　だって、悲しいじゃないか。

　彼の優しさは、私にだけ向けられたものではないと、目の前で確認するのは。

「……っ。だったらなんで、あのときアタシを【退場ロスト】させなかった。なんでわざわざ爆発男を退けて、アタシを助けたのよ！」

「彼がそれを望んだからだな」

「でもアンタはそれを望んでなかったんでしょうが！」

「うるさい女だな。何な故ぜ命を助けた私が、怒鳴られなければならないのだ」

　煩わずらわしい。

　私は基本的に人間が嫌いだ。

　どいつもこいつも自分勝手で。わけのわからない理論を片手に他者を蹂じゆう躙りんする。

　この女もそうだ。一度見逃してやったら、その恩を忘れるどころか逢あうたびに戦いを挑み、そして負けては挑み続ける。

　今度は助けてやったのに文句だ。理解に苦しむ。

「アンタの真意がわからないって言ったのよ！」

「ないよ。私に真意などない。だがそうだな、あえて言うなら『真白彩ましろの思うままに』だな」

「…………じゃあ、あれは？」

　乳牛、もとい金髪女の声が小さくなる。

　私は振り向き、金髪女の顔を見た。

　よく出来ている――多分この女は世間一般でいうところの美人なのだろう。

　どうでもいいが。

「あれとは？」

「初めて戦ったとき、なんでアタシを【退場ロスト】させなかったのよ。あのときアイツはもういなかったんでしょ？」

　また、めんどうなことを訊きく女だ。

「言っただろう。殺す必要がなかったからだ」

「そんなワケないでしょ！　Ｃクラスのアンタが、Ａクラスのアタシを殺さない理由がないわ！」

　…………なんで？

　そんなの――。

「貴様を殺さなくても、Ａ―１にはなれる」

「話が逸それてる。アタシを倒さなかった理由にはならない」

「…………つまりなんだ？　殺してくださいと、そう言っているのか」

「やってみなさいよ」

　苛いら々いらする。こんな女ごときに、言い負けてる。

「あの時の私に、叶かなえたい願いなどなかった！」

　彩さいを失った直後に、願いなんて叶えたいとも思えなかった。だから、この女を【退場】させなかったのだ。

　かつて私を嬲なぶったＡクラスの【イマジネーター】は、私を攻撃しながら、笑っていた。願いの為ための殺し合いに、楽しさを見み出いだしていた。

　私はそうならない。絶対に、無意味な殺人なんてしない。

　それをしてしまったら、私は自分が忌み嫌う人間と同じになってしまうから。

「叶えたい願いもないのに、貴様を【退場】させ貴様に恐怖を与えたら、私はただのクズになってしまう。他人の願いを踏ふみ躙にじる以上、【イマジネーター】はそろって最低の人間だ。だがそれでも、私は人間までやめるつもりはない」

　矜きよう持じすらも失った殺人はただの殺さつ戮りくだ。

　私はそうなりたくない。ただ、それだけだ。

　金髪女は答えに満足したのか不満なのか、真面目まじめな顔で黙り込む。

　なんで私が、こんな女に本音を漏らさなければならないのだ。

「ふふっ、あははははっ」

　急に、金髪女が笑い出す。

　乳ばかりに栄養がいくとこうなるのか。気をつけよう。

「アンタ、思ってた以上に変な奴やつね。ゲームの参加者が願いがないとか、ありえない」

「貴様だけには言われたくないがな」

「でも、似てる」

「…………誰だれにだ」

　金髪女は楽しそうに笑うだけで、答えない。

　私が似ている？　誰とだ。

「いいわ。わかった――魅み影かげ鬽み黒くろ！」

　なにやら急に元気になりだしたな…………。めんどうくさい。

「アタシはいつかアンタを倒すわ！」

　何かと思えば宣戦布告、か。

「構わないが、そう何度も半殺しにされて楽しいか？」

「ふんっ。アタシは絶対にアンタを倒すの。倒して、【退場ロスト】はさせない」

「………………はぁ？」

　それじゃあ、何のために戦うのだ。

「アンタを倒してアタシの方が強いって証明してみせるわ！」

「強さの証明？　それに何の意味がある」

　戦いは手段であって、目的じゃない。

「それまで、いつかアンタを倒すその時まで、一時休戦にしてあげる」

「なんだそれは…………あぁ、そういうことか」

　めんどうくさい女だ。

　これだから人間はめんどうくさい。

　金髪女は理由が欲しかったのだろう。

　今まで戦い続けてきた相手と、手を組まねばならない。

　それは金髪女の中で納得できないもので、でもそれは気持ちの問題だ。

　だから、気持ちのほうを納得させようとしたのだろう。

　それで、どういうわけかライバル認定で金髪女の心には整理がついたらしい。

「くくっ」

　笑ったのは、私だった。

「なに笑ってるのよ？　キモっ」

　後で殺す。

「貴様のほうが、私より変だよ」

　殺すではなく倒す。

　このゲームには不適切な言葉。

　まったくめんどうな女だ。

　だが、嫌いでは、ないかもしれない。
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「少年、私たちの陣形だが、乳牛を捨すて駒ごまにして突っ込ませ、相手に出来た隙すきを私達二人で突くというのでいいかな？」

　リビングへ行くと、食卓に向かい合わせで座っていた鬽み黒くろとピリカが揃そろって彩さいを見た。

「いいわけないでしょ！」

　ピリカが叫ぶ。が、鬽黒は悪びれもせずに続ける。

「そうだな、捨て駒ではなく切り込み隊長のほうがいいか」

「同じじゃない！　アタシ一人先行させようとするのがダメって話！」

「だが、誰だれかが犠牲にならねば……」

「犠牲!?　犠牲って言ったのアンタ!?」

　ピリカが立ち上がり食卓を叩たたく。

「仲いいな、二人とも」

「「よくない！」」

　揃って否定する二人だが、少なくとも険悪ではないように見える。

　彩が部屋にいた間に、何かがあったようだ。

　彩は鬽黒の隣の椅い子すに腰を下ろす。

「それで、冗談は置いておいてどうするんだ。《誠孤焔舞アーク・リーク》は、放っておいても俺おれらの前に姿を現すかな」

「そうね。《誠孤焔舞》の仲間も、《灰煙廃人バースト・ゴースト》くらいでしょうし。アタシ達三人相手に仲間一人ってのはないでしょう」

「《灰煙廃人》とは、乳牛が無様に負けていたあれか」

「あ、相性が悪かったのよ！」

　ピリカは透き通るような白い肌を紅あかくして、叫ぶ。

「そうだな。折せつ角かくＡクラスが三人いるのだ。相性ごときで負けてはならない。《灰煙廃人》は私が引き受けよう」

「取とり敢あえず明日までは一緒にいたほうがいいわね。《誠孤焔舞》を倒せば、【無理想像アブストラクト】であるアンタを守る必要はもうないしね」

「まぁ、そうなるな」

　自分の身は自分で守れるなら、ピリカを家に泊めて守ってもらう必要はない。

「鬽み黒くろも泊まっていくんだよな？」

「無論だ」

「うん、それはいいんだけどさ、親おや御ごさんとかは？」

「気にするな。あの人達は私に興味がないだろうから」

　両親のことを『あの人達』と表現したのは気になるが、鬽黒が気にするなという以上詮せん索さくするのも無粋というものだろう。

「んー。じゃあ、二人は俺おれの部屋と両親の部屋を使ってくれ。俺はソファーで寝るよ」

　俺の部屋、という言葉に二人の少女が反応する。

「う、うむ。そうだな。では私が少年の部屋で寝よう。仕方なくな」

「い、いやアタシが寝てあげるわ。だ、だってさっきベッドの上に座っちゃったしね。仕方なくよ、仕方なく！」

　何な故ぜか二人ともそわそわと落ち着かない。何か気に入らないことでもあったのだろうか。

「嫌なら、俺が自分の部屋で寝るけどさ」



「「それはダメ（だ）！」」



「え、えぇー…………」

　そんなにソファーで寝るのが嫌なのだろうか。首を捻ひねる彩さい。

「乳牛が少年の部屋で何かしでかしたら大変だからな！　私が少年の部屋を管理しよう」

「おチビさんがパソコンとか壊しちゃったら大変だからね！　アタシがあの部屋を使ってあげるわ！」

「いや、お前にはあれがオススメだぞ。その、ほら、外とか？」

「外!?　人の家に泊まりに来てなんでアタシが野宿しなくちゃいけないのよ！」

「何故牛に部屋を割り当てねばならんのだ。貴様は他のところで寝ればよかろう。たとえば、ほら、屋根とか？」

「なんでアタシを屋外に出そうとするわけ!?　ていうか後から来ておいて生意気すぎ！」

　いがみあう二人を見ながら、彩はゆっくりと、明日起こるであろう戦いについて思考を始めた。

　何か大事なことを忘れているのを、見落として。



　時計の針が夜を知らせる。

　午後八時。気付けばもうこんな時間になっていた。夕飯は、作ろうとも思ったが手間と時間がかかるため断念。ピリカは嫌がっていたが、コンビニの弁当で済ませた。現在は、鬽み黒くろが入浴中のはずだ。

「ふぅ、いい湯だったよ」

　悠然と、リビングに入ってきたのは、魅み影かげ鬽黒。

　幼い体つきと童顔をものともしない凛りんとした雰囲気を持つ黒髪の少女。

　が、猫耳フードのついたパジャマを着ていた。

「…………驚くほど似合ってるな」

　正直にそう漏らすと、鬽黒は「そ、そうか？」と頬ほおを上気させた。

　似合っている。ジッパーのついている猫耳フード付きパーカー。濡ぬれた髪から伝う水滴や火照った顔が妙に色っぽい。

　妹――現在は家にいない妹が小学生の頃ころに着ていたものなのだが、ここまで似合うとは。

「まぁ、私はスタイルがいいからな。なんでも似合ってしまうのだ」

　と、無い胸を張る鬽黒。

「スタイルがいい？　あ、あぁ、そ、そうだな」

　鬽黒の体のどこを見て「スタイルがいい」と言えばいいのかわからない彩さいは、目線を逸そらして取とり敢あえず同意する。

「おい目を逸らすな。わ、私だってな、あと五年もすれば」

「いや、その時には成長期どころか成人してるよ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　彩さいの指摘に鬽み黒くろはつまらなそうに唇を尖とがらせる。

「ふんっ、まぁいい。それより、少年も入ればどうだ？」

「ん？　あぁ、そう、だな。いやでも、ピリカが入ってるだろう？」

「あの女なら銭湯に行かせたが？」

「追い出したのか!?　やりすぎだろう……」

「冗談だ」

「冗談なら冗談っぽく言ってほしいよ……」

　基本無表情の鬽黒から言葉の真偽を見定めるのは難しい。

　しかも、ピリカ関連の言葉は冗談に聞こえないのだ。

「だが、男なら女の風呂くらい覗のぞいておいたほうがいいのではないか？　乳牛の胸など、誰だれかに見られるためにあるようなものだろ……ふんっ」

「いや、なんだそのよくわからん話は。普通に覗きは犯罪だ」

「でも実際は？」

「いや覗かないぞ？　何な故ぜここで誘導尋問？」

「大きいのと小さいのだったら？」

「だからなんなんださっきから。別に俺おれは女性の胸の大きさとかは気にしないよ」

「なるほど、そうなのか……」

「なぜそこで顔を赤くするんだ……？」

　鬽黒と生産性のない会話をしていたそのときだった。



「きゃ!?　な、なによこれ!!」



　ピリカの叫び声が聞こえる。

「どうした？」

　彩はソファーから立ち上がり、浴室へ向かう。

　すれ違い様の鬽黒の笑顔の正体に気付くのに、一分もかからなかった。



　扉を開けると同時に聞こえたのは、ぴちゃ、という水滴の落ちる音。

　視界に映ったのは、水に濡ぬれたピリカの裸体。

　透き通るような、それでいて熱の通った白い肌。細い足、括くびれた腰、モデル顔負けのプロポーションに、輝きを放つ黄金色の髪。そして、胸。服越しからでも充分に大きいことはわかっていたが、比ではなかった。圧巻といわざるをえない。要するに、全裸だった。

「いや、違う違う」

　彩は首を振る。呑のん気きに女子高生の裸体解説をしている場合ではない。

　蒼あおい双そう眸ぼうは「死ぬ前に一言どうぞ？」と言いたげな瞳ひとみで彩さいを見ている。

「違うんだピリカ」

　もう遅い。弁明までの間がありすぎた。

　だからと言って、思わず見蕩れてたなんて、言えるわけがない。

「…………水がね、出てきたのよ」

「――――ぇ？」

　殺意を押し殺したピリカの声。

「蛇口を捻ひねったらね、冷水が出てきたの」

「あ、そ、それは、蛇口の近くに小さなタッチパネルがあるからそれで…………」

　違う。お湯の出し方を説明している場合ではない。

「そ、ありがと」

　一見冷静。騒いで彩を殴ることも、恥ずかしがって隠すこともしない。

「え、い、いや、違う。わざとじゃない……信じてくれ」

　無罪を主張する罪人のようになってしまう彩。

「知ってた？　生物って電気信号で動いてるの。生物電流ってやつ？」

「な、なんの話だ……？」

　ピリカはゆっくりタオルで体を覆おおいながら、笑顔で続ける。冷静。もしかしたら、話が通じるかもしれないと、彩が希望を見み出いだしたその時。

「つまりあれよね？　アンタの頭に電流流し込めば、記憶の消去も可能よね!?　どれがいい？　電撃？　雷電？　それとも、か・み・な・り？」

　新妻のような口調で死刑執行を宣言するピリカ。彩を寒気が襲う。

「ごめん、すまん。俺おれが全面的に百パーセント悪い。謝るからっ！」

「へぇ？　ラッキースケベを騙かたる気なのね？　でも残念、アタシの祖国では女性の裸体を勝手にみた男は死刑なの」

「一体どこに住んでたんだよ……！」

　ピリカは胸から下をしっかりタオルで隠し終えてから、魔女のように笑った。

「死罪よ死刑よ逆ぎやく徒との粛清よ！　死んで詫わびなさい！」

「わざとじゃないんだ、信じ――」

「わざとじゃなくても、それはアタシの裸を見ていい理由にはならないわ！」

「……お、仰おつしやるとおりです」

　そしてピリカは、詠唱した。



「――【反転】“〝表→から裏へ”〟」



　世界から、色が消える。

　彩さいの顔から、生気が消える。

「い、いやいやいや、ピリカ？」

　機嫌を窺うかがうように顔を覘のぞくと、そこには能面のような笑顔を貼はり付けたピリカがいた。

「――【antiqueアンテイツク goldゴールド】オーバーイメージ」

　ピリカの周りで、くすんだ金色の《雷電》が創造される。

　そして、

「支配された軌道オービテアリー・トラフイカー☆」

　満面の笑みのピリカの指示の下、いくつもの雷電が彩を襲った。

　風呂一つで【退場ロスト】しかける彩だった。



　　　　■◇◆□



「なんなのよ、アイツ……」

　アタシは彩の両親の部屋に居た。魅み影かげ鬽み黒くろが彼の部屋で（最終的にアタシがじゃんけんで負けた）、アイツは一階のソファーで寝るとのこと。ちなみに、服は彼の母親のものを着ている。センスが若いのは、そのまま母親の若さか。そういえば、彼の母親はどこにいるのだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　ベッドに寝転がり、枕まくらを腕に抱えて、彼のことを考えていた。

　世界は敵とそれ以外だ。

　味方なんていない。

　それが今までのピリカの考え。

　人間は裏切る生き物だ。好意を、厚意を、善意を、期待を、友情を、愛情を、恩を。

　信じれば、とんでもないしっぺ返しを喰くらう。

　そんなこと、随分と前に気付いていて、だから人間には絶望していたはずなのに。

　マシロサイ。自分を味方だと言い放った男。

「しかも……アタシの裸見るしっ！」

　文句を言ってみるけど、不思議と怒りは湧わかない。まぁさっき発散したしね。

　興味本位で関かかわってくる人間と敵である【イマジネーター】を除けば、アタシに進んで関わろうとする人間はみんな無だ。

　興味が湧かないのだ。関わろうという気すら起きない。だからアタシはずっと独ひとりだった。別にそれを悔いたことも、恥じたこともない。

　人間は近い波長を持つもの同士で徒党を組む。今までは自分のレベルに見合う人間がいないだけだ、そう思ってた。

　だが、もしかしたら違うのかもしれない。

　アイツは、決してアタシと波長が近いわけではない。だが、それでも、アイツと関わるのは不思議と嫌ではない。

　――友達を裏切るわけないだろ！

「っっっ！　なに思い出してんのよアタシ！」

　彼の言葉を思い出すたびに、顔が熱くなり、胸の辺りがもやもやする。

「もういいっ、寝る、寝るわ！」

　気付けば彼のことばかり考えてる自分が急に恥ずかしくなり、振り切るように布団を頭から被る。

「――友達、かぁ」

　今日は失敗したけれど、明日はアイツを名前で呼べるだろうか。

　アタシはゆっくりと目を閉じ、明日起こるであろう戦いに備えて眠りについた。



　　　　■◇◆□



「起きろ、少年」

「…………ん…………あ……ふぁ……」

　朝。十一時。真ま白しろ家。リビングのソファー。

　普段は閉じ切っているはずの黒いカーテンは日光を誘いこむように開かれ、導かれた太陽光は遠慮なく寝起きの彩さいに降りかかる。

　まったく眠った気がしない。今が朝ではなく夜だと思いこみたいが、開け放たれた窓から差し込まれる清涼な空気とさわやかすぎる光が、彩の幻想を否定する。

「朝だぞっ」

「だぞっ、て言われても……」

　太陽の光に目を細めながらも、彩は瞼まぶたを開く。

「んむ。いい朝だ。まぁ、昼前だがな」

「そうだな……」

　ちなみに今日は土曜。休日だ。

　普段なら後三十分は寝ているところ。かなり眠い。

「生返事するな。しゃきっとしろ」

　鬽み黒くろが彩の前で両りよう膝ひざをついて、タオルケットを奪い取る。

　春先なので、それくらいでは起きる気にならない。

「お・き・ろ」

　耳元で鬽黒が囁ささやく。やけにくすぐったい。

　小さくても女性だ、と主張するように鼻孔をくすぐる温かい匂におい。自分と同じものを使ったとは思えないほどに薫るシャンプー。寝起きにもかかわらず寝ぐせ一つなく直毛を維持する美髪。円つぶらな瞳ひとみ、やけに魅力的なピンク色の唇。ブカブカの黒い猫耳付きジップパーカー。

「私のような“〝もえる”〟女子に起こされると、男は感極まって昂たかぶるのではないのか？」

「そんなのどこで習ったんだよ……」

　欠伸あくびを一つ漏らし、そして二度寝――。

「少年、起きるのだっ」

　再び耳元で囁く鬽黒。

「……あとちょっと」

「どれくらいだ？」

「地球が一周するくらい……？」

「二十四時間、だと!?　馬ば鹿かなことを言うなっ」

　次の瞬間、彩の腹に衝撃が走る。小さな足が腹に食い込む。

「…………悪かったよ、今起きる」

　彩は渋々立ちあがり、鬽黒からタオルケットを受け取ると、適当に折り畳んだ。

「それでいいのだ」

「ピリカは？」

　折り畳んだものをソファーに置き、欠伸あくびを一つ。

「何な故ぜ私にあの馬ば鹿かのことを訊きくのだ？　知らないし、興味ない」

　鬽み黒くろが憮ぶ然ぜんとした面持ちで答える。

「あのなぁ鬽黒、仲間なんだから、興味ないはないだろう……」

「そうだな。では水をかけてでも起こしてこよう」

「やめろよ？　普通に起こせよ？」

「……私だけでは、不満か？」

　鬽黒が真剣な表情で彩さいを見上げる。

「なんのことだ？」

「仲間だ。わざわざあの女を仲間にし続ける理由があるのか？」

　その肩が弱々しく震えているのに気付いて、彩は不安を拭ぬぐうように笑って言った。

「別に、お前が頼りないからじゃないよ」

「…………本当か？」

「あぁ、本当だ」

「――んむ。そういうことなら、まぁ……」

　機嫌を直したようで、鬽黒からピリピリした気迫が消える。

「なぁ、少年」

「ん？　朝飯なら和食だぞ？」

　彩は鬱うつ屈くつを跳ね飛ばすように背伸びし、顔でも洗おうと洗面所へ向かう。

「なら、乳牛を仲間にした理由はなんだ？」

「理由……？　そうだな、強いて挙げるなら、俺おれを殺さなかったから、かな」

【イマジネーター】は、出で逢あった瞬間が開戦と同義。そんな中、ピリカは彩に攻撃を仕掛けてこなかった。彩が自分を襲ってくるかもしれないのに、殺さなかった。

　無愛想で無遠慮で一見冷たい反応だったが、それでも【イマジネーター】にしては、優しすぎる。

「少年、君が戦う必要はない。罪滅ぼしも込めて、私が《誠孤焔舞アーク・リーク》を【退場ロスト】させる」

「俺が同じことを言ったら、お前は納得してくれるか？」

　彩が真顔で言い返すと、鬽黒が目を伏せた。

「そういう返し方は、ずるいよ」

「そう返されるようなことを言うな。頼れとは言わないけど、信じてくれ。俺は死なないよ」

　鬽黒の頭を撫なでる。なぜか、そうしたほうがいいと思ったのだ。

「…………まったく。わかったよわからずや。その代わり、死んだら殺すからな？」

「あぁ、気をつけるよ」

　彩さいは確信していた。

　戦闘になったとしても、自分が負けることはない。

　苦戦を強いられることにはなるだろうが、敗北などしない。

　絶対的自信。

　昨日の夜、ピリカが就寝した後に鬽み黒くろに教わった、想像の膨らませ方。

　――これさえあれば、俺おれは負けない。

　その後、ピリカを含めた三人で軽い朝食を取ることにした。

「何アンタ……料理できんの？」

　台所に立った彩を意外そうな目で見てくるピリカ。何な故ぜか鬽黒は誇らしげに「少年の料理は美お味いしいのだ」と腕を組んでいる。そういえば、かつて作ってやったことがあったかと思い出しつつ、冷蔵庫の中身で適当に料理。三十分程経たって出来上がったのは、味み噌そ汁しると目玉焼き、そして焼き魚。

「これが和食ってやつね。マンガで見たことあるわ！」

「あぁ、そうかい……」

　何故か嬉しそうにはしゃぐピリカを軽くあしらい、彩は出来上がった料理をダイニングテーブルに並べる。

　仲が良いのか悪いのか、鬽黒とピリカは隣同士。彩はその向かいに腰を下ろした。

「いただきます」と手を合わせる彩と鬽黒を真ま似ねるように、ピリカも慣れない様子で続けた。「いただきます？　こ、これでいいのかしら……？」と戸惑う姿は可愛かわいらしい。

「うむ、美味しい」

　満足そうに頷うなずく鬽黒。幼い顔に笑みが浮かぶと、彼女が高校生であることを疑いたくなる。

　ピリカを見ると、おそるおそるといった様子で魚を口元へ運んでいた。フォークで。

「箸はしは使わないのか……？」

「なんで二本の棒を使って食事しなきゃいけないのよ」

「あ、そう……」

　感覚のズレは昨日散々実感させられたので、それ以上は何も言わない。

　桃色の唇がゆっくりと開かれ、口の中に魚が入っていく。

「どうだ？」

「ん……。あ、おいしい」

　ピリカは意外な発見をしたとでも言いたげに、目を丸くした。

　そんなピリカに鬽黒が言い放つ。

「だから言っただろう？」

「なんでアンタが自慢げなのよ……」

　そんな二人の会話に苦笑しつつ、彩さいは本題に入ることにする。

「昨日、言ってなかったことなんだけどさ」

　彩が口を開くと、二人は食事の手を止め、彩を見る。

　深呼吸を繰り返し、ゆっくりと口を開いて、言った。



「やっぱり、俺おれはたとえゲームでも、人を殺すつもりはないよ」



　無反応、ではない。二人の表情が固まる。それは『理解不能』の意。

　時計の秒針の音が響く程の静寂が訪れ、彩の背筋から汗が流れる。

　先に沈黙を破ったのは、ピリカ。

「……アンタ、何言ってんの？」

　予想通りの反応。ピリカの反応も当然だ。

「少年、何を考えている」

　彩の真意を測ろうとする鬽み黒くろ。二人とも、最初から彩の考えを否定しようとはしない。

「《反転世界》で人を殺して《色彩世界》で不幸にさせて。自分のクラスに固執して戦い続ける。そんなの、間違ってるだろ」



    

  
    
      



    

  
    
      　昨日戦った少女にも言った通り、彩さいはゲームといえど人を殺す気はない。

　たとえそれが理想論で、参加者としては間違った考えでも。

「アンタ、バカ？　昨日襲われて、まだそんなこと言うの？　じゃあ何、願いは諦あきらめるってことかしら？」

「少年のことだから何か考えあってのことなのだろう？　話してはくれないだろうか」

　理解できない、とピリカ。どうにか理解しようと努める鬽み黒くろ。

　もちろん彩は説明するつもりだった。

「俺おれだって願いは叶かなえたいよ。でもさ、このゲームのルールに『願いを叶えるためには他の参加者を【退場ロスト】させなければならない』なんて、ないだろ」

「……？　当然でしょ。ＲＰＧの説明書に『レベルを上げるためには、魔物を沢山倒さなくちゃいけません』とか書いてある？　ルール以前の問題なんだから不要でしょ」

「あぁ、そうだな。でもこのゲームはＲＰＧじゃない」

「少年は、何か抜け道があると？」

「そうだよ。どんなゲームにも裏技がある。それは"Over Image"にもだ」

　確信があった。きっかけはピリカと鬽黒が初めて戦ったときの話。ピリカは当時Ｃクラスだった鬽黒に負けた。だが【退場】はしていない。にもかかわらず、ピリカは降格したと言った。それはどういうことか。

　"Over Image"から付けられる『強さの順位』は、戦いによる生死によって上下するのではなく、勝負の勝敗で左右されるのだ。

「ゲーム側が二百八十五人の強さの計測をするんなら、『誰だれも殺さず、Ａ―１の奴やつらを倒せば』いいんだよ」

　この方法でなら、誰も殺さず、誰も不幸にせずに、願いが叶う。彩の理想論を、現実にすることができる画期的な方法、だと思った。

「「…………」」

　だが、話を聞いた二人の表情は優れない。

「アンタそれ、どういうことかわかってるの？」

「言葉にするのは簡単だが、そううまく行くとは思えない」

　これは予想外だった。この話をすれば、二人は賛同してくれるものだと思っていたのだ。

「なんでだよ。誰も殺さなくて済むんだぞ？　だったらそれが一番いいに決まってる」

「ほとんどの参加者は、自分の願いを叶えるために他人が不幸になることに、不満なんてないのよ。だって参加者は『誰も殺したくない』んじゃなくて『自分の願いを叶えたい』んだから」

「金髪女の言うとおりだ。君の考えを否定するわけではないが、現実にするには障害が多すぎる。まず第一に、君はＡ―１だけを倒せばいいと言っているが、他の参加者は変わらず君を襲うぞ？　着実にクラスを上げようと、それこそＲＰＧのように、徐々に強い相手と戦おうとする。相手は君を殺そうとしているのに、君は毎回敵を倒すだけに留めるのか？　それでは、戦いの度に退けるのが難しくなっていく。願いを叶かなえたいと言うのなら、敵を殺さないというのは現実的な考えじゃ、ない」

　愕がく然ぜんとする。二人が自分の考えに否定的だったから、ではなく。自分の思慮の浅さを突きつけられたからである。

　それでも、彩さいは認めるわけにはいかなかった。諦あきらめるわけにはいかない。人を殺したくないという考えは、間違っていないはずだから。

「鬽み黒くろ、お前の願いはなんだ？」

「たとえ君にでも、教えられない」

「でも、あるんだろ。俺おれを助けてくれてるけど、お前自身にだって、叶えたい願いが」

「あぁ」

　静かに頷うなずく鬽黒。進んで話題にしたいものではないのか、表情は曇っている。

「お前の意見はさ、正しいよ。でもそれは『何度も挑まれていつか自分が負けるのが怖いから、殺しておきましょう』ってことだろ」

「…………っっ。私が弱気なだけだと、言いたいのか」

　違う。鬽黒が彩を心配して言った言葉だと理解してるつもりだ。それでも、納得して流されるなんて嫌なのだ。

「何度も敵が挑んでくるなら、何度も倒せばいい。戦うたびに相手が強くなる？　だったらそれ以上に俺が強ければいいんだ」

「だからアンタ、無理に理想論掲げるのやめなさいよ。それで願いが叶わなかったら、意味ないじゃない」

「ピリカ……。お前は、他の参加者の話をしてたな。悪いけどさ、俺が言ったのは『俺の話』だ。俺は――誰だれも殺さない」

　理想とは、実現したい最善の状態のことをいうのだ。彩は誰も殺したくない。誰も不幸にしたくない。それでも願いは叶えたいし、戦うこと自体は避けられそうにない。

　だったら、誰も殺さず、不幸にせず、戦い、それで願いを叶えればいい。その方法を、彩は見つけた。

「ピリカ、昨日言ってたよな。大事なのは『どうするのが正しいか』じゃなくて『どうしたいか』だって。だから決めただけだよ。俺は『誰も殺したくない』。それが正しいか間違ってるかなんて、どうでもいいんだ！」

「…………《誠孤焔舞アーク・リーク》も、【退場ロスト】させないで倒すだけにするってこと？」

「あぁ」

「少年、それはいくらなんでも無理がある」

「無理じゃない。想像を具現化するゲームなんだろ？　『理想』だって、『想像』だ」

　再び、二人が黙る。今度は理解不能によるものではなく、悩むように。

「……そんなことをしたって、誰だれもアンタに感謝なんかしないのに」

「それでも、俺おれがそうしたいんだ」

「まるで子供の我わが侭ままだ。あれがしたい、これもしたい。思うこと全すべてを実現するのが、どれだけ難しいか分かっているのか？」

「どれだけ難しくても、実現しようとし続けるよ、俺は」

　二人の真剣な言葉に、彩さいも真しん摯しな態度で答える。

　やがて二人は、諦あきらめるように溜ため息いきを溢こぼした。

「アンタあれね。超ど級のバカだわ」

「あぁ、救いようのないアホだよ、君は」

「「でも」」

　二人はそこで彩の顔を見て、笑った。

「こんなゲームなんだから、アンタみたいなバカがいてもいいのかもね」

「誰も不幸にしないでゲームをクリアする。やってみればいいさ」

　肩から力が抜けるのが分かる。

「よかった……」

　一般的に彩の考えが正しくても、それは【イマジネーター】には関係がない。だから二人がどう反応するかが、心配だった。

　二人は完全に納得はしていないだろうが、彩の考えに理解を示してくれた。最高かは分からないが、最善の結果にはなったと、彩は思う。

　そんな彩の安心は、すぐに崩れる。



「あははー。誰も殺さないとか、彩君らしいねぇ？」



　リビングに繋つながる扉から現れたのは――紀き無なし玉たま求き。

　一瞬生まれる、空白。

「な……んで」

　鬽み黒くろとピリカは咄とつ嗟さに椅い子すから立ち上がるが、彩は放心して動けない。

「嫌だなー。いつでも入れるようにって、玉求に合あい鍵かぎくれたじゃん」

　と、肩の高さまで合鍵を持ち上げてちらつかせる玉求。だが、彩が気にしているのはそこではない。なんで入れたか、なんでここに居るのか、そんなどうでもいいことではなく。

「アンタ、昨日の幼おさな馴な染じみとか言ってた奴やつでしょ」

「うん、そーだよ転入生ちゃん？」

　にこやかに微笑ほほえむ玉たま求きを、鬽み黒くろとピリカが睨にらみ付ける。

「何で少年の幼おさな馴な染じみが、"Over Image"の話をするのだ」

　そうだ。

　ここに居るのはいい。だが、どうして自分達の会話に交ざってこられたのか。それが理解できなかった。

「彩さい君酷ひどいなぁ。昨日しっかりメールしたじゃん。十一時ごろ迎えに行くよー、って」

　柔和な笑みを浮かべるのは、いつも通りの幼馴染そのもの。

「話逸そらすのやめてくれる？　アンタ、何者？」

「うん？　玉求は玉求だよ？」

「とぼけるな。【イマジネーター】であるなら、名乗るべき名はそちらではないはずだ」

　三人の会話を、ただ傍観していることしかできない。突然の出来事に思考が、感情が、まとまらない。

　鬽黒の言葉に、玉求は唇に指を当てて、首を傾かしげる。

「《金色反鏡ダーテイー・ゴールド》ちゃんに《漆黒鋭剣ダークネス・ハートレス》先輩って呼べってことですかー？」

　ピリカと鬽黒が身構える。その視線が敵に向けるものへと変わる。

　そして混乱する彩の頭でも、玉求が【イマジネーター】であることだけは、理解できた。

「二人とも怖いですよー。でも、うん、まぁ、それぐらい敵意がある方が普通なのかな。勝てる勝てないは別として、ね？」

　ピリカが顔を歪ゆがめる。鬽黒が歯は軋ぎしりをする。

「……そういうことね。アンタが」

「貴様が――《誠孤焔舞アーク・リーク》か」

「ぴんぽーん、大正解。彩君もわかってくれた？」

「なん……で」

「さっきと同じこと言ってるね。どうしたの？　何がわからないの？」

　優しく彩へと微笑ほほえみかける玉求に、笑い返すことができない。

「玉求が《誠孤焔舞》だってだけだよ？　玉求が【調整者バランサー】で、ゲームバランスを崩す存在である彩君を仲間にしに来たの。矛盾してるかな」

「なんでお前が……【イマジネーター】なんて」

「あはは。彩君だって【イマジネーター】になったこと玉求に相談しなかったでしょ。同じだよ。何を驚くことがあるのかな？」

　玉求が【イマジネーター】？　いつから？　どういう願いで？　《誠孤焔舞》？　昨日自分達を襲ってきたのも――。

「混乱しちゃってるのかな？　落ち着いて、彩君」

　彩に近づこうと足を踏み出した玉求を、二人が止める。

「……何しに来たんだ、玉たま求き」

　どうにかそれだけ口に出す。すると、玉求は楽しそうに口こう角かくを上げる。

「何って、彩さい君に逢あいに来たんだよ。そうだ、ちょっと外を歩こうよ」

「アタシ達がさせると思う？」

「二人共、玉求より弱いくせに刃向かうの？　いいのかな、折せつ角かくＡ―２になったのに、こんなとこで【退場ロスト】しちゃって」

「大した自信だな。この状況、三対一で勝てると？」

「もちろんですよ」

　先ほどから、玉求の笑顔は崩れない。笑っているのは、玉求だけ。

　彩は静かに立ち上がった。

「分かった。行こう」

「「…………!?」」

　彩の言葉によほど驚いたのか、二人が振り返り彩の顔を凝視する。

「大丈夫だよ」

　まだ頭の中で納得できないことがいくつもあったが、それでも自分だけ混乱しているわけにもいかない。彩は平静を装って二人に笑いかける。

「さっすが彩君。話が早くて助かるよー」

　彩はピリカと鬽み黒くろの横を通り過ぎ、玉求と共に玄関へと向かう。二人には「すぐ戻るから、待っててくれ」とだけ告げる。

　ピリカも鬽黒も、何も言わなかった。



　　　　■◇◆□



　少年が《誠孤焔舞アーク・リーク》と共に家を出て行った。

　残されたのは私と金髪女。

「何アイツ……かっこつけちゃって」

　不満気に唇を尖とがらせる金髪女。気持ちは分からなくもない。

「彼が一人でも大丈夫だと判断したんだ。私達が口出しすることじゃないさ」

　たとえ戦闘になったとしても、彼が負けることは考えられない。信頼もあるが、それ以上に、【無理想像アブストラクト】は、それほどまでに強いのだ。ましてや彼はかつて一度ゲームに参加している。ただの初心者ではない。

「ちょっと……アイツを助けに行かなくていいの？」

「Ａ―２までの【イマジネーター】で、少年を倒せる者はいないよ。私達の助けが必要となるのは――。いや、そうだな。ともかく、《誠孤焔舞》程度なら、言葉通りすぐ戻ってくるだろう」

「でも、相手は幼おさな馴な染じみなんでしょ？」

「相手から見て少年も、幼馴染だろう。条件は同じだよ」

「随分と信用してるみたいね、アイツを」

　乳牛が私の隣に座り、食事を再開する。

「貴様と違って、付き合いが長いからな」

　ぴくっ。乳牛の眉まゆが揺れる。

「ふーん。ま、アイツはアンタをただの幼女としか思ってないだろうけどね」

「くくっ。胸がデカイだけの女が、何を知った風な口を利いているのだ？」

「じゃあ胸が小さいアンタには何があるってのよ？　貧乳幼女ちゃん？」

　こ、こいつ……。私が気にしていることを……！

「私は頭空っぽな貴様と違い、聡そう明めいなのだ！」

「アタシだって勉強くらいできるわよ！」

「少年は金髪には興味ないって言っていた気がするな！」

「幼女にも興味ないでしょうよ！　アンタに手出したら犯罪者になっちゃうし！」

「私は十七歳だ！　斬きり殺すぞ金髪乳牛が！」

「やってみなさいよ！　はさみの使い方は分かるのかしらお嬢ちゃん？」

「……余程死にたいらしい」

「ふんっ、アンタもね！」

　やはり、この女は嫌いだ。



　　　　■◇◆□



　着いたのは、昨日行ったのとは違う場所に位置する小さな公園。

　遊具がブランコしかなく、近くに大きな公園があるため誰だれも来ない、寂れた場所だ。

　そこは、彩さい達幼馴染が幼少より遊んでいた場所でもある。中学生になってからは、遊ぶとまでは行かないまでも集まって喋しやべったりしていた、そんな場所。思い出の、場所。

「懐かしいね、彩君」

　幼馴染は笑う。いつものように。

　あぁそうか。彼女がこんな風に笑うから、自分はずっと気づかなかったんだ。いつもどおりに、優しく微笑ほほえんでくれるから、だから玉たま求きが【イマジネーター】になったことに、微み塵じんも気づかなかった。気づけなかった。

「なぁ玉求、お前の願いはなんなんだ」

「別にー。そんなことより、彩君聞いてよ。昨日、魅み影かげ先輩が來らい祢ねちゃん【退場ロスト】させたでしょ？　來らい祢ねちゃんね、こっちでも死んじゃった。ペナルティで。ねぇ酷ひどくない？　これ誰だれのせいかな？　魅み影かげ先輩のせいだよね？」

「死ん……だ？」

　來祢、昨日の空色を使う少女の名か。死という言葉が、現実味を伴って彩さいに襲い掛かる。

　昨日、もし鬽黒を自分が止められたなら。もし、鬽黒が来る前に自分が少女を圧倒していたなら、少女は死ななかったかもしれない。

　ペナルティは、最も恐れていること。だとすれば、あの少女は死を恐れて戦っていたということになる。

「魅影先輩ってなんなのかな。あの人さえいなければさ、彩君は【退場ロスト】しなかったし、來祢ちゃんが死ぬこともなかったよね？　ねぇ彩君。なんであんな人と一緒にいられるの？　おかしいよ」

　理解できない。そんな目で彩を見る玉たま求き。

「あ、昨日の昼に來祢ちゃん達を送ったのはね、【無理想像アブストラクト】の彩君と転入生ちゃんが一緒にいたからだよ。だめだよ彩君、ただでさえゲームバランスを崩す存在なのに、Ａクラスの子と一緒にいたら」

　だめだ。

　どれだけ否定しようにも、現実は玉求が敵だと告げている。

「でもでもー、彩君を【退場】させる気はなかったんだよ？　來祢ちゃんには気絶だけさせといてーって言っておいたし」

　ピリカを【退場】させようとして、彩をそうしなかったのは、玉求が命令したから。

　その後、來祢が独断で彩を【退場】させようとしたことは、知らないらしい。

「ねぇ彩君。彩君はさ、現実を変えようとしてるんでしょ？　みんなの不幸をなかったことにしたいんでしょ？　うん、彩君らしいと思うな。玉求は応援するよ。玉求にも手伝わせて？　ね？」

「……手伝う？」

「うん。玉求がいれば、あの二人はいらないよね？」

「なに……言ってるんだ、玉求」

　様子がおかしい。

　彩の知ってる、優しい幼おさな馴な染じみの面影は、欠片かけらも残っていない。

「玉求と一緒に戦おう？　転入生も『氷の女王』も殺して、一緒に願いを叶かなえよう？　だって玉求たち幼馴染でしょ？　ずっと一緒にいたでしょ？　ねぇ、彩君っ！」

　必死に、必死に。

　何を伝えようとしているのか、何が言いたいのか。

　彩には理解できない。

　ずっと一緒にいた幼おさな馴な染じみが、何な故ぜこんなことを言うのか、わからないのだ。

「ごめん……それは、できないよ」

　彩さいの返事に、玉たま求きの表情が崩れた。

　目に見えて狼ろう狽ばいし、数歩後退し、ショックに目を見開き、両手で顔を覆おおう。

「なんで……なんでなんでなんでっっ!!」

「鬽み黒くろもピリカも仲間なんだ……裏切れない。殺すなんて、できない」

「おかしいよ！　彩君絶対おかしいって！　あははっ、なんで？　今まで玉求のお願い断ったことなんてなかったのに！」

　できることなら、玉求の願いは叶かなえてやりたい。

　だが、間違いすらも受け入れるのは、優しさじゃない。弱さだ。

「あいつのせいでしょ…………？　『氷の女王』のせいで！　みんな不幸になったんだよっ！　水みな母もちゃんは絵を！　藍あいちゃんは陸上を！　色しきちゃんは未来を！　みんな失ったんだ！　みんなで逢あえないのはあいつのせいじゃん！　彩君が泣いてるのはあいつのせいじゃないか！　魅み影かげ鬽黒が弱かったせいでしょ！」

　玉求が叫ぶ。

　だが、この言葉で、ようやく彩は理解した。

「違うよ玉求。俺おれが【退場ロスト】したのは、みんなが不幸な目に遭ったのは、俺のせいだ」

「違うよ！　絶対に違う！　彩君は悪くないよ！　なんで自分のせいにするのさ！　あいつにそう言われた？　だって彩君は強いじゃん！　あいつがいなかったら！　あいつさえいなければ！」

　玉求は、彩の味方だ。

　彩だけの、味方だ。

　妄信的に幼馴染である彩に肩入れし、鬽黒を否定することで彩を正当化しようとしている。

　そんなことをしても何も変わらないと、気付けないのか。

「玉求なら、彩君の足手まといにはならない。"Over Image"は、どんな願いでも叶えてくれる。一緒に、世界を変えよう？　玉求と彩君なら、それができるよ？」

「でも、鬽黒とピリカを否定するんだろ？」

「玉求達の世界に、あの二人はいらないじゃん。みんなで、みんなだけで充分でしょ？」

　いつから玉求が【イマジネーター】になっていたのか。それはわからない。

　玉求の願いがなんなのかも、彩にはわからない。

　それでも。

「ダメだよ。お前と一緒に戦うのが近道だとしても、仲間を、友達を裏切ってまで願いを叶えたいとは思わない。それこそ、そんなことしたら、俺は自分を許せないから」

「じゃあ、戦うしかないね――【反転】“〝表→から裏へ”〟」

　世界から、色が失われる。

　世界が、一色に染まる。

「誰だれも殺さない？　本当に彩さい君らしいね。でも、玉たま求きは彩君を殺せる」

　何が楽しいのか、玉求は笑っている。

「誰も不幸になってほしくないから、誰も殺さないんだ。俺おれは絶対にお前を【退場ロスト】させないよ」

「他人のことばかり考えても、彩君は損しかしないよ」

「損得で生きてて、楽しいのか。お前だって、他人を想おもえる優しい奴やつじゃないか」

「あははっ。玉求は聖人君子じゃないよー。むかつく人はむかつくし、嫌いな人は嫌いだ。彩君の足を引っ張ったくせに偉そうに【イマジネーター】やってる魅み影かげ先輩も、ぽっと転入してきて彩君を奪っていく転入生も、大嫌いだ」

　瞬間、玉求の体から、小さな火花が散る。



「――【vermilionバーミリオン】オーバーイメージ」



　火花は業火へ。

　薄い赤色の炎は玉求の背後を飾るように燃え盛り、揺らめいている。

「そういえば、玉求と喧けん嘩かするのは初めてだな……」

　他の幼おさな馴な染じみとは何度も言い争いをしたことがあるが、玉求とは一度たりともない。

「初めての喧嘩が殺し合いって面白いねー？」

「全然、面白くないよ――【whiteホワイト】オーバーイメージ」

　彩の右手が純白に染まる。

「《侵しん蝕しよく》、だったよね。やっぱり彩君はすごいよ。【無理想像アブストラクト】なのも驚きだけど、二度目の参加を果たしたのは今までの参加者で彩君だけだ」

「……なんでそんなことがわかる」

「“〝カミサマ”〟が言ってたから」

「玉求……。お前、製作者に逢あったことがあるのか」

「声だけは聞いたことあるよ。なんたって【調整者バランサー】だし。彩君は製作者って呼んでるんだ？　それだとこのゲームを人間が作ったみたいだね」

　あはは、と玉求が笑う。

「違うのか……？」

「さぁ？　声だけじゃ人間か神様かなんて分からないし。でもさ、玉求は神様だったらいいなぁって思うんだよ」

　互いの視線が交錯する。

　玉たま求きが笑う。彩さいには表情がない。

「だってさ、人間の都合の良いお願いを聞いてくれるのは、いつだって神様でしょ？」

　冗談で言っているのか本気で言っているのか、玉求はずっと笑っていた。

「行くよ？　――燃え盛れ」

　業火が彩を襲う。

「来いよ――侵せ」

　――――――。

「…………なん、で………………？」

　驚きの声を上げたのは、玉求。

　それもそうだろう。彩に向けて放った炎の群れは、全すべて彩に届かずに消えたのだから。

　彩はその場から、一歩も動いてはいない。

　その右手には、柄から切っ先まで純白の、大きな剣が握られていた。その形状はピリカが持っているものそのもので、違うところは雷電を帯びていない点と、色ぐらいである。

「これが俺おれの能力だよ、玉求」

　彩は剣の切っ先を玉求に向け、事実を告げる。

「うるさい……」

　玉求は不愉快そうに眉まゆを顰め、疑うようにもう一度、炎の群れを彩へと放つ。

　燃え盛る薄うす紅べに色いろの焔ほのおは、意思を有した獣のように荒々しく彩へと迫る。

「悪いけど、お前の想像は俺に届かない」

　彩は剣を横よこ薙なぎに一いつ閃せん。

　剣が切り裂いた空から純白の波が生まれ、それは炎の群れへと向かってゆく。

　激突、純白の波は薄紅の炎を飲み込み、跡形もなく霧む散さんした。

「…………【無理想像アブストラクト】って、こんななんだ…………ははっ」

　虚むなしい笑い声を上げる玉求。その目には、諦あきらめの色。

「お前が負けを認めるなら、これ以上は何もしない」

「彩君は優しいね。優しすぎるよ、ほんとに。優しくて、温かくて、残酷だ」

「何を言ってるんだ」

　玉求は背後に従わせていた炎全てを消し、ハイライトの消えた瞳ひとみで彩をみつめる。

「ねぇ彩君。彩君は想像力が豊かなんだね。水みな母もちゃんは絵が上う手まいね。藍あいちゃんは足が速いね。色しきちゃんは彩君の妹で、すごく可愛かわいいよね」

「……だったら、なんだ」

「だったら、玉求の良いところって、なんだろう？」

「…………」

　言葉を失ってしまう彩さい。

　まさか――。

「みんな、好きなことを頑張ってて、好きな分野で活躍して期待されてさ。自分のことみたいに嬉うれしいし、応援もしたくなるけど、思うんだ。玉たま求きには、何があるんだろう？　って」

　玉求は、淡々と語る。本心を、感情を露あらわにせず語っている。

「何も、無いんだ。ねぇ彩君。玉求には、何も無いんだよ。それってさ、どれくらい痛いかわかる？　どれくらい惨めかわかる？　みんなと一緒に笑っていても、自分はみんなとは違う凡人なんだなぁって、黙って心で思うだけの、玉求の気持ち、わかる？」

「俺おれも、何もないよ。お前だけじゃない。幼おさな馴な染じみの優秀さに、俺らが嫉しつ妬とすることなんて、ないだろう」

「そうじゃない。そうじゃないんだよね彩君。玉求が言ってるのは、そういうことじゃないんだ。ねぇ、覚えてる？　水みな母もちゃんが本格的に絵を描き始めたのは、彩君が水母ちゃんの絵を何度も褒めたからなんだよ？」

「…………覚えてるよ」

　そう、内気で恥ずかしがりやな水母は、絵を描いてはいても、それを幼馴染以外に見せようとはしなかった。それを彩が「そんなに綺き麗れいなのに、もったいない」と何度も賞賛し、ある日水母はコンクールに出品するに至ったのだ。

「じゃああれは？　藍あいちゃんが陸上を始めたのはさ、彩君が足の速さを指摘してあげたからなんだよ？」

「……覚えてるよ」

　毎日追いかけっこをしている中で、明らかに群を抜いて素早かった幼馴染に、陸上を勧めたのは、確かに彩だ。

「覚えてる。全部覚えてるよ」

「じゃあ玉求は？」

　そこで玉求は満面の笑みを浮かべる。欠片かけらも楽しくなさそうに、むしろ泣き出しそうな雰囲気で。

「…………お前、まさか」

　一つの可能性に、たどり着く。

　だがそれは、彩からすればあまりに理解しがたかった。

「彩君は、幼馴染を不幸にしたこの世界を変えたいって言ったよね。いいんじゃない？　玉求もね、世界を変えたいの。玉求にだけ何の才能もくれなかった世界を、変えてしまいたいんだ」

　そんなことの為ために、このゲームに参加して。人を殺して、ルールを取り締まる側に立って。

「お前は、優しいじゃないか。みんなのことを心配して、応援して。いつも笑ってて、すごく、すごく、優しい奴やつだったじゃないか……」

　玉たま求きは、誰だれよりも献身的に、みんなに優しく尽くした。画材が無いと言われたらすぐに買いに行き、陸上の大会には必ず応援に駆けつけ、彩さいの妹と一緒に買い物に出かけるなど毎週のことだった。

　どこまでも他人に優しい彼女のことを、彩は尊敬していて、同じ幼おさな馴な染じみとして、羨うらやましくもあった。

　でも、彼女はそれを、自分の優しさを、才能と看み做なさなかったのだろう。

「彩君は、才能は見抜けても、嘘うそは見抜けないんだね。玉求は優しくないよ。みんなのことなんて心配してない、応援なんてしてなければ、そもそも好きでもない」

　玉求が吐き捨てる。どうしようもなく、許しがたいことを。

「嘘だ、そんなこと言うなよ、玉求」

「本当だよ？　更に言うとね、みんなが不幸な目に遭ったとき、玉求どうしたと思う？　あのね、家で、笑っちゃった。あはははは、ざまぁみろって、笑っちゃったの」

　本心なのか冗談なのか、まるで判断がつかない。

　嘘であってほしいと思う。だが、何な故ぜここで嘘を言うのかと疑問を感じる。

「これでみんなと一緒だと思った。対等で、何の優劣もない幼馴染になれるって、思った。でも、違った。彩君、みんなの心配をするようになった。玉求がいるのに、他の幼馴染のもとに毎日通って……」

「それは、当然だ。大事な人が不幸な目に遭っていて、その力になりたいと思うのは当然のことだろ」

「そんな当然いらないよ。彩君はみんなの才能を見抜いたのに、玉求には何も言わなかった。心の底で玉求を見下してたの？　それとも、何の才能もない玉求を笑ってた？」

　玉求は、他の幼馴染に対し劣等感を感じていたのだろう。

　表面上変わらず接していながら、自分だけに才能のない状況が、相当堪こたえたのだろう。

　そのストレスは日々重なり、いつか願いになった。

　みんなと同じくらい、自分にも才能があれば、楽しく過ごせるのではないか。そう、考えてしまったのだろう。そんなもの無くても、紀き無なし玉求は紀無玉求であるのに。

「玉求、ごめんな」

　彩は剣を消し、玉求に謝罪する。

「なにを、謝ってるの？」

「ずっと近くにいたのに、お前の心に気付けなくてごめん。俺おれが気付けたら、お前は【イマジネーター】になんか、ならなかったかもしれないのに」

「今更、何も変わらないのに、謝るんだ？　彩さい君のそういう優しいところが大好きで、そういう残酷なところが大嫌いだよ――【個人反転】」

　空気が、変わった。

　玉たま求きの髪の色が、瞳ひとみの色が、変わる。

　玉求の炎のような、薄うす紅べに色いろに。

「彩君。こんな玉求許せないでしょ？　彩君が【退場ロスト】して、喜んだ玉求を、許せないでしょ？　戦おう。殺し合おう。願いをかけて、命をかけて、玉求を嫌いになってよ。そしたら、玉求も彩君を殺せるから」

　完全な敵意と冷静さと、思い込みを一つにして。そうして玉求は彩を見る。ぞっとするくらい不思議な、整った容姿。柔らかい髪を、ふわふわと揺らして。

　先ほどとは比にならないほどの炎の群れが出現する。

　公園全体を取り囲むように燃え盛り、逃げ場を塞ふさぐ。

「二度目の【退場】で、彩君は何を恐れるのかな。大丈夫安心して、魅み影かげ先輩と転入生ちゃんも、すぐに【退場】させるからさ」

　玉求の不安定な心に呼応するように、不規則に揺らめく炎が玉求の頭上で集約し、巨大な炎弾となる。

「燃やし尽くせ」



    

  
    
      



    

  
    
      　主の命令に従い、炎弾が彩さいへと迫る。

「【幻現境界シール・コンダクト】」

　出現したのは、純白の――弓。

　彩はそれを炎弾に向けて構え、矢を想像する。

「掻かき消けせ」

　矢を放つ。それは炎弾の中心に突き刺さり、沈み、そして、炎弾を、崩壊させた。

　彩は、昨夜鬽み黒くろに教わった想像の方法を思い出す。



「――君が出来ると心の底から思えば、全すべての幻想は現実として像を結ぶ」



　そう、つまりは、それだけ。

　できると思えばできる。

　消せると思ったら消せる。剣も、弓も、全て、彩が創造できると想像すればいいだけ。

「…………燃え尽きろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　玉たま求きが叫ぶ。公園中に声が反響し、炎もそれに感化されるように勢いを増した。

　全方位から、炎の奔流が押し寄せる。

「――【個人反転】」

　詠唱。瞬間、彩が白に染まる。

　視界に映る前髪も、爪つめも。そして確認することはできないが、おそらく瞳ひとみも。

【個人反転】。【反転】の一種であり、【反転】が世界を引っくり返すのに対し、自分を引っくり返す【反転】。自身のバースカラーと一体化することにより、スムーズな想像、強力な創造を可能にする。

「――消えろ」

　――

　　　――

　　　　　――

「おかしいよ、ありえないよ、なんで、なんでこれでも勝てないの……？」

　玉求の炎は彩に触れる寸前で、全すべてが無に帰した。

　彩は呆ぼう然ぜんとする玉求に、一歩ずつ近づく。

　玉求は逃げも後ずさりもしない。

　薄うす紅べに色いろの幼おさな馴な染じみの前に立ち、彩は口を開いた。

「お前は、優しいよ」

「――っっ!?」

　玉求が顔に驚きよう愕がくを貼はり付け、彩の顔を凝視する。

「な、何、言ってるの？」

「誰だれがなんと言おうと、世界中の人間がお前を否定しようと、俺おれはお前が優しいと思うよ」

「は？　……馬ば鹿かでしょ？　玉たま求きはみんなが不幸になって嬉うれしかったの！　今だって彩さい君を殺そうとして、魅み影かげ先輩も、転入生だって全員殺そうとしたんだよ！」

「それでもやっぱり、お前は優しいよ。少し汚い部分を見せられたぐらいで、十年来の信頼は消えない。お前はこれからもずっと俺の大事な幼おさな馴な染じみだよ」

　なるべく優しく、彩は笑う。

　玉求の瞳ひとみに、涙が浮かぶ。

「優しさは、才能なんかじゃないもん……！　玉求には……みんなと一緒にいる資格なんて、ないんだもん……！」

　それはきっと、小さな劣等感から始まったものだったに違いない。

　周りの幼馴染の卓越した才能に、感心し、尊敬し、応援した果てに、羨せん望ぼうは嫉しつ妬とに変わったのだろう。

　それを自分で溜ため込んで、彼女は一人で苦しんで。

　才能を求めすぎた彼女は、他者を殺してでもそれを欲するようになってしまった。

　それに、彩は気づけなかった。

「資格って、なんだよ。俺たちが一緒にいる理由なんて、幼馴染だから、で充分だろ」

「――玉求のこと、嫌いにならないの？」

「ならないよ」

「……玉求のこと、【退場ロスト】させないの？」

「させないよ」

　玉求の瞳から、涙が零こぼれる。

「玉求、何の才能もなくて、性格も悪いよ？　彩君に、何も与えてあげられないよ？」

「関係ないよ。俺は、玉求が玉求だから、一緒にいたいんだ」

　たとえ玉求が【イマジネーター】でも、彩と鬽み黒くろ達を【退場】させようとしても、玉求が玉求でなくなるわけではない。

「………………彩君、ほんとに馬ば鹿かだよ」

　一度流れてしまった涙は、次から次へと零れ落ち、もう堪こらえる事はできないようだ。

「うん、俺は馬鹿だから、お前を倒せない」

　こうして幼馴染同士の喧けん嘩かは、終幕を迎えた。



    

  
    
      STAGE. 5　◇想像と現実◆





　味み噌そ汁しるの匂においが、朝の真ま白しろ家を彩っていた。

　台所に立つ彩さいの耳に、鬽み黒くろとピリカの喧けん嘩か声ごえが聞こえてくる。

「あぁもうっ！　こんな設備じゃアタシの高貴な髪がセットできないじゃない！」

「うるさいぞ金髪。分かったから帰れ。あと、洗面台を占拠するな顔も洗えないだろう」

　味噌汁が出来あがったのでコンロの火を消し、炊きあがった白米をしゃもじで混ぜる。

「おはよう彩君。今日も迎えに来たよ？」

　玄関の扉が開く音のあと、軽快な足音と共に玉たま求きが台所にやってきた。

「ん、おはよう。朝飯は？」

　彩は振り返らず尋ねる。

「いやぁ、まだなんだー。もらっていいかな？」

「おう、もうすぐできるからまっとけ」

「いえぇいっ」

　玉求は小さくガッツポーズをして、近くの椅い子すに座った。

　玉求と彩が戦ってから、一日が経過。日曜も終わりを告げ、今日は月曜だ。

「ちょっと彩！　この家狭いのよっ！」

「少年、どうにかしてこいつを国に帰したいのだが、面倒だから地に還かえしてもいいかね」

「はいはい、二人とももうすぐ朝飯できるから座っててくれ」

　玉求が【調整者バランサー】なら、製作者について何かを知っているかと思い訊きいてもみたが、玉求はそれは教えられないとのこと。

　言えない理由があるなら、それはそれで仕方ないと思う。

　鬽黒とピリカは、何な故ぜか自宅に帰りたがらない。無理やり帰すほどでもないので、しばらくは家におくことにしたが、玉求はなにやら不満があるようだ。

「おー、美お味いしそうじゃない」

「おい金髪乳牛。貴様は地面に座れ、その輝く髪を見てると目が悪くなる」

「なによッ！　チビチービ」

「ピリカちゃんも御み影かげ先輩も落ち着いてくださいよー」

　正直、玉求と二人の関係は良好とは言えない。

　來らい祢ねが《色彩世界》で死んだのは、玉求にとっては消えない傷だろう。自分の友人である來祢を【退場ロスト】させた鬽黒と仲良くできない気持ちは、わかる。

　だが、鬽黒は彩を助けようとしたのだし、それが無ければ彩の方が確実に【退場】していたのだ。鬽黒の判断を責めるようなことは、彩にはできない。

　鬽み黒くろは謝る気は無いと宣言したが、玉たま求きはそもそも謝罪を求める気は無いと返した。元々願いを叶かなえる為ために、他人の願いを踏みにじるのが【イマジネーター】だ。参加者となった時点でそれ相応の覚悟が必要であり、覚悟の中には死ぬ覚悟も入る。

「少年の幼おさな馴な染じみだかなんだか知らんが、お前がしたことが消えるわけではないんだぞ」

「なんですかー？　ピリカちゃんと彩さい君を諸もろ橋はし君達に襲わせたことですか？」

「悪びれもせず、よく言う……」

「感じ悪いですね、魅み影かげ先輩。玉求に謝れって言ってるんですか？」

　にこやかに微笑ほほえむ玉求だが、その表情に感情の色は無い。

「そうではない。私は少年の味方だが、貴様の味方ではないことを伝えようと思ってな」

「それ、玉求も同じですよー？」

「ふふっ、そうか」「えへへ、そうなんです」

　互いに笑い合いながらも、睨にらみあう二人。

　玉求は昨日、自分の当初の目的、鬽黒とピリカを【退場ロスト】させ彩を仲間に引き込もうとしたことを、二人にも打ち明けた。

　鬽黒は興味なさそうに「こんな人間でも許してしまう少年は、異常者だ」とぼやき、ピリカは諸橋に殺されかけたのを思い出したのか機嫌が悪そうに「迷惑かけた分、誠心誠意アタシに尽くしなさいっ！」と、それでも怒りを抑えてくれた。

　諸橋については「別に、脅したわけじゃないんだよ？」と興味なさそうに呟つぶやく玉求だったが、もう仲間として利用することはないとのこと。

「アンタわかってんの？　しょうがなく！　許してあげるんだからね！　あんまり調子のんないでよね！」

「えへへー。ピリカちゃんはツンデレだねー？」

　玉求の言葉に、ピリカの顔が上気する。

「……なっっ！　あ、アンタねぇ……！　もう許さない、今すぐ粛清してあげるわよ！」

「あははー、照れてるー」

「ほら、できたぞ」

　彩は溜ため息いきを洩もらし、同時に笑顔を洩らした。

　やかましいのは好きじゃないし、自分達の戦いは始まったばかりだ。

　だが、それよりも大変なのは眼前で朝ごはんを待つ、あくの強い三人の女子である。

「そういえば、彩君」

　玉求が何気ない口調で言うので、彩は適当に「なんだ？」と返す。

「玉求ね、【調整者バランサー】クビになっちゃった」

「…………は？」

　彩と同じように、鬽黒とピリカも目を丸くしている。

「なんかね、弱者が他者を取り締まることは許されないんだって。彩さい君に負けちゃったから、玉たま求きはただの【イマジネーター】になりましたー」

　世間話でもするような言い方だが、言ってることはそんな軽いことではない。

「えーと、そうなると、どうなるんだ？」

「うんとね。玉求の担当だった地区を他の【調整者バランサー】が担当することになるね。当然、その【調整者】は彩君を粛清しようとするだろうねー」

「……いや、ちょっと待て。【無理想像アブストラクト】の九人中六人が【調整者】で、【調整者】は全部で七人いるんだろ？　でもその内の一人である玉求が抜けるわけだから……」

　鬽み黒くろが憎々しげに呟つぶやく。

「つまり、次なる敵は【無理想像】ということか」

　彩と同じく、通常想像できないものを想像できる【イマジネーター】。

「そんな相手も、アンタは殺さないって言うの？」

　ピリカが溜ため息いき混じりに言った。それは確認というより、呆あきれて出た言葉のようだ。

「もちろんだ」

　彩は即答する。当然だ。

　誰だれも犠牲にしない方法があるなら、それを実現しよう。それが、どれだけ困難でも。

　彩の返答に、三人の少女は楽しそうに笑った。



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　はじめまして、遊ゆ佐さ真ま弘ひろと申します。この度は、僕のデビュー作となる『オーバーイメージ』を手に取ってくださりありがとうございます。

　先輩方の本を読んであとがきに憧あこがれていた時期もありましたが、いざ自分が書くとなると何を書けばいいかわかりません。なので、無難に応募時のことを。

　この作品はＭＦ文庫Ｊ新人賞の第四期に応募したもので、締め切りは三月でした。

　ですが、学生の三月といえば本来は新人賞の締め切りではなく、定期テストの時期です。普段はテスト前一週間くらいから勉強を始めるのですが、当時はそれすら惜しく、授業中に原案をノートに書いて、自宅でそれをＰＣに入力するという日々を送っていました。

　結果、無事作品を投稿することができました。めでたしめでたし。

　一方で、生まれて初めての赤点を経験し、担任からは非行に走ったと勘違いされましたが、間に合ったのだからよしとしましょう……本当はよくないんですが。

　それと、この作品は応募時と違う点がいくつかあります。

　まず、主人公の彩さいは、いま見るともっとスカして感じ悪いキャラでした（そのわりにはあだ名が「ハクサイ」でしたが）。

　そして次に、キャラが大幅に削られています。最初は十五人以上出てました。

　他にも色々と設定をいじったり敵キャラを変えたりといった改稿を何度も経て、なんとか完成させることができました。楽しんでいただければ幸いです。

　以下、謝辞の方を。

　まずは担当の庄司しようじ様。迷惑ばかりかけてすみません。小説は一人で完成させられるものではないんだな、と強く実感しました。これからもよろしくお願いします。

　僕の想像、悪く言えば妄想でしかなかったキャラクター達に絵という形を与えてくれたさんた茉莉まつり様。ピリカも鬽黒も玉たま求きも可愛く描いてくださってありがとうございます。特に鬽黒のパジャマ姿は破壊力抜群でした。

　審査員の先生方、編集長様、編集部の皆様方。中二病をこじらせた高校生の作品に、佳作という過分な賞を与えてくださりありがとうございます。

　それと友人Ｂ。君がいたからライトノベル作家になるという夢を持てました。初めての読者が君でよかったと思います。他にも、僕の小説を読んで感想を下さった方々、皆様の言葉のおかげで自分が未熟であることを自覚できましたし、同時に励まされもしました。ありがとうございました。

　そして何より、この本を手に取ってくださった読者様に、不尽の感謝を。

遊佐真弘



    

  









    
      　著者

　遊佐真弘（ゆさ・まひろ）

　　第七回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　１９９４年生まれ、神奈川県在住。

　　好きな動物はネコ。



　イラスト

　さんた茉莉（さんた・まつり）

　　ゲーム原画家兼イラストレーター、大阪出身の東京在住。

　　最近は寿司とニコニコ中毒です。好きなネタはアジとうに！

　　ＨＰ「AiramatnaS」

　　http://www.airamatnas.com
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